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    大おお久く保ぼ新しん之の助すけ……山手藩の武士。剣の修行中。十五歳。
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    山手藩


    日ひ暮ぐれ上うえ郷さと……山手藩藩主の弟。新之助の剣の師匠。
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    大おお久く保ぼ久ひさ磨ま……新之助の兄。田町の部下。
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    壱　水待人　　water_waiter


    



    　雨が降り続いている。


    　新しん之の助すけは雨が嫌いだ。とうに塞ふさがったはずの背中の古傷が、雨の日ばかりは騒ぎ出す。その度たびに新之助の脳裏にはある光景が浮かび上がる。――氷雨ひさめに煙る鯨くじら幕まく、陰いん々いん鬱うつ々うつとした葬儀の列、儚はかなげに揺れる御ご灯とう明みよう、黒一色に染まった人々の虚うつろな目。


    　雨は、すべてを洗い流してはくれない。大地に染み付き、岩を穿うがち、刻み付ける。


    　消えるのでなく消すでなく、何度も降っては思い出させる。


    



    　折からの長雨で、水かさの増した河の渡し場には、足止めを喰くらった旅人たちが陰いん鬱うつな面おも持もちを並べていた。今日も渡し舟は出せないようだ。


    　旅人たちが仕方なく留とどまる安宿では、冷酒をかっ喰らう者、骰子さいころを弄もてあそんでなけなしの銭ぜにをむしり合う者、気の合う者同士が自然と車くるま座ざになっていた。誰だれからともなく話しかけ、いつのまにか人間関係が築かれている。


    　その安宿の二階。汚れた畳が並ぶ、しみったれた部屋の一番奥に大おお久く保ぼ新之助は座っていた。薄い壁板にもたれ、誰とも話すことなく。


    　安宿の中で刀を持った侍は目立つ。ひとり不機嫌そうに片かた膝ひざを立て、かといって威張り散らすでも上から見下ろすわけでもない。質素な身なりと、十代半なかばのあどけなさを残したやや上品な顔立ちは、流れ者たちに警戒を与えてはいない。


    　旅人たちはその侍に一瞬目を向けるが、すぐに博打ばくちへと戻っていく。目が合うのだから、侍ははなっから無視を決め込んでいるのではない。しかし、新之助は目が合うと遠慮でもしているのか、すっと目を逸そらしてしまう。


    　人付き合いが煩わずらわしいというわけではないだろう。仲間に入ろうにも、会話の呼吸というかきっかけがうまく掴つかめないでいるのだ。だから、遠目に見ている。そんな新之助を酒や博打に誘う者はいなかった。


    　男ばかりの饐すえた匂においが漂う安宿には、諦あきらめと開き直りにも似た猥わい雑ざつな雰囲気が充満していた。欠け茶ぢや碗わんに骰子を放り込む音の後には歓喜と悲嘆の声が上がった。勝った者は降って湧わいた酒代にほくそ笑み、負けた者は雨と不運を神様仏様のせいにして恨み言を漏らす。


    　傍はたで聞いていた新之助は旅人たちをちらと一いち瞥べつしてから、ぽつりと漏らした。


    「神様、ねぇ……」


    　神様仏様にお殿様。およそ「様」などとつく連中は信用ならない、と新之助は子供の頃ころから思っている。ふんぞり返っているくせに肝心なときにはなんの役にも立ちはしない。信じていたって、裏切られることのほうが多いとわかっているものに、どうして人はすがるのか。


    　ついでに言えば、人様だの世間様だのも苦手だ。その恩恵に与あずかれるのは、内側にいる奴やつらだけ。一いち期ご一いち会えだ他た生しようの縁えんだと抹まつ香こう臭くさい言葉を並べ立てながらも、人とは基本、冷酷なものだ。 都合のいいときばかり味み方かた面づらをしているくせに、旗色が悪くなればすぐさま敵に回る。きっかけは妬ねたみ嫉そねみでも、恨み辛つらみでもなんでもいいのだ。薄い皮膜を張り、やがてそれが壁になり、あっという間に溝になる。とかく浮うき世よの縁は儚はかない。


    　そう思えば思うほど、新しん之の助すけはうまく人の輪に入ってゆけない。


    　行あん灯どんの光が届かない部屋の角や天井の隅を新之助の視線は所在なく動く。そこでは暗くら闇やみが徐々に膨ふくらみ始めているような錯覚を感じる。


    　濡ぬれた羽織のせいか、ぞくっと背筋に寒気が走った。


    　――何かがいる。


    　そう、そこにはいるのだ。


    　誰だれとも何ともつかないモノが、じっと、ただいるのだ。気づけばソレは忍び寄り、すっと隙すき間まに入り込む。じっとこちらを見ていて、黙りこくって窺うかがっている。視線は怨えん嗟さとも憤怒とも悲哀ともつかず、ただ仄ほの暗ぐらい。


    　新之助は粘り気のある視線を感じ、そちらを極力見ないように目を逸そらした。


    　ソレとは、即すなわち、あやかし、妖よう怪かい、もののけ、もっけ。お化け、化け物、邪じや魅み魑ち魅み魍もう魎りよう。


    　ソレは新之助にとって神様仏様よりもはるかに身近で現実味があった。


    　嫌な予感に新之助は刀を引き寄せていた。言ってみれば、これはおまじないだ。緊張したときに掌てのひらに人の字を書くのと似ている。


    　要するに、出るなら出て来いやったろうじゃんかこの野郎という完全な開き直りだ。刀を胸に抱くと、目が据すわっていた。


    　その姿を見た同室の客は遠巻きに胡う乱ろんげな視線を向けて新之助を警戒する。彼らは妙な殺気に気づくと、飯でも食うか、と誰からともなく立ち上がると部屋から出て行こうとした。


    　去り際に客が送った視線に、新之助ははっとする。そんなつもりじゃなかったのに、と居心地の悪さを感じながら、新之助は刀を置くと溜ため息いき交じりに小さく呟つぶやいた。


    「少し冷えてきた、かな……？」


    　羽織が乾き始めるほど熱気の籠こもる部屋の中なのに身体からだをぶるっと震わせて、くしっとくしゃみをした。この感覚は寒気というよりは怖おぞ気けに近い。嫌な予感は消えずにいる。


    　そのとき、重苦しい空気が流れる部屋に一人の男が入ってきた。その大男が入り口にいるせいで三人ばかり部屋から出損ねてしまい、すごすごと中に戻ってくる。


    「いやぁ、参った参った！　雨には敵かなわん」


    　その男はぱっと見で堅気の人間でないことがわかる。街中で出会ったら絶対に関かかわりたくない人種だ。服装は修験者のようでそのあたりも胡う散さん臭くさい。年としの頃ころは二十歳過ぎ、鍛え上げられている体たい躯くとすらりと伸びた長身は豹ひようのようにしなやかで、一瞬、ぎらりと光る眼めが猛もう禽きん類を思わせた。しかし、すぐに笑みを浮かべると、顔立ちには鋭さよりも軽薄さが目立つ。


    　男はにやにや笑いを貼はり付けながら、わざとらしく蓑みのや笠かさをばさばさやっている。


    「ちょいと、失礼させていただきやすよ」


    　言って、片手を拝むようにしながら人を掻かき分けていく。その度たびに腕に絡みついている数珠じゆずがじゃらじゃらと音を立てた。


    　新しん之の助すけと目が合ってまたにやりと笑うと、そのまま、隣に座った。


    「お兄さん、つかれてますね」


    　男は新之助にいきなり話しかけてきた。戸惑いながらも新之助は答える。


    「……へ？　あ、ああ。この雨だからな」


    　そうじゃあねぇんだが――と、男は頬ほおをぽりぽり掻きながらも話を続ける。


    「まぁ、雨ってな陰気なもんですしね。それにしたって、お兄さんのつかれっぷりは大したもんだ。どっから来なすったんで？」


    「江え戸どからです」


    　新之助がそう答えると男はわざとらしく口笛をひゅーっと吹く。


    「へぇ、あっしも江戸から来たんですがね。途中、草くさ津つに寄って……。いやぁ、温泉ってな結構なもんですな。こう長旅の疲れも吹き飛ぶってなもんで。それでも、恋煩わずらいは治せないってんだから、恋って奴やつぁままなりませんぜ」


    　かっかっと大口を開けて笑う男。新之助もそれに合わせて苦笑いしている。


    　この男はなんなんだろうか。なんでこんなに親しげというよりも馴なれ馴なれしいのか。


    　新之助は頭を捻ひねって記憶を掘り起こし、今までに出会った人の顔と照らし合わせてみるが、どうしたって知り合いとは重ならない。


    　そもそも、さっきの会話が初対面同士の会話だ。だから、やはりこの男が桁けた外はずれに馴れ馴れしいのだろう。


    「お兄さん、どちらまで行かれるんですかい？」


    　新之助がこの変な男をいぶかしんでいることを知ってか知らずか、男はぺらぺらと話しかけてくる。


    　部屋にいる他ほかの三人はまったく口を開いていないのに、話し続けるというのはどうにも尻しりの据すわりが悪い。新之助は迷惑そうに咳せき払ばらいを一つしてから答えることにした。


    「山やま手てです」


    　それに男は大げさに驚いて、


    「ほう、山手。へぇ～、そいつぁ大変だ！　それにしても、山手ねぇ……なるほど、道理で」


    　一人で納得している男の様子になんだかカチンと来て、新之助は冷たい口調でつい問い返してしまう。


    「何がなるほど、なんですか？」


    　その問いに、男はいっそうにやにやした笑いを顔に貼り付けた。


    「いえね、お兄さんが山手に行くってんならこの陰気な雨も納得ですぜ。なんてったって山手はあやかしで有名ですからな」


    　またその話か……と新しん之の助すけは自然と警戒する。


    　いわく、山やま手て藩は過去に家か督とく争いが起き、それをあやかしが解決したという話だ。


    　だが、当世にもなるとそんな大昔の出来事はたんなる御お伽とぎ噺ばなし。のちのち、脚色されておもしろおかしく伝えられているに過ぎない。


    　新之助はその話が大嫌いだった。というより、もっと正確に言えば、その手の話がみな、大嫌いだった。うんざりして思わず深い溜ため息いきが出る。


    「そんなのは昔話。いまどき、山手の子供でも信じちゃいない」


    「おや、お兄さんはあやかしの類たぐいを信じちゃいないんで？」


    　男は意外そうな顔で新之助に問いかける。その好奇の視線がいらだたしい。この手の輩やからは興味本位や遊び感覚であやかしを語るくせに、いざ怪異に出遭うと恐怖し嫌悪し、拒絶する。


    　あやかしだけでなく、あやかしと関かかわる者をも。


    　あやかしは人の世にあっては異物とされるものであり、それと縁を持つ者もまた異物。異物は多数派に排除されるしかない。新之助はそのことをよく知っている。


    　新之助は会話の流れを断ち切ろうと、思いっきり否定した。


    「幽霊の正体見たり枯れ尾花……。本気でいるなんて言い出す奴やつがいたら医者にかかるか薬を飲むか、それこそ草くさ津つの湯にでもぶち込んだほうがいいですよ」


    　新之助は言葉の端々に棘とげをつけて話す。その辛らつな主張に気け圧おされたのか、男は背中を後ろに仰のけ反ぞらせている。
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    　いつのまにか静まりかえった室内で無遠慮に話していると、周囲の人間はごほんごほんと咳せき払ばらいをし、ちろっと二人を睨にらみつける。それに気づいて、新しん之の助すけはあわてて頭を下げた。


    「いやいや、そこまで言われちまうとあっしの商売あがったりだなぁ……」


    　男はぽりぽりと顔を掻かいてそう漏もらす。


    「失礼……。そういえば、あなたのお仕事は？」


    「あっしですかい？　あっしは拝み屋って奴やつでさぁ。八はつ丁ちよう堀ぼり界かい隈わいじゃ拝み屋ふくろうって呼ばれてやすよ」


    「拝み屋……」


    　聞いて、新之助はいっそう胡う散さん臭くさいものを見る目つきになる。


    　拝み屋は読んで字の如ごとく、拝みを生なり業わいとするものである。神仏への加持祈き祷とうはもちろん、頼まれれば妖よう異いの類たぐいを使って呪のろいを請け負ったり、逆に幽霊やら妖よう怪かいやらで悩む人のために札ふだを書いたり、念仏を上げたりもする。祟たたりや災いを祓はらうことで金をもらっているのだ。


    　と言えば、なんだか聞こえはいいが、新之助に言わせれば詐欺師でしかない。あやかしをネタに騙かたりをやっているだけだ。


    　なんの効果も無い落書きみたいな札を高額で売りつけ、出で鱈たら目めな念仏を上げては銭ぜにをとろうとする。そんなことをして、庶民から金をむしりとっている輩やからも多いと聞く。


    　厄介な人間と知り合ってしまった、と新之助は顔をしかめた。


    　それを敏感に察したのか、ふくろうはからりと笑う。


    「ははぁ、お兄さん。こういう人間はお嫌いそうですね。まぁ、お侍さんはあっしみたいな生業、苦手ですからねぇ」


    「好き好このんで拝み屋の世話になろうなんて物好きはいないでしょ。医者通いが趣味の阿あ呆ほうみたいなもんですよ」


    　新之助は間かん髪はつ容いれずに冷たく言い放つ。とにかく、ふくろうからある程度の心理的距離を保っておこうという腹積もりなのだろう。


    　代わりに、というわけではないのだろうが、部屋にいたヒゲ面づらの男が口を開いた。


    「拝み屋かい。ほんじゃ、なんか怪談でもしてくれねぇか。こう蒸し暑くちゃ、涼しい話でもしなきゃやってらんねぇ」


    　その男の言うように、確かにこの部屋は蒸し暑く感じる。湿気のせいか、部屋の中が生なま臭ぐさいようでもある。男は暑さに耐えかねているのか、だらだらと汗をかいていて、肌も服も湿っている。男の言葉を受けて、ふくろうがにやりと笑った。


    「ははぁ、そんじゃあ百物語と洒しや落れ込みますかね。蝋ろう燭そくも青紙も無いが、まぁ、いいでしょう。そんじゃ、奇妙な話を一つ語りやしょう……」


    「お、いきなりだな。でもま、拝み屋のお話を聞かせてもらおうかね」


    「いいねぇ。暑さが消えてくれるといいけどな」


    　部屋にいた他ほかの二人も乗り気なようで、ふくろうのほうに顔を向ける。


    「………はぁ」


    　新しん之の助すけは短い溜ため息いきをつく。とりあえず、自分は反対だと抗議するように顔を逸そらした。先程感じた怖おぞ気けが気になる。この手の話を聞いてろくな目にあったことが無いのだ。なぜ好き好このんでそんな話をしたがるのか、不思議でならない。


    　だが、新之助のそんな様子を完全に無視してふくろうは話し始めた。新之助とふくろうを含めた男五人、季節外れの怪談話が始まった。


    「少しばかり昔の話ですがな。お城でお堀ほり浚さらいがあったときです。人足を引き受けたお侍がいたんですな。そのお方がうたた寝をしていると、庭のほうから若い男が入ってきた。最初は仲間だろうと思ったんでさぁ。若い男は話しかけてくる。『明日は堀のお浚いでございますね』。お侍様は答える。『さよう。精出して首尾よく勤めましょうぞ』。若い男は言いやした。『お堀にはたいそう鰻うなぎが住んでいると聞き及びます』。なんの変哲も無い会話にお侍様は返します『なるほど、そのような噂うわさを聞きますな』。すると、若い男が頼みます。『その中に長さ六尺の大おお鰻うなぎがおり、明日のお浚いには必ず現れますから何なに卒とぞ殺さずに逃がしてください』。お侍様はなんの気なしに快諾しました。『それは堀の主であろうな。歳とし古ふるく住むものを見かけたら助けましょう』。若い男は安あん堵どして、『ああ、それを聞いて安心しました』。お侍様は、ははと笑って勧めました。『ありあわせの麦飯だが食べて行きなされ』」


    　ふくろうは噺はなし家かのように流りゆう暢ちように身振り手振りを交えて語る。


    　その声音が今まで聞いていたようなおどろおどろしい怪談話とは違っていたので、新之助は少し興味を引かれた。


    　こういった普通の話であれば変なことが起こることもあるまい。そう判断して、ふくろうの話に素直に聞き入る。


    「翌日、お侍様は堀へ来てから、昨日のことを思い出して呼ばわりました『誰だれか大鰻を取らなかったか。是非貰もらい受けたい』。人足の一人が大声を上げました『おうさ。すさまじいのを取ったわい』。駆けつけてみれば既に打ち殺したあとでありましたわ。裂さかれた腹からは麦飯がごっそりと出てきましたとサ……」


    　ふくろうが語り終えたとき、ふっと生暖かい風が吹いて行あん灯どんの火が消えた。


    「へっ？」


    　新之助は突然の暗くら闇やみに一瞬身体からだを硬くした。が、すぐに周囲を警戒して刀を引き寄せる。


    「お兄さん、だいじょぶでさぁ」


    　カチカチと石を打つ音がすると、部屋にぼんやりとした明かりが灯ともった。


    「ふくろうさん……今のは？」


    　問いかけてみるも、ふくろうはにこにこと笑っているだけだ。おそらく、自分の目で確かめてみろということなのだろう。新しん之の助すけは部屋の中をゆっくりと見渡してみる。


    　障子には何も映っていない。天井に生首は無い。すすり泣きの声も聞こえない。皿や茶ちや碗わんが真っ二つに割れていることも無い。腕や腹に痣あざが浮かび上がってもいない。


    　奴やつらが出た、というわけではなさそうだ。


    　良かった、何も変なことはなさそうだ――とほっと一息ついた。


    「ほんとにそうですかい？」


    　ふくろうは新之助の顔を覗のぞき込んだ。その目がぞっとするくらいに冷たいせいで、新之助はひやりと汗を一筋流す。もう一度、部屋を見渡してみる。


    　戸も障子もおかしなところは無い。中にいる人間にもおかしなことは起きていない。新之助とふくろうと他ほかに二人。だいじょうぶだ。


    　他に二人。


    　その事実に気づいて新之助はまた汗を流す。その背にふくろうが言った。


    「出たんじゃねぇ。消えちまったんですよ……」


    　怪談話をせがんだあのヒゲ面づらの男がいない。


    　ふくろうが懐ふところから煙管きせるを取り出し、火種をつける。余裕綽しやく々しやくなふくろうに新之助はじとっとした疑惑の目を向ける。


    「……あんた、なんかしたのか？」


    「あっしは何もしちゃいやせんよ。さては、あのお方も鰻うなぎか何かでしたかねぇ」


    　ふくろうはなんでもないことのように言った。それを他の二人は不思議そうに眺めている。


    「あんたら、どうかしたのかい。そっちのお侍さんのほうは狐きつねにつままれたような顔をしてるが……」


    　男二人は、もう一人の人間がいなくなったことに気づいていないのか。


    　否、はじめからその存在を知らなかったのだろう。


    「お兄さん、霊媒だけじゃなく、見けん鬼きの才もあるんだね。いやいや大したもんだ。良い拝み屋になれると思いやすぜ」


    　かかっと冗談めかしてふくろうは笑う。


    「ふくろうさん、今のはやっぱりあやかしなのか……」


    「ええ。鰻か鯰なまずか……。まぁ、その辺のが化けてたんでしょうねぇ」


    　ぷかぁっと煙を吐き出してから、ふくろうはなんでもないことのように話す。


    「慌てて逃げなくても腹掻かっ捌さばいたりしやしないってぇのに」


    　くくっと笑うが、新之助は笑えない。なんで笑えないのかと考えてみたが、このふくろうという男の趣味の悪さのせいだ。相手の正体が鰻か鯰と知っていてわざわざあんな話をするのだから、性根が腐っている。


    　新之助は珍しく、あやかしに対して同情を覚えた。


    



    　翌日、空はすっきりと晴れ渡っていた。


    　鰻うなぎだか鯰なまずだかのあやかしが去ったからなのか、河の水位も下がりはじめ、なんとか渡し舟が出せるほどにはなっている。


    　昨日はあれからなかなか寝付けずにうつらうつらとしているうちに、夜が明けてしまった。おかげで寝不足である。しょぼしょぼとする瞼まぶたをこすって新しん之の助すけは大きな欠伸あくびをした。


    「いやいや、やっぱりつかれてますな」


    　その背中にふくろうが声をかける。


    「そりゃ、あんな怪談話をした後だし。おかげでほとんど寝られなかった、まったく……」


    　だから、そうじゃねぇんですがね、まぁいいや――ふくろうは小声で呟つぶやいてから荷物をくるくると纏まとめ始めた。大きな箱を風ふ呂ろ敷しきで包むとそれでおしまい。一瞬で旅支じ度たくを整えて、その箱にどかっと腰掛けた。


    「ふくろうさんはこれからどこへ向かうんだ？」


    　新之助の言葉はどこか苦々しい。その質問は純粋な興味ではなくて、一刻も早くこの厄介そうな男から離れたいという気持ちから発せられているのだろう。


    　それを知ってか知らずか、ふくろうは単純明快に答える。


    「山やま手てへ行こうと思ってまさぁ。旅は道連れ、世は情け。ご一緒しましょうや」


    　その申し出にどちらかといえば反対ではあったが、断れるほど意志の強い新之助ではない。曖あい昧まいに笑って誤魔化した。その笑顔を快かい諾だくと受け取ったのか、ふくろうは続けて言う。


    「そしたら、ふくろうさんだなんて他人行儀な呼び方はやめましょうや。呼び捨てて下せえよ。身分はお兄さんのほうが上なんだ」


    　他人行儀も何もまったくの他人だし、まず、知り合いといっていいかどうかも微妙な程度の付き合いの浅さなのだが、ふくろうの中では既に親友くらいの位置づけになっているのかもしれない。


    　新之助は思いっきり苦い顔をしている。


    「俺おれはお育ちがいいもんでね。敬意なんざ欠片かけらも抱いてなくても、年上の人を呼び捨てるなんて真ま似ねできないんですよ、ふくろうさん」


    　強烈に「さん」を強調してことさら丁てい寧ねいな口の聞き方をすることで、二人の間に厳然と存在しているはずの心の壁を主張してみた。それでも、ふくろうはからから笑い、新之助の心の鍵かぎをこじ開けるべく、がんがん踏み込んでくる。


    「お兄さんは礼儀正しいねぇ。ま、気が向いたら呼び捨てにしてくださいよ。そういや、お兄さんのお名前はなんておっしゃるんで？」


    　精一杯の嫌味にもまったく気付かないふくろうに、新之助は諦あきらめて、こうなったらふくろうと呼び捨てにし、ずけずけ物を言ってやろうと心に決めた。


    　ふくろうに問われてから、新しん之の助すけはまだ名乗っていないことにはたと気づく。この男がやけに馴なれ馴なれしいのでとっくに名乗った気分でいたのだ。


    「そういや、まだ名乗ってなかったな。俺は大おお久く保ぼ新之助。山やま手て藩一万五千石の藩士。まぁ、次男だけどな」


    「へぇ。そんじゃお国くに許もとに帰るってわけだ。あっしは物もの見み遊ゆ山さんみたいなもんですがね。ま、よろしくしてやっておくんなさい」


    　ふくろうは片手をあげて拝むような仕草をする。やっと初対面らしいちゃんとした挨あい拶さつを交かわすことができた。


    　新之助にとっては、なんだか変な旅の伴ともができてしまった。


    　二人は宿から出ると、河を見渡した。宿にいた人々は既に渡し舟で対岸に渡っている。


    　新之助は急ぐ旅でもない。単に親と藩に金をせびりに故郷へ戻るだけだ。


    「ふくろうの国はどこなんだ？」


    　故郷のことを思い出したついでに新之助は自分からそんな質問をしていた。


    「へ？　あっしですかい？　あっしは生まれたときから流れ者やってますからねぇ……。ま、江え戸ど住まいが一番長いんで、江戸ってことにしときますか」


    「ああ、そうだったのか」


    　悪いことを聞いた、とは思わない。別段、流れ流れて生きている者は珍しくない。修験者もいれば武者修行もいる。飢き饉きんが起きれば村が消えるし、台風で滅ぶことだってある。こないだの流は行やり病でも幾つか村が消え失せた。


    　故郷を捨てた者、無くした者、元々持たない者は往々にして江戸へ出てくる。きっとふくろうもそういった一人なのだろう。江戸の街はそれだけ多くの人間がいる。その一人一人がいろいろな過去を背負い、出てくるのだ。


    　新之助もその一人だった。過去を振り切るために、逃げ出してきたのだ。


    　山手の人々は恐怖に染まった目で新之助を見つめ、声に出さずに非難した。視線の一つ一つが槍やりのように突き刺さり、鎖のような重さで呪じゆ縛ばくしてきた。


    　また、傷が疼うずいた。どこまで逃げても無駄だと、消すことなどできないのだと伝えてくる。


    　ぐいっと顔を上げて陰いん鬱うつな気分を無理やり吹き飛ばすと、連れに明るく声をかけた。


    「さ、そろそろ行くとするか」


    「そうしやすか」


    　くいっと荷を担ぐとテクテクと河のほとりへ歩き出す。


    　水かさは減っているが、それでも濁った流れにはまだ力がある。山の上流から泥が運ばれているのだろう。水中の様子は見ることができないが、きっと山やま女めや岩いわ魚ながいるはずだ。


    「昨日の鰻うなぎだか、鯰なまずだかもたぶんいるんじゃないですかねぇ」


    　けたけたと笑いながらふくろうが言う。


    　この男は本当に意地が悪い。新しん之の助すけの脳裏に昨夜の出来事がまたしても蘇よみがえる。


    「そういえば、他ほかの二人には姿が見えていなかったみたいだな」


    　ふと、思い出して新之助は言う。彼らは新之助とふくろうが気づいていたあやかしの存在を認識できていなかったらしい。誰だれのことについて話しているのか、トンと見当が付いていないようで、気味悪いものを見る目でこちらを見ていた。


    「みたいでしたなぁ。ま、あの程度のあやかしじゃあ仕方あるめぇ。ありゃ存在の力が弱い。あれが視みえるなんざ、新之助さんの見けん鬼きの才はずば抜けてるってことですよ」


    「存在の力？」


    　聞きなれない言葉に新之助は問い返す。それにふくろうはこくんと頷うなずいて、説明を続ける。


    「この世のすべてのもの、森しん羅ら万ばん象しようには存在の力ってのがありやす。そこらに転がる石だって、〝そこに転がるべき石〟として存在してるんでさぁ。じゃあ存在の力の大小ってなぁ何かと申しますと、そのものの由来や根源に依存しやす」


    　淡々と語るふくろうの言葉に、新之助は頭の上に疑問符をいくつも浮かべる。何を言ってるのかさっぱりわからない。


    　そんな新之助の様子に苦笑してふくろうは足元の石を拾い上げた。


    「わかりやすく言いやしょう。あそこの大岩とこの石っころ。どっちが目立ちますかね？」


    「そりゃあ、あの大岩だろ」


    　その答えに満足そうに頷いてから、ふくろうは次の質問をした。


    「そんじゃ、この手元の石とそこに転がってる石。どっちが目立ちますかい？」


    「へ？　……それは、たぶん手に持ってるほう」


    「そういうことでさぁ」


    　ふくろうはそう言うが、新之助にはやっぱりさっぱりわからない。


    「どういうこと？」


    「存在の力はそのものの大きさ、つまり世界に占める割合によって決まりやす。それ以外にも、そのものの価値、言ってみりゃ特別な意味づけによって変わるんでさぁ。今の話で言やぁ、大岩はでかいから石より存在の力が強い。んで、今あっしが持ってる石は〝あっしが持ってる〟っていうふうに意味づけされてるから、そこらの石より存在の力が強い、ってなことです。意味づけってのはもちろん、歴史だとか場所だとかもそれにあたるんでさぁ。だから、あのあやかしはまだ若かったりしたんでしょうな」


    「難しいな……」


    　新之助はむむぅと考えてしまう。今までに聞いたことが無い新鮮な説だった。


    　というより、新之助はあやかしがなんであるか、なぜいるのか、そういったことを考えたことが今までに無い。それは当然のごとく、あるべきものとしてあるのだと、漠然と、しかし、自然と受け入れていたのだ。幼少の頃ころから視み続けてきたことで、考えるまでも無い問題となっていたのかもしれない。


    　むしろ、あやかしに関して細かく、かつ根源的な知識を持つふくろうを不思議に思う。


    「なんでふくろうはそんなこと知ってるんだ？」


    　その質問にふくろうは不敵に笑う。


    「そいつぁ言えませんぜ。おまんまの食い上げになっちまう。おや、そんなことより急がねぇと舟が出ちまってますぜっ！」


    　言うが早いかふくろうは高下駄をかっかっと鳴らして新しん之の助すけを置き去りにしてしまう。それを慌てて新之助は追いかけた。


    「ちょっと待てぇっ！」


    　ふくろうと船頭、どちらにも聞こえるような大声で新之助は叫んだ。岸から三間はあろうという距離を二人はひょいっと跳ぶ。飛び乗ると、船頭はそれを見届けて、棹さおを掴つかみなおして漕ぎ始めた。


    「いやいや、見事な跳躍だ。なかなかいい体からだ捌さばきしてますぜ。剣の腕もなかなかのもんなんでしょう」


    「あんたもな。そんな高下駄で跳ぶなんて人間業わざじゃない」


    「へっ。ま、ふくろうの名は伊だ達てじゃねぇってことでさぁ」


    　ふくろうは大層満足そうににやにや笑っている。


    　新之助は中なか西にし派は一いつ刀とう流りゆうの剣士だ。江え戸どでは名門といっていい。その中でも新之助は、若手では一番の使い手である。毎日、道場で厳しい稽けい古こを受けていれば、この程度の跳躍は朝飯前だ。


    　一方、ふくろうは一本歯の、それも丈が五寸もあろうかという高下駄を履はいていながら、足場の悪い河原を平気でぴょんぴょん跳んでいるのだ。それだけでも、この男が只ただ者ものでないのがわかる。


    　本当に怪しい男だ、と新之助は胡う散さん臭くさいものを見る目でふくろうをじっと見る。


    　と、その視線に気づいたふくろうが何か言い足そうと口を開いたときだった。


    「あーっ！　ちょっと待ってよぉっ！」


    　若い娘の高い声が山間に響く。


    　声のしたほうを振り返ると、舟の後方四間あたりに一人、女の子が走っている。どうやら渡し舟に乗り遅れたらしい。


    「待って待って、待てっつってんでしょうがっ！　止まれぇ！　バカぁ！」


    　ぎゃーぎゃー喚わめきながら懸命に駆けているが、舟はとうに流れに乗っていて河原から五間は離れている。


    　船頭は少女を見たが、引き返すよりもいったん対岸まで行ってから戻るのがよいと判断したのか、少女に手を振って待つように告げる。


    　が、少女はそれを聞いちゃいない。


    「いいからそこにいるっ！」


    　船頭に向かってずびしっと指を突き立てると、川岸にしゃがみこむ。


    「何するつもりなんだ？」


    「さぁ？　なんでしょうね？」


    　その様子を見て新しん之の助すけとふくろうは首を捻ひねる。


    　と、少女の姿が視界から消えた。


    「いいっ？」


    　新之助は目をぱちくりさせる。一瞬の出来事だ。ついさっきまでそこにいた少女が突如として消え失せた。


    　口を開けている新之助にふくろうが言う。


    「上ですぜ」


    　その言葉に引き込まれて視線は上を向く。すると、さっきまで出ていた太陽が陰った。


    「んなぁっ？」


    　柔らかいものがすとんと、音も無く新之助の身体からだにかぶさった。視界の端では白っぽい布がひらひらとしている。


    「よし、着地成功っ！」


    　少女は新之助の上に覆おおいかぶさった体勢で腕を力強くびしっと掲げた。


    「失敗しとるわぼけぇっ！」


    　新之助は思わず叫ぶが、大きく息を吐き出した後に自分の上に女の子が乗っかっているという異常事態に気づく。その感触に頭がうまく回ってくれず、身体は払いのける動作をまったくしない。


    「新之助さん、だいじょぶですかい？」


    　ふくろうはのんびりと尋ねた。


    「くぅっ……。怪け我がは特に無い。っつーか、軽くて柔らかくてあったかいし、いい匂におい、が」


    　と、そこまで言って顔が赤面する。最後のほうは何を言っているのかわからない。


    「こりゃ重症だ……」


    　ふくろうは短く溜ため息いきをついて新之助に手を伸ばし、助け起こしてやる。女の子はひょいっと新之助から離れて起き上がると、同じように手を貸してくれた。


    「あーっ、ごめんごめん。だいじょぶ？」


    「だいじょうぶだ。問題ない、と思う」


    　新之助は首をふるふると振ってから答えた。そして、はたと少女と向かい合う。


    　その少女は白かった。


    　白しろ銀がねの雪を思わせる髪。北国の生まれなのか、肌は眩まぶしく透き通っていて、滑らかだ。着ているものこそ淡い白色の質素な小こ袖そでだが、顔立ちは整っている。しっかりと着飾ればどこぞの姫様といっても十分に通じるだろう。


    　一瞬、目を奪われる。何かとても美しいものに魅入られるように。


    　だが、それは少女が口を開くとたちまちに掻かき消えた。


    　少女はえらくバカっぽい口調でけたけた笑いながら話しかけてくる。


    「あー、びっくりしたー。ちょっとお昼寝してたら舟が出ちゃってるんだもん。あと少しで乗り遅れちゃうところだったよ」


    　厳密に言えば、確実に乗り遅れていた。だが、そこを無理やり駆け込み乗船、否、飛び込み乗船したのだ。


    「……あのなぁ、うまくいったからいいけど失敗してたら河に落ちてたぞ？　下手すりゃ死んでたかもしれない。危ねぇからやめとけよ」


    　新しん之の助すけは少女に話しかけるかたっぷり悩んでから、頭をガリガリ掻きつつ言う。少女はその言葉に目を丸くした。


    「心配してくれてるの？」


    「はぁ？」


    　出し抜けの質問、予想外の切り返しに新之助は頓とん狂きような声を出す。


    「心配してくれてるの？」
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    　少女は同じ質問を繰り返す。


    「え……、うん、いやっ！　うぅ、まぁ、そういうことになる、かも……」


    　新しん之の助すけの答えは煮え切らない。だが、確かにさっき自分が言った内容は少女の身を案じてのことだとも言えるから心配していないわけではない。仮に、自分に飛びついてきたのが三み十そ路じくらいのおっさんだったら自分はあんなことを言う前に刀を抜いているか、河に突き落とすかしている自信がある。


    　ただ、飛んできたのがこの少女だったからああいったことを言ったのだ。それはこの少女のことを心配していると言い換えられないこともない。新之助はそう結論付けて頷うなずいてみる。


    「そうかそうか、優しいね」


    　少女はほくほくとした笑顔で満足げに言う。鼻歌を歌いだしてあたりをきょときょとと見渡したり、河に手を突っ込んでぱしゃぱしゃやったりと落ち着きが無い。


    「ちょっとちょっと」


    　ふくろうが新之助の袖そでをくいくいと引く。


    「あんだよ？」


    「お友達ですかい？」


    　その疑問はむしろ新之助のものだっただろう。やけに親しげな口調のこの娘に関して新之助は自分の記憶を探ってみるが、それらしい人物は該当しない。


    「いや、友達どころか知り合いですらない。っつーか、超他人だ」


    「それにしちゃ仲がよろしいですね……。あ、ひょっとして江え戸どで別れた恋人が追ってきたとか、そういう面白展開なんで？」


    「違うっ！」


    「またまたぁ。そうやってむきになるところがなお怪しい……」


    　チキッと刀の鯉こい口ぐちを切る独特の金属音がした。


    「あ、いや冗談ですよ？　そんな眼めをしちゃいけません」


    　薄い笑顔を浮かべるふくろうの視線の先は新之助の腰あたりに向けられていた。その右手は刀の柄つかに掛かっている。


    　ふんっと苛いら立だたしげに鼻を鳴らすと新之助は手を離した。その表情は憮ぶ然ぜんとしている。


    「そんじゃあ、このお嬢さんは何者なんですかねぇ」


    　ふくろうがしげしげと少女を眺める。すると、その視線に気づいたのかそれまでふざけていた少女は、くるっと振り返った。


    「んー、なに？」


    「いえね、可愛かわいいお嬢さんだなーと思いやしてね」


    「えっ、えぇ？　可愛い？」


    　少女は目をしばたかせる。照れて紅あかくなった頬ほおを片手で隠すようにすると、


    「もう、おじさんったらっ！」


    　もう一方の手でふくろうを思いっきり張り倒す。


    　ふくろうはぐがっと小さく呻うめく。目には涙が溜たまっているからきっと本気で痛かったに違いない。


    「ううぅ。い、いやいや、それでお嬢ちゃん。お名前は？」


    「ん？　ましろだよ。ほんとはもっと長いんだけど、面倒だからましろ」


    「ましろ……」


    　新しん之の助すけは口の中でそっと呟つぶやく。どこか懐かしく、それでいて初めて聞くような名前だった。髪も肌も白い少女には似合いの名前だ。


    「へぇ、名前も可愛かわいいですねぇ。あっしはふくろうって言うんです」


    「おお、ふくろうふくろう！」


    　ましろは何が面白いのか、ふくろうの名前を連発し笑っている。


    「それでこの方が、大おお久く保ぼ新之助様」


    「様とか思ってもいないのにつけるな、気色悪い」


    　新之助は毒づく。だが、それを意に介さずふくろうは会話を続ける。


    「ましろちゃんはどこまで行かれるんで？」


    「ましろはおうちに帰るところだよ？」


    　それにしても、と新之助は思う。ふくろうのこの馴なれ馴なれしさはなんだろうか。昨日だっていきなり新之助に話しかけてきて、いつのまにか一緒に旅することになってしまっている。今も忽こつ然ぜんと現れた白い少女と親しげに会話をしている。


    　自分が今まで過ごしてきた世界はこうではなかった。新之助はなおも考える。


    　武士というのは諸事形式を重んじる。登城してからはもちろんのこと、帰宅や食事にいたるまで何かと儀式めいた行動をとっている。初対面の人間と挨あい拶さつするのにも定められた作法に則のつとっていなければならない。


    　つまるところ、人間は常に何がしかに縛られているのだ。身分や階級はその最たるものだろう。人を選別する基準となり、ときに自身の境遇の言い訳にもなる。酒屋に生まれたら酒屋になるしかないといった具合に。人はそれが不遇だと嘆きながらも、結局は縛られることに慣れきって甘えてすらいる。


    　新之助は縛られるのも諦あきらめるのも嫌だった。本当ならば、人間にくっついた記号など取り払って、ふくろうのように物もの怖おじせず、人と対等に付き合いたい。けれど、新之助にはそれができない。現にふくろうやましろを前にすると、言いたいことの半分も言えない。結局、武士という身分でしか接することができない自分がいる。だから、できることなら、あまり人と関かかわりたくはない。一いつ匹ぴき狼おおかみと言えば聞こえはいいが、単に怖いのだ。


    　ズキリ、と背中の傷がまた疼うずいた気がした。


    　新しん之の助すけは自分の人付き合いの下手さを痛感するとともに、ふくろうの物もの怖おじしない性格や、人と対等に付き合おうとする姿を純粋にすごいと感じた。


    「へぇっ！　ましろちゃんも山やま手てに行くんですかい。新之助さん、聞きやしたか？」


    「え？　ああ、そうなんだ」


    　新之助が考え込んでいる間に話は進んでいたようだ。


    「じゃあ、一緒に行くか？」


    　新之助の口から出た言葉は至し極ごく自然だった。何かを計算するでもなく、ただ当たり前のことのように言っていた。そして、自然と言葉が口をついて出たことに驚く。それがなんだか気恥ずかしくて新之助は顔を逸そらしてしまう。


    「うんっ！」


    　ましろが笑顔で返したのを見て、ふくろうはまたいらんことを言う。


    「やっぱり知り合いなんじゃないんですかねぇ……。ははぁ、遊女か夜よ鷹だかか……。暗がりじゃ顔はよく見えやせんからねぇ。顔に覚えはなくても身体からだにゃ覚えが……」


    　そして、チキッと音がする。


    「な、なんつって！　ま、まぁ、旅の仲間が増えるのは楽しいことでさぁねっ！」


    　慌あわてて取り繕つくろうふくろうを、ちろりと睨にらんで新之助は川かわ面もに目を移す。３人の乗った舟は濁流に揺れ、押し流されるように進んでいった。
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    　河を渡り終えると、そこは山やま手ての領内まで目と鼻の先だ。


    　新しん之の助すけとふくろうは船頭に渡し賃三文を支払う。ましろは文無しだったので、新之助が立て替えておいた。


    「なんで、一文無しで旅をしてるんだ、お前は……」


    　溜ため息いきと一緒に新之助が漏もらす。だが、当のましろはまったく気にしていないのか、その辺に落ちていた木の枝をぶんぶん振り回して先に進んでいる。


    　今さらながら気づいたが、ましろは少し変な女の子だ。珍しい白い髪はもちろん、行動も奇妙だ。


    　だいたい、新之助の考える「女の子」という生き物は河原から舟へ一気に飛び乗ったりなんかしない。それに文無しで一人旅もしない。ついでに、木の枝でそこら辺の野草をばっさばっさとなぎ倒したりもしないはずだ。新之助は大して女の子と接していないが、それくらいはわかる。


    「ましろちゃん、変わってますねぇ」


    　隣を歩くふくろうが不意に話しかけてきた。


    「ああ、おかしな娘だ」


    「ええ、まったくですよ……。あんな棒っきれでいったいどうやって、あのあやかしを祓はらってるんでしょうねぇ……」


    　ふくろうはふむぅと感心するような、また怪しんでいるような口調で言う。だが、新之助はそれをサラリとは流せない。


    「あやかしだって？」


    「ええ」


    　ふくろうはこともなげに言う。


    「何を馬ば鹿かな……。昼間っから変なこと言うのはやめてくれ」


    「時間なんざ関係ありやせんよ。出るときゃ出る、それがあやかしです。現実逃避してないでしっかり見ておくんなさい」


    　その言葉のせいで新之助の意識は徐々に変化していく。目の色が変わる、とでも言えばいいのだろうか。両の眼めの焦点が一瞬揺らぐと、視界にはぽつぽつと影が見え始めた。ふくろうに言われたことで新之助の中の回路が切り替わったのだ。


    「くそっ！　余計なこと言いやがってっ！」


    　毒づいてみるがいったんいると認識してしまうと、それを振り払うことは難しい。ぼんやりとしていた影は徐々にはっきりしてきて、黒っぽかったものは子犬に似た姿に収束していく。そのいやに湿った毛皮や濁った光を放つ眼球が不気味だ。


    「ありゃ脛すね擦こすりって奴やつです。脛すね転ころびとか、オボやノツゴとも呼ばれもしやす。あいつがいると歩くのが面倒になるんで、旅人には嫌われてますがね」


    「へぇ……」


    　突然のあやかし豆知識に新しん之の助すけは素直に感心する。


    「たぶん、ここらには足をとられやすい下草とか穴ぼこが多くあるんでしょう。『歩きづらい』ってぇ意識が寄り集まって具現化したんでしょうなぁ」


    　なるほど、言われてみればこの街道は人通りが少ないせいもあって、手入れなどされていない。雑草は伸びているし、水みず溜たまりも多く存在している。歩きづらいわけだ。おそらく、今までにも多くの旅人がここで転んだりして難儀したことだろう。


    「これも『存在の力』が関係してるのか？」


    　新之助の言葉にふくろうは頷うなずく。


    「ええ。この道は草が伸びてるせいで穴やぬかるみがよく見えやせん。だから、歩きづらいと感じてもその理由がすぐにはわからないんでさぁ。だから人は『歩きづらい。でも、理由はわからない。きっと何かがいるからだ』とふと思うんでしょ。そうやって『歩きづらい怪かい』を作り上げちまう」


    「なるほどな。そうやって意味づけされたものを多くの人が抱くことであやかしとなっているわけだ」


    「ご明察。そういうことです」


    　ふくろうはこくこく首を上げ下げする。新之助の理解が早いのが彼なりに嬉うれしいらしい。上機嫌でこんなことまで言い出した。


    「新之助さん、侍なんか辞めてあっしと拝み屋やりませんか？」


    「断固拒否する」


    　新之助のつれない返事にふくろうはしょんぼりと肩を落として見せるが、名案が浮かんだのかすぐに元気を取り戻した。


    　視線の先には脛すね擦こすりを追い払っているましろの姿がある。ましろが木の枝をふいっと振るとそれに釣られて脛擦りは道から外れ山の中へと消えていく。まるで、優しく導いているようだ。


    「それじゃ、ましろちゃんと組みますかね」


    「お前がましろを連れてたら、人買いか誘拐犯にしか見えないな……」


    「ひどい言われようですね……」


    　ふくろうは膨ふくれて見せるが、むさ苦しい大男がやっても可愛かわいくないので新之助はそちらに目を向けず、無視を決めこんだ。すると、目は自然とましろのほうへ向く。


    　ましろは、おそいぞーっ！　とばかりに木の枝をくるくると振り回して二人を待ってくれていた。


    「なぁ……」


    「なんです？」


    　新之助が傍かたわらのふくろうに話しかけた。すると、先ほどの無視が効いたのかふくろうは少しばかりぶっきらぼうに聞き返す。


    「あいつ、なんであやかしが視みえるんだろ……」


    「そういや、そうですね。それどころか、祓はらってますし」


    「あいつ、五間の距離を跳んだりしてたよな……」


    「あっしなら三間が限界ですね」


    「おかしいよな……」


    「おかしいですね」


    　新しん之の助すけはましろに追いついてからしげしげとましろを眺めてみる。顎あごに手をやって、怪しい部分を探してみる。


    　それをましろは不思議そうな顔で見つめ返してくるが、気にせず観察を続行する。


    　まず、髪の毛。白い。日光が当たっていると銀に輝いて見える。長い髪を後ろでくるくると器用に纏まとめ上げていて、耳は隠れてしまっているが、ちらりと覗のぞくうなじがまた透き通るように白い。


    　手脚は細く華きや奢しや。そこらの娘よりも細いだろう。だが、しなやかに伸びていて肌にはみずみずしい張りがある。足首はきゅっと引き締まっているし、黒ぽっくりに赤の鼻緒が小さな足によく映えている。


    　新之助は一歩引いてから全体を眺めてみる。白の小こ袖そでに黄色の帯。帯が回された腰は驚くほど細い。というか、身体からだ自体が細い。だから、つまり胸はさほどでもない。


    　その目つきを見ていたふくろうがぽつりと漏らした。


    「新之助さん、それじゃ遊女選びですぜ」


    「っ！　そ、そんなんじゃねぇよっ！　不思議に思って見てただけだろうがっ！」


    「はいはい、そういうことにしておきます」


    　だが、ふくろうの顔にはニヤニヤ笑いが張り付いていて、新之助の神経を逆さか撫なでする。


    　真っ赤な顔には青筋が浮かび、口元がひくっと動くと同時に右手が刀の柄つかにかかった。


    　危険な空気が流れる。が、可愛かわいらしい声がそれを遮さえぎった。


    「ねぇねぇ。なんで新之助はましろの身体をじろじろ見てたの？」


    「それは新之助さんが助平だからですよ」


    　ましろの純真無む垢くな問いにふくろうはすぐさま悪意ある答えを返した。その表情は先にもまして軽薄、というよりもむしろ邪悪だった。


    「ちょっと待てこらぁっ！　っつーか、ましろをそんな目で見てるお前のほうが助平なんじゃないんですかぁ！　この童女趣味っ！」


    「はっ！　残念でしたっ！　あっしはもっとこうムチムチしたほうが好みなんですよっ！」


    「ばーろーっ！　俺おれだってぼいーんとしたほうがいいに決まってらっ！」


    「ほらっ、やっぱり助平にゃ変わりないでしょがっ！」


    「あ、きたねーぞっ！　それは誘導尋問だろうがっ！」


    　二人は取っ組み合いを始めつつ、口角泡を飛ばして大激論をする。論点はずれにずれ、いつの間にか好みの女の話になってしまっている。


    　だが、ヒヤリとした圧力が二人を黙らせた。その先には白の少女がいる。


    「何を言ってるかわからないけど、すごく失礼なことを言われてるのだけはわかったよ？」


    　微動だにしない笑顔ほど怖いものは無い。ましろの握っている木の枝がひどく凶悪なものに見えてしまう。


    　そして、繰り出された乙女の一撃の前には拝み屋も剣客もなす術すべがなかった。


    



    　夏も終わり、季節は秋を迎えているが、それでも日中、険しい山道を歩くのは辛つらい。


    　昼前に渡し場を出たものの、すでに太陽は中天を回っている。明るいうちに少しでも距離をかせいでおこうと、草いきれの中を三人は歩く。


    「お前のせいだからな」


    「何言ってんですか。新しん之の助すけさんが悪いんでがしょ」


    　新之助は強したたかに打たれた胸と引っ掻かかれた顔の傷をさすっている。ふくろうもジンジンと痛む肩に濡ぬらした手て拭ぬぐいをかけていた。


    　二人に手傷を負わせたましろはご機嫌斜めで、さっきよりも強い力で棒を振り回している。脛すね擦こすりたちは叩たたき出されるように逃げ出していく。ちょろちょろと駆け回る姿が可愛かわいらしい。


    　街道沿いにいた脛擦りはあらかた祓はらってしまったのか、その姿も消えていた。


    　それで、新之助は思い出した。ましろに聞いてみようと思い話しかける。


    「なぁ、なぁ、おーい」


    「………」


    　ましろは返事をしない。一瞬、じろりと新之助を見る目は瞳どう孔こうが細くなっていて怖い。今にも引っ掻かれそうだ。思わずたじろぎそうになった。


    「な、なぁ。あの……ましろ？」


    　新之助は少し困って名前を呼ぶ。ましろは初めて名前を呼ばれてぴくっと反応し、新之助のほうを振り返る。まだ少しばかり不機嫌だが、話を聞いてくれるようだ。


    「お前、あやかしが視みえるのか？」


    「え？　そんなの当たり前じゃん」


    　そんなのが当たり前な世界は御免被こうむりたい、と新之助は短く溜ため息いきをついた。


    「……まぁ、いいか。あやかしを祓う技なんてどこで習ったんだ？」


    「あ、そいつはあっしも是非聞きたい」


    　ふくろうが手拭いをくるっと返して会話に乗ってくる。拝み屋のふくろうからすれば木の枝一本で仕事が済ませられるなら、その方法を知っておきたいのだろう。


    　だが、期待に反してましろは考え込んでしまった。


    「えぇっ？　別に技とかじゃないよ？　誰だれかに教えてもらったわけじゃないし……」


    「そうなのか？」


    「うん。それに、ましろはあやかしがいても困らないし」


    　ましろの返答にふくろうは怪け訝げんな顔をする。


    「それは、憑つかれたりしないってことですかい？」


    「あははっ！　ましろに憑こうとするあやかしなんていないよぉ！」


    　何がおかしいのかふくろうの言葉にましろは笑う。それを聞いて今度はふくろうが考え込んでしまった。ぶつぶつと何かを呟つぶやいている。


    「……もしかしたら……、ふぅん、なるほどねぇ」


    「ふくろう？　どうかしたのか？」


    「いえ、なんでもないですよ」


    　にっこりと雲が晴れたように笑うふくろう。何かしらの仮説を立て、その正しさが証明できたのだろう。だが、それがなんなのかは言わない。


    　新しん之の助すけも別段、聞くつもりは無い。知ったところで大して得はしないのだ。


    「それにしても、あやかしに悪さをされないなら、なんで祓はらってたんだ？」


    　なんだか矛盾している、というよりわざわざ無駄なことをしているのが気に掛かって新之助は聞いてみる。


    「だって、歩きづらいじゃん」


    　ましろの答えは至し極ごく単純。


    「いや、だから」と言いかけて、新之助ははたと気づいた。


    　ましろは後ろを歩く自分たちのために脛すね擦こすりを払っていたのだ。誰に頼まれたわけでもない。ただ後ろを歩く者のため、共に旅する仲間のために。


    　別にましろ本人は大して意識してはいないだろう。ほんの気まぐれ、自然とやっていただけに違いない。けれど、それができない新之助には新鮮で、その自然な優しさが嬉うれしい。


    「ありがとな」


    　その言葉にましろは、ぱあぁっと顔を輝かせてにっこりと笑うと、新之助の腕に抱きついた。


    「んがっ！　離れろって！」


    　新之助は腕を振ってみるが、ましろは器用にくるくると身体からだを回して離れようとしない。自然、二人で舞いながら追いかけ合う形になる。すっかりましろの調子に巻き込まれてしまっていた。


    　その姿を見てふくろうは、この男にしては珍しく悪意も皮肉も無い笑顔を浮かべた。親か兄のように優しげで慈愛に満ちた、普段の彼にはとても似つかわしくない表情だった。


    「そうしてると、まだ子供ですねぇ」


    　二人の耳には入らないくらいの小さな呟つぶやき。もっとも、新しん之の助すけに聞こえていたら、またぞろ食って掛かってくるに違いない。


    　新之助とましろは小競り合い、端はたから見ればじゃれ合いを続けながら歩いていく。ふくろうもそれに続く。


    　ましろはさっきまで人の顔を引っ掻かいていたとは思えないほどに機嫌がいい。些さ細さいなことでころころと表情を変え、落ち着きがなくて、気まぐれだ。


    「なんか懐かしいな」


    「うん？」


    「昔、兄貴と一緒によくこうして遊んでたよ」


    「へぇ。お兄さんがいらっしゃるんで？」


    「ああ、今は城勤めをしてる。でも、長男だからな、大きくなると遊んでくれなくなった。それからは、うちで飼ってた猫が遊び相手だったよ。その猫も今はいないけどな」


    「へぇ……」


    　ましろとふくろうが声を揃そろえて言う。その口調には心なしか哀かなしみが籠こもっている。


    　その湿っぽい感じが気になって、新之助は怪け訝げんな顔をした。


    「俺おれ、なんか変なこと言ったか？」


    　ふくろうは思いっきり同情と憐あわれみの視線を向ける。


    「新之助さん、友達いなかったんですね……」


    「うるせぇよ！」


    　新之助が大声で言い返すと、ふくろうは皮肉げに笑った。


    「ってこたぁ、あの連中は新之助さんのお出迎えってわけじゃなさそうですねぇ」


    「……ああ、あんなにたくさん、友達はいねぇな」


    　周囲に人影はない。足音も物音もない。けれど、気配がする。それに気づいた新之助とましろは自然と身構えている。そこに先刻さつきまでの緩んだ雰囲気はない。


    　新之助は中なか西にし派は一いつ刀とう流りゆうの剣客だ。ふざけていても近くに不穏な殺気があれば気づく。


    　濃密な森の奥からこちらを窺うかがっている。息の殺し方、気配の消し方もなかなか堂に入っているが、研ぎ澄まされた新之助の感覚の前では少し力不足だ。


    「気にしなさんな。今やる必要は無いでしょ。先に進みやしょうよ」


    　ふくろうは小声で言って、すたすたと歩いていってしまう。


    　新之助は一瞬、毒気を抜かれる思いがしたが、ふくろうの言わんとすることを理解した。


    　今やる必要は無い。その通りだ。相手が何者か、敵か味方かもわかっていないのだ。万が一、敵意のある相手だとしても、相手の位置がわからない以上、こちらから仕掛けるのは不利だ。ゆっくりとこちらの準備を整えるほうがいいだろう。何より、相手の存在に気づいていることを気取らせなければ油断を誘える。


    　やはり、ふくろうという男、只ただ者ものではない。


    「ましろ。猪いのししかもしれん。早く行こう」


    　そう言って新しん之の助すけはましろの手を引く。


    「ん？」


    　くいと手を取られて、ましろはぼうっとしていたが喜びを前面に押し出して、頷うなずく。


    「うんっ！」


    　新之助としては白昼堂々、婦女子の手を引くなど恥ずかしくて死にそうなことだ。もし、これが江え戸ど市中だったら羞しゅう恥ちのあまり腹を切ってしまうかもしれない。


    　だが、今は緊急事態だ。近くに殺気を感じている。


    　そんな中で女の子を離しておくことはできない。恥ずかしい、とかそんな感情は消え去っている。


    　この娘に何かがあったほうが嫌だ。


    　行きずりの旅の伴ともとはいえ、ましろが面倒ごとに巻き込まれるようなことは避けたい。


    「なぁ、ふくろう。さっきのあれ、なんだと思う？」


    「さぁ……少なくともあっしは、命狙ねらわれるほどあこぎな商売はしてませんぜ？」


    「……………」


    　ふくろうの返答に新之助は、冷たい視線と重い沈黙で返す。


    「んなっ！　ほんとですってっ！　あっしは早い！　安い！　かっこいい！　で売ってる八はつ丁ちよう堀ぼりのふくろうですぜ？　しかも、料金は分割払い、利子は十日で一割で承ってるんですからっ！」


    「余計インチキくせぇよ」


    　新之助は冷ややかに言う。


    　だが、意外なことにましろがふくろうの擁よう護ごに回った。


    「ふくろうはインチキじゃないよ？」


    「おおっ！　さっすがましろちゃんっ！　見る目がありやすねぇ」


    「でもなぁ、俺おれ、ふくろうが祓はらう姿見てないしなぁ」


    「あ、あんたそういうこと言いますか？　あれだけ一緒にあやかし視みてるのにっ！」


    「視るのは俺にもできる。祓えなきゃ拝み屋としてはインチキだろ」


    　新之助の言葉にふくろうはわなわなと肩を震わせる。それから、くっくっくっと低い声で笑った。


    「いいでしょう！　そこまで言うなら、次何か出たら特別に無料で祓ってやりますよ！　それでいいんでしょがっ！」


    「真打登場、待ってましたー」


    　新之助はまったく待っていなかった様子でぱちぱちと申し訳程度に拍手をする。ましろもよくわかってないけれど真ま似ねしてぱちぱちと手を叩たたく。


    「それじゃ、早速お願いしようか」


    「うん、そうだねっ！」


    　新しん之の助すけとましろは互いに顔を見合わせて、にっこりと微笑ほほえむ。


    「え？　なんですかい？」


    　ふくろうは嫌な予感がして額ひたいに汗を浮かべる。すると、新之助がくいっと前方に向けて指を差す。


    「なんか、あれのせいで先に進めないんだけど」


    　その先には黒い霞かすみが掛かっていた。どこから立ち込めてきたのか忽こつ然ぜんと現れ、いつのまにか前方だけでなく四方八方に掛かっている。


    　感触で言えば、霞、というよりは網に近い。網よりも目が細かいから蚊か帳やと言ったほうがより正確かもしれない。とにかく、網や蚊帳に似た霞が新之助たちを取り囲んでいる。


    　ついでながら、空を見上げてみるとうっすらとした日の光が差し込んできている。ご丁寧なことに上空にまで張り巡らされていた。


    　それらを一いち瞥べつしてからふくろうは呟つぶやいた。


    「蚊帳吊つり狸たぬきですかい……」


    「うん、そうみたいだね。祓はらえそう？　手伝う？」


    　ましろは少し心配そうにふくろうの顔を覗のぞき込んでくる。


    　蚊帳吊り狸は、山道に現れるあやかしだ。その曖あい昧まい模も糊ことした黒い霞で旅人の行く手を阻はばむ。無理やり押しのけて闇やみ雲くもに進むと、方向感覚を失い、延々さまようことになる。


    　ふくろうは片目を閉じてにっと笑って見せた。


    「ええ、だいじょぶです。こっちはまかしといてくださいよ」


    　言ってふくろうは煙管きせるを取り出して、火種を着ける。その姿には余裕と自信が溢あふれている。


    「あ、そうそう。新之助さん」


    「なんだよ？」


    「そっちはお願いしやすぜ」


    　ふくろうが言うと、深い薮やぶの影から人が出てきた。一人、二人、三人。皆、手て拭ぬぐいで顔を隠している。


    「心得た」


    　新之助はましろを後ろにかばう。ちょうど、ふくろうと新之助とでましろを挟む形になる。


    「大おお久く保ぼ新之助だな」


    　男たちの頭目らしき人物が小声で呼ばわった。手拭いのせいで声はくぐもっていて聞き取りづらい。声も顔も隠しているところを見ると、始めから新之助を狙ねらった刺客のようだ。立ち振る舞いにも隙すきが無い。


    「新しん之の助すけ、ましろも戦う」


    　ましろは新之助の横に並ぼうと前に進むが、新之助にそれを制される。


    「お前は後ろにいろ。すぐに終わるから動くなよ」


    　新之助はましろに笑顔を向けてから一歩前に踏み出し、男たちを眺める。その目は先ほどと打って変わってぎらりと危うい光を放っている。血が、騒いでいた。


    「一応、なんの用か聞いておこうか」


    「死んでいただく」


    「へっ。お断りだ。誰だれの差し金か知らねぇが、大おお久く保ぼ新之助違いじゃねぇのか？　俺おれは田舎藩士の次男坊だぜ。殺される理由がわかんねぇよ」


    「問答無用っ！」


    　三人の男たちは一気に駆け出してきた。その動きは統率されている。おそらくは今日の暗殺のために、事前に打ち合わせを重ねてきているのだろう。


    　新之助は一歩だけ踏み出して構えた。といっても、まだ刀は抜かない。左手を軽く鞘さやに添え、右手は鍔つば元もとを握る。そして、腰をすっと落とした。


    　居合い。新之助が山やま手て藩にいた頃ころに学んでいた大おお崎さき夢む想そう流りゆうの構えだ。今でこそ中なか西にし派は一いつ刀とう流りゆうを学んではいるが、大崎夢想流の道場では既に印可を受けている。齢よわい十四で免許を受けた者は後にも先にも新之助ただ一人。その功績もあり江戸遊学が許されていた。
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    　他流試合においてはただの一度の敗北も無い。音すら断ち斬きると言われた一いつ閃せんを、どうして止めることができよう。


    　新しん之の助すけの構えを見て、三人の動きがぴたっと止まった。


    　刺客は互いに目で合図した。そして、次の瞬間には打ちかかってくる。


    　まずは、右から。


    　居合いの構えを取る新之助の右を取ったのは刃やいばからもっとも遠い場所だからだろう。


    　刃が鞘さやを走る刻ときは刹せつ那な。多少位置を変えた程度ではそう大差が無い。だが、僅きん差さでも紙一重の勝負なら生死を分ける。ほんの僅わずかでも勝率を上げるために、最善の努力をしていると言える。その点からも、この刺客たちがそれなりの手て練だれであることがわかる。


    　新之助から見て右に陣取った男はそのまま、速度を落とさずに一気に駆けてくる。刀は胸の前にまっすぐ構えられ、そのまま、一息に貫く心づもりだ。


    　居合いに対して突き。突きは刀を合わせて弾はじくのが厄介だ。線で軌道を追える斬ざん撃げきとは違い、点である分、打突面積は圧倒的に少ない。加えて、一点に集中して、加速と衝撃を加えることができ、深手を負わせることができる。


    　だがしかし、それも尋常の剣客が相手であれば、の話だ。


    「うらぁっ！」


    　右の刺客は、低い声で先をとった。だだっと勢いよく踏み込んでくる。身体からだを前のめりにし、新之助の懐ふところめがけて渾こん身しんの突きを繰り出す。


    　それと同時に新之助は身を沈め、右のつま先を軸にしつつ、くるりと身を半回転させた。次の瞬間には刺客の刀は虚こ空くうへと跳ね上げられている。おそらく、刺客には抜き放った瞬間が見えなかっただろう。ただ、シャオンという金属同士が奏でた美しい音だけが聞こえた。


    　が、その音を合図にしたのか、左端に詰めていた刺客が間かん髪はつ容いれず飛び掛かってくる。


    　居合いの弱点は抜き放った後にある、というのが定説だ。居合い術は鞘のうちに力を溜ため、放つ瞬間にそれらを爆発させ、加速度的な斬撃を叩たたき込む。反面、撃った後は如何いかんともしがたい隙すきができるのだ。


    　そこを狙ねらった左の男は右肩に振りかぶった刀に体重をのせて振り下ろす。速度、重さ、遠心力。三つの力が合わさった剣には凄すさまじい威力が込められている。下手に刀で受ければ、刃こぼれどころか刀身が折れるだろう。


    　新之助の左半身は完全な無防備といっていい。刺客は新之助にとっては死角であるほぼ真後ろから斬きりつけてくる。


    　しかし、新之助はそのまま勢いをつけてさらに半回転した。


    　流れる動作そのままに刀も動き、刺客の斬撃を柔らかく受け流す。勢い余った相手は、体勢を崩され転がっていく。


    　都合一回転した新之助の一連の動作は、そのまま正面の敵と向き合う形になり、牽けん制せいに繋つながっていた。


    　最後に残った正面の男は斬きりつける時機を失い、舌打ちをしてから話しかけてきた。


    「さすがだな。大おお崎さき夢む想そう流りゆう」


    「今は中なか西にし派は一いつ刀とう流りゆうだ」


    「ふん、戦いくさ知らずの若侍が俺おれに勝てるかっ！」


    「せいぜい吼ほえろ、雑魚が」


    　男は正面よりやや右寄せに刀を立てて構えると、そのまま走り寄る。対する新しん之の助すけは切っ先を正面に向け、中段に構えた。


    　男はそのまま突き進み、袈け裟さ斬ぎりに斬りつけてくる。


    　新之助は刀をふるっと左右に揺らしたかと思うと、相手の刀にぴたりと合わせ、摺すり上げるようにして一気に弾はじいた。


    　そして、はね上げた刀をキラリと天で返し、そのままの刃筋で真ん中の男の左肩を右みぎ袈け裟さに打ち、終わると初めて半歩飛びのいた。


    　立ち合いが始まってから、瞬く間に勝敗は決した。


    「まだやるか？　次は手加減しねぇぞ。やるなら死ぬ気でかかってこい」


    　新之助は刀を鞘さやに納めるとそう言った。


    　三人の男たちは誰だれ一人として死んでいない。一人は刀を遠くに弾かれ、一人は無ぶ様ざまに転がされ、残る一人は峰打ちで強したたかに打たれた。手て練だれ三人を相手にしてなお、手加減できるというのは尋常の腕ではない。


    　ふくろうは口をあんぐりと開けている。ましろは大きく眼めを見開いてぽかんとしている。二人にしてみれば、まるで別人のように見えたことだろう。


    「くっ！」


    　右にいた男が脇わき差ざしを抜いた。が、その眼には絶望の色しかない。


    「やめておけ。それより早く雇い主のもとへ帰って伝えろ。俺を殺したきゃこの三倍は連れて来いってな」


    　新之助の言葉に男たちは何も言えないままゆらりと動き、そのまま森の中に消える。おそらく、彼らにとってここまで屈辱的な敗北は無いだろう。手加減され、その上、見逃され敗走せざるをえないのだ。もはや、剣客としての心が折られたと言ってもいい。恨み言も負け惜しみも言わないのは最後の一分だろう。


    　男たちが消えると、ましろがすぐに飛びついてきた。


    「すごーいっ！　すごいすごいすごいっ！　新之助すごいっ！」


    　ましろは新之助の手を掴つかんでぶんぶん振っている。そこまで直接的に褒ほめられると、照れるどころか勝手に頬ほおが緩んでしまう。


    「いやぁ、おどれえた。新之助さん、御お見み逸それしやした」


    　ふくろうが煙をぷかぁっと吐いてから、心底感心したように言う。


    「別にたいしたこっちゃねぇよ。俺おれより強い奴やつなんてごまんといる。今回はついてただけさ」


    「またまたご謙けん遜そん」


    　ふくろうはくつくつと笑っている。


    「そうそう、新しん之の助すけは強いよ！」


    　ましろは新之助に飛びつく。さっきまで剣を握っていた余韻で血が滾たぎっていたせいか気にならなかったが、冷静になるとえらく恥ずかしい。


    「うがーっ！　離れろっ！」


    　ぶんぶんと身体からだを揺すって振り払う。ましろはけたけた笑いながら、飛び降りると今度はあたりを飛んだり跳ねたりしている。その様子を微笑ほほえましく見守っていたふくろうは、すっと顎あごに手をやった。


    「それにしても、あいつら何者なんですかねぇ。新之助さんは江え戸どでそうとう悪いことをしたと見える……。ははぁ、人の女でも寝取りましたか？」


    「そんな度胸あるかよ。だいたい自慢じゃねぇが、俺は恨み買うほど人と付き合っちゃいねぇんだ」


    　言い返す新之助にふくろうはなおも問いかける。


    「ほんとに自慢じゃないですねぇ……。そんじゃ、剣術絡がらみのほうはどうです？」


    「いや、そりゃないだろ」


    「でも、新之助さん。剣を握ると性格変わってやすぜ？」


    「そ、そうか？」


    「ええ。なんてぇか、眼めが吊つり上がって自信満々で、一言で言うと嫌な奴って感じです。悪役っぽいですぜ？」


    　こーんな感じで、とふくろうが両手で目じりを押し上げて顔マネをする。


    「うんうん、あの新之助はなんだか怖いね。邪悪」


    　ましろもふくろうに同意してしきりに頷うなずいている。ましろにまで怖いと言われたことに衝撃を受けたのか、新之助は明らかにしょげていた。


    「で、でもでも、あの新之助もあれはあれでなかなかかっこいいかも！」


    「あー、そうかよありがとよっ！」


    　ましろがとってつけたように慰めにかかったが、新之助は完全に不ふ貞て腐くされている。


    「でも、逃がしちまってよかったんですかい？」


    　ふくろうは目を細くして新之助を射るように見た。それは言外に「なぜ殺さなかったのか」と責めているようでもある。その刺すような視線に寒気を感じ、新之助は一瞬たじろいだが、自分の考えを述べる。


    「いや、誰だれが俺のことを狙ねらっているのかわからない以上、今は泳がせておいたほうがいい。それに新手が来るよりは、あいつらが復ふく讐しゆうを考えてきたほうが対処が楽だ」


    「なるほど、一理ありやすね」


    　ぽんと手を打つとさっきとは打って変わった笑顔になる。だが、ふくろうのその笑顔の裏に何かが潜んでいるようで、新しん之の助すけの寒気は簡単には消えない。


    「さてと。んじゃ、あっしも仕事しますかね」


    　そう言うと、くるりと霞かすみに向き合い、腕を伸ばした。手には数珠じゆずと札ふだが握られている。そして、口の中で何やら呪じゆ文もんを唱え始めた。


    「怨おん」


    　と、最後に叫ぶと黒い霞、蚊か帳やはぱっと霧散した。


    　後にはただ一匹の狸たぬきが転がっているだけだ。ふくろうはその狸を摘つまみ上げると、ぺしぺしと頬ほおを叩たたいた。


    「おら、狸寝入りしてるんじゃあねぇよ、狸さん。そのままだとたぬきうどんにしやすぜ」


    　たぬきうどんに狸は入ってないけどな、と新之助はつっこもうとしたが、狸が飛び起きたので言う機会を失ってしまった。


    　狸は目をうるうるとさせ、命いのち乞ごいしている。


    「か、勘弁してください！　やりたくてやったんじゃないんです！　頭の中で声がして……」


    　新之助は狸が話すのを初めて聞いた。案外甲高い声で、それでいて、文法的にも人間となんら変わらない。狐こ狸りの類たぐいは頭が良いと聞いていたが、それを裏付けるようだ。


    　だが、その言い訳はいただけない。


    　ふくろうもカチンと来たのか、狸を逆さにしてぶんぶん揺らしている。


    「ばっきゃろー、そんな今いま様ようの罪人の寝言みてーなこと言ってるんじゃねいやい！　ほんとにうどんにしちまうぞっ！」


    「ひいぃっ！」


    　狸は心底脅えて身を硬くしている。


    「待って、ふくろう！」


    　ましろがふくろうを止めた。さっきから何か考え事をしているようだった。今は笑顔ではなく、大事なことを言い出そうと真剣そのもの。ましろはあやかしに対して勘が良いようだから何か気づいたことがあるのかもしれない、と新之助は期待した。


    「狸は鍋にしたほうがおいしいよ」


    「うぎゃーっ！」


    　狸はもう本気で泣きが入っている。


    「違うんです違うんですぅ。さっきまで呪じゆ法ほうで括くくられていたんですっ！　それが今の御み業わざで解けたんです、ほんとですよ～。だから、食べないでくださいっ！」


    「呪法？」


    　ふくろうはその言葉を聞いて何か思い当たる節があるらしい。狸たぬきをどさっと下ろすと考え事を始めてしまった。解放された狸はふくろうの視線が自分から外れていることを確認すると抜き足差し足でゆっくりと逃亡を図る。


    　が、その尻しつ尾ぽをましろにがしっと掴つかまれた。


    「ぐぎゃーっ！」


    　じたばたするが、抜け出せない。ましろは嬉き々きとして狸の身体からだをいじりまわす。


    「やめてっ！　お願いっ！　毛皮を剥はがないでっ！　下ごしらえしようとしないでっ！」


    　狸は断末魔の叫びを上げるが、おそらく数分としないうちに鍋でぐつぐつ煮られてしまうだろう。新しん之の助すけはなんだか同情してましろに声をかける。


    「おい、とりあえず家に着いてから解体してくれ。ここじゃ可哀かわい想そうだ」


    「そういう問題じゃないでしょ！」


    　狸は死の間際でもしっかりとつっこむ。案外気骨のある奴やつのようだ。


    「あったっ！　見てこれ」


    　ましろはくいくいと新之助を手招きする。新之助がひょいと覗のぞき込むとそこには奇妙なものがあった。


    「なんだ？　刀傷、いや火傷やけどの跡か。それにしても変な形だな……」


    　狸の背には毛皮に隠れるようにして傷があった。一見すると古い刀傷のようだが、醜みにくく盛り上がった肉は火傷によるものだろう。だが、幾つもの直線が格子状に交差している形が自然とできたものではないことを感じさせる。


    「ちょいとごめんなさいよ。あっしにも見せてください」


    　ふくろうがずいっと割り込んで狸の背中をじっと見る。


    「これは……。ましろちゃん、よく気づきやしたねぇ」


    「えへへ」


    　自慢げに胸を反そらすましろ。だが、新之助にはなんのことだかわからない。ただ一つ確かなのは、どうやら狸鍋は延期らしいということだけだ。


    「ふくろう、これがどうかしたのか？」


    「新之助、これはね、犬いぬ神がみ括くくりの呪じゆ法ほうなんだよ」


    　ましろは得意げに説明を始めた。すると、そこに割って入るようにふくろうが続ける。


    「犬神ってのは読んで字のごとく犬の神様でさぁ。それを操る刻印を焼き付けたんでしょう」


    　どうやらふくろうは、説明役を誰だれかに取られるのは嫌らしい。


    「犬ってのはもともと霊格の高い生き物です。親しん戚せきの狼おおかみなんてな、大神と当て字されるくらいだ。歳としくった山犬が神の使いとされてる地域もある。んでもって、犬神は人と共にあった犬が神格化されたもんですよ」


    「へぇ……。でも、こいつは狸だろ、犬じゃないけど」


    「それは」


    「新しん之の助すけは狐こっ狗く狸りって知ってるかな？　犬神族のことだよ。狐きつねも狸たぬきも犬も狼おおかみもみんなまとめて犬神って呼んでるの」


    　ましろはふくろうに対抗しているのか、新之助の前にずいと進み出て説明する。新之助からすれば別にどちらから聞いても大差ない。むしろ、どちらかに統一して欲しいとすら思う。


    　が、二人とも善意で説明してくれているので文句を言えるわけも無し。とにかく、今は疑問を解消するほうが先だろう。新之助はふくろうに向き直ると会話を続ける。


    「ようするにその呪じゆ法ほうとやらでこの狸が操られていたってことでいいのか？」


    「そうですな。いずれにしても新之助さんを狙ねらっているらしき黒幕は兵力と妖よう力りよくとを持ってるって考えたほうがいいでしょうね」


    　黒幕、という言葉に新之助はひっかかった。雇われ者らしき刺客、操られていた狸。このことは後ろで糸を引いている存在を感じさせる。それが誰だれかはわからないし、新之助が狙われた理由も定かではない。だが、敵対している勢力が確実に存在していることはわかった。


    　その事実は新之助に不安と恐怖を抱いだかせる。しかし、心のどこかが高揚しているのも事実だ。自らの腕を思う存分試せる機会はそうそうない。新之助は命を狙われてはいるが、剣客としての本能的な部分が、戦いを拒否していない。


    「まぁ、山やま手てに着けば少しはわかるだろ。じきに日が落ちる。さ、行こう」


    　からりと笑ってそう言った。


    「そうですな。新之助さんの親おや御ごさんも危ないかもしれない」


    　ふくろうは膝ひざに付いた土をぱんぱんと払って立ち上がった。


    「あ、そっか。それはちょっとやばいよね」


    　初めてその可能性に気づき、ましろは慌てる。その焦りは新之助も同様だ。


    「全然考えてなかった……。急がないとな」


    　三人は目標を確認する。とにかく今は一刻も早く山手へ着くことが先決だ。黒幕の正体は、後で考えればいい。


    　立ち上がって一歩踏み出す。


    「あのぉ、わたしはどうすればいいでしょうか？」


    　と、足元から哀愁漂う声が聞こえた。


    「あ、狸」


    　ましろが初めて見るもののように狸の存在に気づく。三人ともすっかり彼の存在を忘れてしまっていた。


    「まだいたのか」


    「もうお前さんに用はないですよ。早く帰っちゃぁどうです？」


    「ひどいっ！」


    　確かにひどいと言えばひどい。さんざんうどんだ鍋だと脅されて毛皮をぐちゃぐちゃにいじられ、押さえつけられ、挙あげ句くの果てにはほったらかしなのだ。いくら敵対していたとはいえ、あんまりな仕打ちだった。


    「わたしだってやりたくてやってたわけじゃないんですよぉ。気づいたら知らない山道に放り出されてるし……」


    　狸たぬきはめそめそとべそをかいている。


    「なんだ、お前この辺のもんじゃないのか。どこの生まれだ？」


    「山やま手ての東回り街道ですぅ」


    　東回り街道は名の通り、山手藩をぐるっと回る山道の東側のことを指す。このあたりは昔から狸が出没する地で、今でも付近の村人が化かされて泥どろ饅まん頭じゆうを食わされたり、寺で蹴け鞠まりを一緒にしたりと、異種族間交流の逸話が絶えない。


    「ねぇ、新しん之の助すけ」


    　ましろが新之助の袖そでをくいくいと引く。新之助が顔を向けると、ましろは上目遣いで何か言いたそうにしている。ちらりと気遣わしげに狸を見てから、また新之助に視線を戻した。


    　そういう表情をされると、弱い。新之助は、はあと深く溜ため息いきをついてから狸に向かって話を持ちかけた。


    「俺おれたちも山手まで行くんだ。途中まで一緒に来るか？」


    「ええっ！　いいんですかぁ？」


    　狸は飛び上がって喜んだ。が、次の瞬間にどん底に落とされる。


    「非常食確保ですねぇ」


    　ふくろうのニタニタした笑いは半分くらい本気だとわかる。が、さすがに狸が可哀かわい想そうなのか、新之助とましろは慰めてやるつもりで言葉をかけてやった。


    「安心しろ。非常食は非常事態にならなきゃ食べない」


    「そうそう、そのときが来たら食べるけど」


    



    　秋の日はつるべ落とし、と言われるように夏を過ぎると急に太陽が沈むのが早くなる。それは山手とて例外ではない。


    　三人と一匹はさしたる障害もなく歩み続けていたが、山手国境の関所近くに差し掛かる頃ころには西の空に残光が紅あかく輝いていた。


    「参りやしたね……。この分じゃ関所で一泊ですな」


    「ああ。さすがに山道を明かり無しで歩くのは無理だ」


    　いかに新之助が山手の育ちとはいえ、暗くら闇やみの中で山を歩くようなことはできない。可能、不可能という話ではなく、自殺行為だから決してやらない。関所にある旅籠はたごで宿を取ることは決定事項だ。


    　さすがにこの時刻ともなると旅人も姿が見えない。関所は混こみ合った様子も無く、閑散としている。旅籠はたごからは夕ゆう餉げの匂においがほんのりと漂ってきていた。


    　関所の門前で新しん之の助すけは手形を取り出す。が、そこではたと気づいた。


    「ましろ。お前、手形は持ってるよな？」


    　なんせ、一文無しで渡し舟に乗り込む女の子なのだ。手形を所持しているかどうかは怪しい。


    「え？　手なら二つあるけど？」


    　ましろの反応を見て新之助はかくっと肩を落とし、自分の認識の甘さを痛感する。だいたい、ましろの素性すらわかっていないのだ。そんな少女に通行手形を持っていろというほうが無理だろう。


    「はぁ……。どうするかな……」


    　新之助が思案を始める。と、狸たぬきがひょこっと顔を出した。


    「その紙を用意すればいいのですか？」


    「ああ。俺おれの名前の部分がましろになっていればそれで通れる」


    　それを聞くと狸はふんふんと鼻を鳴らして手形をじっくりと観察する。そして、門の横にあった生垣から葉っぱを一枚千ち切ぎると折りたたんで、手の内にしまった。しばらく待ってから取り出すとそこには一枚の紙切れがある。


    「これでだいじょうぶでしょうか？」


    　おずおずと新之助に差し出した紙切れには手形と変わらぬ文もん言ごん、そして、ましろの名が書かれている。


    「あ、ああ。これでだいじょうぶだと思うが……。すごい手て妻づまだな」


    「わぁっ！　幻術だね」


    「へぇ、見事なもんだ」


    　三人が揃そろって驚嘆の声を上げる。それに狸は照れたように頭を掻かいている。こういう仕草を見ると、いやに人間臭い狸だ。


    「それにしても、文字の読み書きもできるのか、お前は」


    「ええ。寺の和お尚しようさんに教えていただきました。自分の名前なら漢字でも書けます」


    「なんでぇ。お前さん、名前あったんですかい？」


    　ふくろうが驚いたように言う。


    「はい、竹たけ千ち代よといいます。和尚さんにつけていただきました」


    　その返答にふくろうと新之助はぶふっと吹き出す。ましろはなんのことかわからず、はてなと二人の顔を見ている。


    「それは、また豪胆な……」


    「なかなか洒しや落れてますぜ」


    　ふくろうがくくくっと腹を抱えて笑っている。


    　竹たけ千ち代よとは江え戸ど幕府の初代将軍の幼名だ。陰では狸たぬき親父おやじとあだ名されていた。この狸に竹千代などと名づけた者はなかなかの皮肉屋であるらしい。


    「とにかく助かったよ、竹千代」


    「いえ、命を救っていただいたのですからこれくらい」


    「狸の恩返しって奴やつですか」


    　ふくろうはこの狸の殊勝な態度が気に入ったのか、それとも名前が気に入ったのか、朗らかに笑っている。


    　型どおりの審査の後、晴れて山やま手て藩に入領することができた。もっとも空には雲が多く、月も星も隠れていて、天気は良くない。


    　新しん之の助すけにとっては一年ぶりの故郷である。だが、感慨に浸る暇ひまは無い。とりあえず、旅籠はたごに入ってこれからどうするかを考えなければならない。


    「しかし、敵さんもこっちが入領したことはもう知ってるんでしょうねぇ」


    　ふくろうが漏もらす。


    「ああ。刺客の報告は受けているだろうからな……」


    　新之助の気は急せいている。そのせいで、普段ならどこか気の抜けているような優しい表情も、今は張り詰めている。


    　自分だけならたいていの刺客は倒せるだろうが、両親や兄にそんなことはできないだろう。そうなると、自分が家族を守り、その上で黒幕と戦うしかない。それに何より、情報がまったく掴つかめていない現状では家族の安否が心配でならない。


    「あ、あのね」


    　焦じれている新之助にましろが声をかける。その顔には決意があった。


    「ましろ一人なら夜でも城下まで行けるよ？　それで、おじさんとおばさんを守ればいいんじゃないかな？」


    　それは意外な提案だった。


    　確かに、ましろはどこか普通ではない。五間もの距離を跳ぶ跳躍力といい、あやかしを祓はらう力といい、単なる女の子ではないことはわかる。ましろの言うように夜道を駆け、新之助の家族を守るくらいのことはやってのけるかもしれない。


    　だが、と新之助は頭によぎった考えを打ち消す。だが、ましろは女の子なのだ。


    「駄目だ。ましろにそんなことはさせられない」


    「でもっ！」


    「駄目だっ！」


    　新之助は強い口調で言った。その剣幕に圧おされて、ましろの肩がびくっと震える。その震えが徐々に身体からだ全体に沁しみてゆき、声が震える。眼めには涙が溢あふれ始める。


    「でも……ましろにしかできないことだよ？」


    「それでも、駄目だ。俺おれの問題でましろを危ない目にあわせることなんてできない」


    　ましろは俯うつむいている。顔が下を向いているから、涙がぽたぽたと落ちていく。水滴が地面に触れるたび、円が一つ二つと繋つながって歪いびつな図形を描き出す。ましろの心のように。


    「新しん之の助すけのバカっ！　バカバカっ！　ましろだって……」


    　キッと新之助を睨にらみ付けた。涙でくしゃくしゃになったましろの顔。


    「ましろだって新之助の役に立てるんだからっ！」


    　だっと駆け出した。ましろの背中は闇やみの中へと遠ざかり消えてしまう。新之助も慌てて追うが、暗がりの中では見つけ出せない。すぐに下草に足を取られて倒れこみそうになる。それでも、なんとか平衡を保って走り出すが、右も左もわからない。空を見上げて、月を隠している雲を恨めしげに睨んだ。


    「俺の家も知らねぇのに、どうやって行くつもりだ。ったく……バカはどっちだっ！」


    「新之助さんのほうでしょ」


    　がさっと物音がして、闇からふくろうが現れた。


    「むっ……。なんで俺がバカなんだよ？」


    　新之助の問いに、ふくろうは深く溜ため息いきをつき、肩をすくめて答えた。


    「大バカでしょうよ。ましろちゃんは新之助さんの役に立ちたいんですよ。だから、あやかしを祓はらったり、戦おうとするんです。ましろちゃんはそこいらの嬢ちゃんとは違う。そんなこたぁ、あんただってわかってんでしょうが。なのに、そのことには目ぇ瞑つぶって確かめねぇで、足手まといみてぇに言いやがる」


    「っ！　足手まといだなんて思ってねぇっ！」


    　新之助がとっさに言い返した言葉をふくろうは鼻で笑う。


    「同じことですよ。あんたは危ないだの迷惑をかけるだの小理屈こねて、結局遠ざけてんだ。どうしてそこまでしてくれるのか、なんでその理由を考えてやらないんです？」


    　ふくろうの言葉が新之助の頭を揺らす。それでも、混乱した頭で考える。


    　自分はましろのことを知ろうとしていなかった。ましろの気持ちも考えていなかった。どこかで線を引き、壁を作り、勝手に諦あきらめていた。


    　それは。それは拒絶することと何が違うのだろうか。


    「新之助さん、ちょっとは自分から心開いてみちゃあどうです？」


    　ふくろうは新之助の肩をぽんと叩たたく。それで心が決まった。


    「提ちよう灯ちん、持ってるか？」


    「ちょいと待っておくんなさい」


    　ふくろうは暗がりの中でがさごそと荷物を引っ掻かき回す。が、なかなか見つけられない。と、そのとき、文字通りの光明が射さした。


    「灯あかりならわたしが」


    　暗がりの中にぽうっと鬼火のように青白く光る球体が浮かび上がった。それは確実に行く手を照らしている。竹たけ千ち代よが新しん之の助すけの目を見つめて、それを渡した。


    「あなた方には二度もお世話になりました。呪じゆ法ほうから解いていただき、山やま手てまで連れてきていただいた。今こそそのご恩を返させていただきます」


    　そして、深々と頭を下げる。


    「竹千代……」


    「お世話になりました」


    　竹千代は頭を上げると、さっと森の中に消えた。


    「やれやれ、律儀なところまで狸たぬき親父おやじみてぇだな」


    



    　雲の切れ間から一瞬、月が顔を出した。あと数日で満ちるであろう金こん色じきに輝く月明かりは、重く垂れ込めた雲でまた覆おおわれてしまう。これでは濃密な森を照らすことなどできない。


    　しかし、少女には光など必要ない。


    　少女の五感は常人のそれではないのだ。闇やみの中でも動く影が、肌に触れる風が、鼻び腔こうを突く草の匂においが、木々の梢こずえが揺れる音が、そして、何よりも自らの勘が進むべき道を教えてくれる。


    　身体からだの中で血が爆はぜるのを感じる。夜の山道が眠っている野性を呼び覚ましていく。一歩踏み出すたびに、風を切る。


    　このまま道なりに進めば、目的の場所だ。とにかく、今は急ごう。急いでやらなきゃならないことがある。


    　あの人には守りたいものがある、叶かなえたい願いがある。自分はそれを守りたいのだと、少女は強く願う。あの人のためなら、自分はいくらでも強くなれるだろう。だから、それを証明しないといけない。


    　二人の最初の出会いを少女は覚えていない。でも、小さいときは一緒だったという記憶はある。十歳を過ぎたときに少女は家を出て、稲いな葉ば山へ行かねばならなかった。それが一族の掟おきてであり、新しい力を持つ条件だった。


    　稲葉山は一族の総本山であると同時に修行と奉公の場だ。そこへ行けるのは一族の中でも特に選ばれた者だけ。少女はその中でも特に傑出していた。


    　だから、最高に栄誉ある名前をもらった。でも、その名前よりもあの人と共に暮らしていた頃ころの名前のほうが好きだからあまり使っていない。


    　少女にとっては、最高の栄誉などより、過去の思い出のほうがよっぽど大事なのだ。そして、願わくば未来はもっと大事なものになって欲しい。


    　風神よりも、火車よりも、韋い駄だ天てんよりも速く駆けようと、少女は我が武む者しや羅らに走り続ける。真実、その速度はこの地の誰だれよりも速いだろう。


    　だが、その足を止める者がいる。


    「誰だれっ!?」


    　その気配は圧倒的だった。自らの場所を隠すこともせず、どころか露悪趣味とも言えるほどに無遠慮に存在を叩たたきつけてくる。


    　そして、それはじわりじわりと少女に近づいてくる。


    　関所から全速力で駆け続けてきたが、体力はまだ十分にある。身体からだの調子も悪くない。心の調子は、ちょっと悪い。


    　それでも、ここを切り抜けなければならない。


    　少女は大きく息を吸うと、その化け物と対たい峙じする。


    



    　鬼火は消えることなく道を照らし続ける。


    　だが、傍はた目めには目立ち過ぎはしないかという心配もある。実際、ふくろうにとってみてはいつ刺客が飛んでくるかと冷や汗ものだ。


    　しかし、狙ねらわれているはずの当の本人、新しん之の助すけは意気軒けん昂こうだ。


    「これ、目立ち過ぎやしやせんか？」


    「構うもんか。人が集まったら暗殺なんか無理だし、刺客が寄ってきたら斬きり伏せるまでだ」


    　ましろと別れてからじきに半はん刻ときが経たつ。城下へと続く道はこの一本しかない。注意深く気配を探っていれば見逃すことは無いはずだ。


    　新之助はもやもやしてはいたが、それもふっきれた。ふくろうの言葉はしっかりと新之助に届いていた。とにかく、一歩踏み出すと決めたのだ。だから、自然、足が軽い。早駆けに駆けても疲れが来ない。しかし、それは新之助だけだ。


    　ふくろうは新之助についていくことは余裕でできるが、如何いかんせん心持ちがやや違うので足取りが軽いとは言えない。


    　普段のふくろうならば、あんな説教じみたことを言いはしなかっただろう。それが、なぜか今日に限って言ってしまった。その理由をいろいろ考えてみるがわからない。


    　確かに、大おお久く保ぼ新之助という男はなかなか面白い。抜けているようで意外と頭が回る。剣の腕はぴか一だし、あやかしを視みる力もある。その上、誰かに命を狙われているなんていうおまけまでついている。


    　今回の仕事で鍵かぎを握っているのは、新之助だという確信がふくろうにはあった。だから、それを利用するという魂胆も当然ある。だが、それ以上に、楽しいと本気で思った時間がある。本職を忘れて、純粋に新之助と旅を楽しみたいと思った瞬間すらあった。


    　だが、それはありえない願いだ。ふくろうは仕事に命を懸けている。こんなことを考えること自体がおかしい。


    （あっしも焼きがまわったかね……）


    　知らず知らず他人の事情に深入りしていることを自じ嘲ちよう気味に笑った。


    　その笑い声が聞こえたのか新しん之の助すけがふくろうに話しかける。


    「なぁ、ふくろう」


    「なんですかい？」


    「ありがとな」


    「はっ、よしてくださいよ。褒ほめ殺しにでもする気ですかい？」


    「それでお前が殺せるならな」


    　新之助に軽口が戻ってきている。この様子ならこの男は大丈夫だろうとふくろうは思った。


    　今の速度で行けるなら、あと一刻しないうちに山やま手て城下に入ることができるはずだ。だが、その予測を裏切る存在がいる。


    　ぴたっと足を止めたのは同時だった。新之助とふくろうは互いに顔を見合わせる。


    「囲まれたか。今度は五人に増えやがった」


    「ええ。それと、前方になんかすごいのがいやすね」


    　濃厚な獣の、それも暴力的な殺気が空気を震わせて伝わってくる。それに比べれば、周りを囲んでいる連中などまるで話にならない。


    「俺おれが相手をする。すぐに追いつくからふくろうは先に行ってくれ」


    　新之助は刀に手をかけて構えをとる。が、ふくろうは先へは進まない。


    「逆でしょう。新之助さんが先に行ってくださいよ」


    「いや、でも、人間相手なら俺のほうが慣れてるだろ」


    「そうじゃねぇ。その先であの化け物と戦おうって奴やつがいるんですよ。誰だれだと思いやす？」


    　ふくろうの問い掛けは純粋な疑問ではない。問うた本人はきっと答えを知っている。そして、問われた側にもすぐに察しがつく。


    「よし、ここは任せる。でも、なるべく早く来てくれよ。俺はあやかしと斬きり合ったことなんてないんだからな」


    「合点承知」


    　ふくろうの返事を待たずに、新之助は駆け出していく。夜の闇やみよりもなお暗い、深淵にも似た森の中へ。


    　その背中を見送って、ふくろうは周りを取り囲んでいる連中に名乗りを上げた。


    「八はつ丁ちよう堀ぼりの拝み屋ふくろう、新之助さんに代わってお相手仕つかまつります。けど、あっしはあの人みたいに甘くない。全員殺しやすから、お覚悟ください」


    　高下駄をぽいと脱ぎ捨て、背筋をぴっと伸ばす。そして、両手を胸の前で合わせた。その姿は拝んでいるようだ。まるで、これから死に行く者を弔とむらうかのように静せい謐ひつな時間が流れる。


    　が、次の瞬間には生木を裂さくような不気味な音が鳴り響いた。


    　まず一人。


    　抜き打ちに打ってきた斬ざん撃げきをあっさりとかわし、ふくろうの右足が相手の首を刈っていた。


    　ふくろうはまず、派手な技で自分の強さを叩たたき込んだ。


    　上段回し蹴げりは見た目は派手だが、隙すきの多い技だ。足技は手技の三倍の威力があるから、決まれば一発で意識、もしくは命を絶てる。だが、片足を高くあげ、残りの片足だけで立った不安定な姿勢は、見切られてしまえば相手には格好の隙を与えることになる。


    　一対一の果たし合いでならまずやらない。しかし、多人数を相手にするなら、多少の危険を冒おかしてでもこの技を使う利点がある。こちらに対する恐怖を植えつけて相手の士気を挫くじき、牽けん制せいする意図がふくろうにはあった。


    　そして、次はなるべく陰惨に勝利することにした。相手に不安や恐怖を刷り込めば、勝手に仲間内で恐怖を増幅し、自滅してくれる。


    　ふくろうの姿がすっと森の中に消える。


    「どこへ消えたんだ？」


    「探せっ！」


    　刺客たちは互いに声を掛け合い、ふくろうの姿を追う。


    「まだ遠くには行っていないはずだ」


    「ええ、そうですね」


    　この声は、と刺客が振り向いたとき、彼は自分の右半身が濡ぬれていることに気づいた。ぬるま湯のような、どこか懐かしい温度。それに包まれている。


    「あ、ひゃ…俺おれの首、ふひゃひゃっ！　か、刀が生えてら」


    　刺客が最後に見たのは己の喉のどを貫いて、僅わずかな明かりに煌きらめく刃やいば。その先端は赤黒くぬめっている。そして、聞こえるのは風の音、否、自分の呼吸音だ。ひゅうひゅうと鳴っては不意にごぼっと噴出する粘性の強い液体。


    　五人いた男たちはあっという間に三人になってしまった。


    「くそぉ！」


    　一人がやけになったのか、刀を抜いてめったやたらと振り回す。


    「卑ひ怯きようだぞっ！　出て来いっ！」


    　その声に応こたえるように忍び笑いが漏れてくる。くくっと喉の奥に何か引っかかったような厭いや味みな笑い方だ。


    「五人で闇やみ討うちするような連中に言われるたぁ思いませんでしたね。ほんとの闇討ちって奴やつを教えてやりやしょうか」


    　低い声がぴたりとやんだ。


    「消えた？」


    　と、刺客があたりを見渡した。周囲には仲間の影しかない。ふくろうを含めれば三つ無ければならない影が今は仲間の二つしか見当たらない。


    　夜の闇はそれだけで不安になる。ましてや、森の中だ。木々の枝葉が触れ合う音も化け生しようの囁ささやきに聞こえるし、木の下からは今にも何かが這はい出てきそうだ。黒い部分を見つめていると、それが膨ふくらんでいくように思えてならない。


    　どれくらい時が経たったのか。おそらく数十秒と経ってはいないはずだ。頭では理解できても、緊張した空気の中ではもう長い間立ち尽くしているようにも思える。


    　刺客の目にふと仲間二人が歩み寄っているのが見えた。今の状況ではばらばらになるよりも三人固まったほうがいいだろう。そう判断し、刺客もそこへ向かう。


    　だが、二つの影に近づいていくと、その影はいつのまにか一つになっていた。


    　刺客の心臓がどくんと大きく打った。脈がどんどん速くなる。皮膚にはじっとりとした汗が浮かんでいる。


    　見間違い、勘違い。そう自分に言い聞かせる。だが、もしかして、人違いではないだろうか。そんな疑問が浮かんだが、無理やりに振り払って声を掛ける。


    「おい、どうする？」


    　よかった、この服には見覚えがある。仲間だ、と安心した。


    　だが、首から上は別の顔だった。


    「ひっ……」


    　その顔は顔ではなかった。


    　耳は切り落とされ、鼻は削そがれている。口は耳元まで引き裂かれていて、真っ赤な中で欠けた歯だけが白い。呆ぼう然ぜんと立っているその姿は何も感じていないようだ。仲間が近づいてきた姿すら視界に入ってはいまい。


    　眼球が無いのだから見えるはずもない。


    「あ、ああ、あああぁあぁああぁぁぁあぁぁぁっ！」


    　気が変になりそうだった。いっそ殺してくれとすら思った。次は自分の番だ。そう考えると呼吸は荒くなり、眼めが血走っていくのがわかる。戦わなければならない。自分の身を守らなければならない。でも、あたりを見回すのが怖い。


    　男は荒い息を整えようと目を瞑つぶる。


    「ふうぅつぅふーっう」


    　見えるから怖い、聞こえるから怖い、感じるから怖い、想像するから怖い。いっそこのまま気を失ってしまえればどれだけ楽か。だが、男の鍛きたえられた五感はそれを許さない。近づく足音が聞こえる。後ろにいる気配を感じてしまう。


    　死にたくない。まだ死にたくない。あんなふうに死ぬのは嫌だ。


    　男は大きく唸うなり声を上げて、後ろの気配を思いっきり叩たたき斬きる。


    「……なんで？」


    　気配はそう言った。聞き慣れた声、見慣れた服。ここに来るまでに一緒に飲んだ酒の匂におい。


    「う、ううぅ、うわぁあぁああぁぁぁぁっ！」


    　獣じみた悲鳴にくつくつと笑い声が重なってくる。


    「ご苦労様でした。闇やみ討うちってな、こうやるんですよ」


    　ふくろうはガタガタと震えている刺客の首に手をかける。その目はまるで虫けらでも見るかのように鋭く、冷たい。その表情には、飽きた玩具おもちやを壊す子供のような残酷さがある。事実、ふくろうにとっては遊び程度でしかない。


    　ぐっと両手に力を込めた。が、すぐに新しい遊びを思いついたのかその手を緩めた。


    「ま、新しん之の助すけさんの言ってたことも確かに一理あるんですよねぇ……。連係もとれてねぇし、こんな弱っちいのを差し向ける意図も気になりやすし……」


    　ぶつぶつ言いながらふくろうは手刀で刺客の首を打って意識を奪う。


    「さて、いい感じで泳いでくださいよ？」


    



    　新之助の足が震えている。


    「武者震い、か……」


    　わざわざ声に出して、自分で自分にそう言い聞かせる。そうでもしなければ、この正体不明の悪寒を説明できなかった。


    　駆け抜けた先には白い少女がいる。


    　先刻から睨にらみ合いを続けているのだろう。互いに動いた様子はない。だが、それがどれほどに精神力を消耗するか、新之助にはわかる。しかも、その疲れは確実に体力も削そいでいく。


    　声をかけようとして、ためらった。おそらく、今ましろの集中を乱せばそれだけで危ない。一瞬でも意識が逸それれば、それは決定的な隙すきになるだろう。


    　ましろと向かい合うのは一人の少女。齢よわいは十五、六といったところか。豊かな黒髪は夜の闇やみよりなお暗く、銀色の瞳ひとみは凍いてつくほどに冷たい。風に靡なびいて髪がゆらゆらと揺れる様はさながら幽鬼のようだ。


    　黒い少女は確かに、人の形をとってそこに存在している。だというのに、叩たたきつけるような圧力を持っていて、目を離すことができない。


    　あれは、人ではない。人に似た何かだ。


    　その眼めには感情の色がない。だというのに、刃やいばを向ければためらわずにこちらの命を奪うだろうという確信がある。人の身で立ち合って無事に済むとは思えない。


    　――じゃあ、それと対たい峙じしているましろは？


    　黒い少女と拮きつ抗こうする気力を放つましろの眼光は鋭い。ともすれば、相手を飲み込みそうなほどの殺気を孕はらんでいる。その姿は人間離れしたものだといっていい。


    　肩幅程度に開いた足。両手は顔の前で構えている。拳こぶしは小さく内側に向けて曲げられていて、それがしなやかな強きよう靭じんさを印象付ける。


    　逆巻く木枯らしのようにひやりとした雰囲気。新之助が知っているましろとは違う。


    　確かめたくなって、新しん之の助すけは一歩踏み出した。


    　足元の枝がぱきっと乾いた音を立てた。


    　それを合図にするかのように躍動する黒白の影。黒い少女は地に臥ふせり、砂さ塵じんを巻き起こして疾走する。かたや、ましろは高く跳ね上がると、頭上の木を蹴けった。落下速度に蹴りの反動を加えて襲い掛かる。


    　交差するのは刹せつ那な。一点において交わった二つの直線は、衝突した部分を中心にして円状に衝撃を拡散させた。音すらも間に合わぬ一瞬の交錯は二つの影が自然の摂理を超えた存在であることを、嫌でも思い起こさせた。


    　ましろと黒い少女は互いに距離をとった。


    　黒い少女の首筋には血の筋が三本、狭い間隔でできている。青白い肌に赤が滲にじんでいるが、傷は浅い。


    　ましろは両の足でしっかりと立っているが、内臓をやられたのか口の端から血が流れていた。しかし、眼めには未いまだ凶暴な強さが残っている。


    　黒白の少女が睨にらみ合う。新之助はそれを見て、刀に手をかけ、抜き打ちを仕掛けられる態勢になっている。考えてやった行動ではない。心臓がやたらに血を送り出すせいで、勝手に身体からだが動いている。


    　だが、黒い少女はつまらなそうに鼻を鳴らすと、くるっと踵きびすを返した。それから、新之助をひたと見る。まるで興が殺そがれたと言わんばかりだ。
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    　そして、そのまま闇やみに消えていこうとする。その背中にましろが声をかけた。


    「ましろは金きん眼げん白はく髪はつ双そう尾びの化ばけ猫ねこ。あなたは？」


    「……銀ぎん眼げん黒こく髪はつ一いち尾びの犬いぬ神がみ」


    　ましろの問いに黒い少女が答えた。新しん之の助すけにその言葉の意味はわからない。でも、二人の間ではそれだけで通じている様子だ。


    　濃い獣の気配が遠ざかり、ましろはふうっと息をつく。


    　そして、はっと新之助の存在に気がついた。


    「あ……、新之助……」


    「ましろ……」


    　新之助が力なく微笑ほほえむ。


    　今すぐに駆け寄るべきだ。口元の血を拭ぬぐってやらなきゃいけない。怪け我がをしているなら手当てをしないと。


    　けれど、化け猫や犬神という言葉が頭の中で何度も木こ霊だまする。


    　――ましろが化け猫？


    　新之助は二人の闘いを見たのだ。化け猫と犬神。少女にしか見えないのに、その気配は人外のものだということは疑いようがない。


    　二人は目を合わせているが、距離が近づくことはない。四間ほどの間まは縮まずに、ずっとそのまま。


    「あの、ね……」


    　ましろはすっと眼めをそらして口ごもる。


    「あの、ましろは、ましろは化け猫で……。だから、つまりあやかしでね、新之助とは違うの。言おうと思ったの、会ったときに、ちゃんと話さなきゃって思ってたの。だけど、新之助に会ったら、無理だった。舟に乗り遅れたとき、お昼寝してたなんて嘘うそだよ……。どうやって声をかけたらいいかわかんなかった」


    　ましろは力なく微笑む。


    「だって、新之助はあやかし嫌いだもんね。友達がいなかったのも、あやかしのせいだもん。だから、いっつも仲間外れで、いじめられてて。あやかしなんて視みえなければ、あやかしがいなければ、新之助はもっと楽しく生きられたはずなんだよ？」


    　そして、ましろは顔を逸そらして空を見上げた。暗い雲は光を当てることなどしない。天と地の間にどうしようもない隔たりがあることを、残酷なくらいに教えてくれている。


    「だから、言えなかった。ごめん……」


    　新之助の中で鮮烈に蘇よみがえる。自分の心を縛り付けている忘れがたい記憶が。


    　自分を見つめる、刺すような視線。恐怖に歪ゆがんだ瞳ひとみ。関かかわることを拒絶し、新之助の存在を否定するような目つき。


    　幼い頃ころは大人の興味を惹ひきたかっただけなのかもしれない。しかし、あやかしが視みえることを、あやかしがもたらす不幸のことを口にする度たびに、周りの人の目はどんどん冷たいものになっていった。


    　もし、あのとき、何も口にしなければ何も起きなかったのかもしれない。


    　遊びに行った友の家。彼の父の背に覆おおいかぶさる暗い影、漂う死臭。


    　それはあやかしだった。黒い体、伸びた爪つめ、てらてらと鈍く光る牙きば、燃えるような紅あかい瞳ひとみ。不吉、死の前兆。顔を引きつらせて愉快げに笑う精しよう螻け蛄ら。


    「おじさん、死んじゃうよ」


    　それを口にして二日後、友人の父は帰らぬ人となった。


    　視えぬ者にはそれは不吉な予言でしかなかった。およそ人が予見することが不可能な不幸。それが少年には視えてしまった。


    　葬儀の場へ出た新しん之の助すけを待っていたのは、温度のない視線だった。囁ささやき交かわされる言葉は耳に届かなくとも意味はわかる。一歩進むごとに目はぎょろっと動き、新之助の一挙手一投足一呼吸に至るまでを見る。畏い怖ふとも恐怖ともつかぬが、つまるところ、距離を隔てた感情に変わりはない。


    　友に声をかけようとした瞬間、眼めが合った。そこにははっきりと拒絶の色があった。人ではない、化け物を見るような眼。それでも、一歩踏み出すと、友人は首を振り壁際まで後ずさった。そして、近くにあった刀をひったくると、震える手で斬きりつけてきた。


    　きっと彼は新之助を憎んでいたわけではないだろう。ただ、あの恐怖に染まった目。


    　新之助は逃げた。斬られるのが怖かったわけではない。友達が自分を恐れ、拒んでいるという事実が怖くて背を向けた。背中に受けた傷よりも、拒絶されたことが痛かった。


    　その後、どうなったかは覚えていない。子供の振るう刀では致命傷に至らず、友人一家も山やま手てを離れた。けれど、新之助の幸福な少年時代は確実に死んでしまった。


    　誰だれもが彼を避け、疎うとむ。触れることも語りかけることもせず、ただ恐ろしげにちらと見る。近づくことも言葉を交かわすことも、目に映すことすらも憚はばかられる禁忌の存在として扱った。


    　でも、その中で家族とともに寄り添ってくれた存在があった。


    「ああ、そうだったのか……」


    　一匹の猫がいた。裏庭で雨に打たれて震えていたのを拾ってきた。


    　最初は灰色をしていたのに、洗ってやると真っ白な猫だった。名前なんて付けないでいつも適当に呼んでいた。気まぐれで落ち着きがなくて、邪険にしても足に擦り寄ってきた。襖ふすまを勝手に開けて部屋に入ってきたし、帰るときはちゃんと閉めていくから賢いなと感心していた。一緒にいる間はあやかしが気にならなかったことを覚えている。


    　いなくなったのはいつだったろうか。けれど、猫だっていつかはいなくなる。その猫が消えたときに、このままではいけないのだと、強くならなければと決意して道場の門を叩たたいた。


    「ましろ……」


    　名前を呼ぶ。おそらくは小さかった頃ころにも呼んでいたであろうその名を。


    　びくっとましろの肩が震える。


    「お前、ほんとに、あやかし、なのか？」


    「……うん。ごめん」


    　ましろはその問いかけに力なく答える。


    「そっか……。しょうがねぇな」


    　新しん之の助すけは諦あきらめたように呟つぶやいた。


    　その言葉にましろは俯うつむきかける。けれど、振り払うかのようにぐいっと天を見上げた。


    しょうがない、という言葉がぐるぐると心の中で渦を巻く。しょうがないのだ。言ってしまえば、こうなることはわかっていた。なら、諦める以外にどんな手があるというのだろうか。


    　新之助の足音がした。他に口を開く者がいないこの場所では、その足音がやけにはっきり聞こえる。去り行く背中を見たくなくて、ましろはただ月を見ていた。


    「ほんとにしょうがねぇ奴だ」


    　ましろの背後から声が届く。振り向くと、新之助は頭をがりがりと掻かきながらそこに立っていた。


    「今さら、そんなこと言われてもな。まぁ、とりあえずは、今までどおりでいいんじゃねぇのか？」


    　迷いや不安が無いと言えば嘘うそになる。今だって、あやかしの存在を容認することはできないし、自分の暗い過去を克服できたわけじゃない。だから、未いまだに人とはうまく付き合うことができないし、剣筋には迷いや焦りの色が出ていると師にも言われた。


    　うまい言葉が見つからなくて、新之助は顔を逸そらしていた。


    　それでも、新之助は一歩踏み出した。ましろが動けないなら、この距離は自みずからが進むことで埋めればいい。


    　ましろは顔を見られないようにくるっと後ろを向いて空を仰あおいだ。そうしないと、涙がこぼれてしまう。


    「無理だよ。ましろはあやかしで、新之助は人だもん。昔だって、今日だって、一緒にいれたのは、ましろがあやかしだって知らなかったから。知っちゃったらもう無理……」


    　人は人の中で暮らし、あやかしはあやかしと共になければならない。もとより違う存在であることは確固たる不文律だ。その道を外れる者を人は外道と呼ぶ。過去の経験を乗り越えて、剣の道を究めようとすれば、ましろと新之助は別々の道を行くことになる。


    「そうかもしれない」


    「うん」


    　新しん之の助すけは知っている。人とあやかしが相容れないことを。


    「でも、違うかもしれない」


    「えっ？」


    　新之助は照れたように笑っていた。幼い頃ころのましろが大好きだったあの笑顔で。


    「なに、強くなりゃいいんだ。誰だれも文句が言えないくらいにさ」


    　ましろは上を向いていたが、後から後から雫しずくが落ちる。つっかえながら、やっと吐き出した声は震えていた。


    「新之助……。新之助ぇ……」


    　振り返って、ぼすっと胸に顔を埋める。


    「おっ、おい、ばか、泣いてんじゃねーよ」


    　新之助はどうしていいかわからずに、ましろの頭を撫なでて、髪をくしゃっとする。それでも、全然泣き止やまないから少しだけ力を込めてぐちゃぐちゃにした。


    　すると、ぴょこっと三角形のものが二つ出てきた。


    「ぷっ、くくっ、っぁあはははっ！」


    　それをくいっと引っ張って見る。


    「いたたた」


    「なんだこれ？」


    　ましろは上目遣いで新之助を見ながらぽそっと呟つぶやく。


    「…………耳」


    「ぐっ、なはははぁっ！　すげーな、おいっ！　本物かよっ！」


    　新之助はその柔らかい物体をくいくい引っ張ったり、指で弾はじいたりして弄もてあそんでいる。


    「むぅ、なんなのよぉ！」


    　ましろは頬ほおを膨ふくらまして、胸をぽかぽか叩たたいて抗議するが、新之助は笑ってまるで取り合わない。それからしみじみと言う。


    「お前、ほんとに化け猫なんだなぁ」


    「……うん、ごめん」


    　ましろは申し訳なさそうに俯うつむいた。


    「バカ。何に謝ってんだよ」


    　そして、もう一度頭を撫でた。新之助にはまだわからないことがたくさんあるし、これから知っていかなければならないことや耐えなければならないことがある。覚悟して向き合わなければならない。でも、今はこれでいいんだと、素直に思えた。


    「あのー、もういいですかね？」


    　背後から急に声がかかった。新之助は三間ほど素早く飛びのく。


    「ぬわぁっ！　な、なんだ、ふくろうか……」


    「はぁ、人が血なまぐさいことしてる間に逢あい引びきたぁ、いいご身分ですね。ったく……」


    　ふくろうはこれ見よがしに大きな溜ため息いきをついて、頭を掻かく。


    「ばっ！　逢引じゃねぇよっ！」


    「ま、なんでもいいです。それよかましろちゃんが無事で良かった。心配したんですぜ？」


    　ふくろうはましろに向けて最上級の笑顔を見せる。


    「心配かけてごめんなさい……」


    　ましろはぺこっと頭を下げる。それを制止するようにふくろうは続けた。


    「いやいや、無事ならそれでいいんですよ。でも、今度っからはいきなり飛び出しちゃだめですよ？」


    　ふくろうがめっ！と人差し指をぴっと立てて窘たしなめるとましろは素直に返事をする。


    「はぁい」


    　溜息を軽くつくと、空気を変えるようにふくろうが言う。


    「一件落着ってなわけで先を急ぎやしょう。ましろちゃん、道案内をお願いできやすか？」


    「うんっ！　任せてっ！」


    　ましろは元気良く返事をする。その姿を見て新しん之の助すけは感心してしまう。なんというか、ふくろうは人の使い方がうまい。やんわりと窘めたあとには名誉挽ばん回かいの機会を与える。まだ若いのに、えらく世慣れている。なんとも得体の知れない男だ。


    「新之助、行こっ！」


    　ましろは新之助の手をくいっと掴つかむと問答無用で駆け出していく。いきなり全力疾走の構えだ。


    「ちょ、ちょっと落ち着けっ！」


    　走る二人のあとを追いながらふくろうが呟つぶやく。


    「金きん眼げん白はく髪はつ双そう尾びの化ばけ猫ねこに銀ぎん眼げん黒こく髪はつ一いち尾びの犬いぬ神がみ。そして、大おお久く保ぼ新之助、か……」


    



    　雲は切れ切れになり、天には月が煌こう々こうと照っている。虫の声を聞きながら、歩を進める。城下へと続く道には三人の影だけが伸びている。


    「へぇ、するってぇとましろちゃんは化け猫なんですかい？」


    　ふくろうは目を丸くしてましろのピンと立った耳をしげしげと眺める。


    「ああ。昔うちで飼ってたんだ。それが化けたからあやかしも祓はらえるし、五間の距離を跳んだりできるってわけだ。謎なぞが解けたな」


    　新之助は道すがらさっきの経緯を説明する。ましろのことはもちろん、あの黒い少女のことについても触れる。


    「犬神、ねぇ」


    「うん、犬神。それもとびきり強い」


    　ましろの顔はぐっと険しいものになる。ついさっきまで戦っていた相手のことを話しているのだから険しくもなる。ましてや、軽傷とはいえ、手傷を負わされたのだ。


    「そういや、銀ぎん眼げんがどうのって言ってたアレってなんなんだ？」


    　新しん之の助すけの質問に、ましろは難しい顔をしてから説明する。


    「うーん、位って言えばいいのかなぁ。名前が偉そうなほど強いって感じ？　その辺のあやかしにはちゃんとした名前なんかは付かないんだよ。あの子は銀眼黒こく髪はつ一いち尾びの犬いぬ神がみって言ってたから、かなり高位の犬神だね」


    「そのあたりは人間も一緒ですな。征せい夷い大たい将しよう軍ぐんだの中ちゆう納な言ごんだの上かず総さの介すけだのと、何やってるかわからなくても力があることだけはわかるってぇ仕組みです」


    　ま、あやかしも人もたいして変わりゃしません、などとふくろうは権威というものを馬ば鹿かにしたように笑って言った。それには新之助も同意せざるを得ない。総じて権威などというものはくだらないものだ。


    「そういや、ましろちゃんの位はどうなんです？」


    「ましろは金きん眼げん白はく髪はつ双そう尾びの化ばけ猫ねこだよ。稲いな葉ば山じゃあ一番強いんだからっ！」


    　ましろは自慢げに言う。


    「稲葉山ってどこだよ……。あ、美み濃のにあるやつか？　でも、猫っていうより蛇の総本山って感じだけどな」


    　新之助の頭には乱世の時代の名城の姿が浮かんでいる。美濃のまむしとあだ名された戦国武将が居城としていたのが稲葉山城である。


    「みの？　へび？　ましろ、難しいことはわかんないよぉ」


    　ましろは初めて聞く情報に頭を抱える。ましろにとっては山やま手ての近辺が自分の世界で、離れた土地のことなど、ほとんどわからないようだ。


    「新之助さん、猫ってな山に集まるんですよ。その山、ほんとに山かどうかはわかりやせんが、浮世とは違うところなんでしょ。猫がいなくなったら山に行ったってことで、去いなば山、稲葉山ってぇことです」


    「へぇ……」


    　死期の近づいた猫は飼い主の元から姿を消し、山へと向かうという。稲葉山だけでなく、猫が集つどうと言われている御山は多々ある。このような現実世界と位相を異にする空間は多い。隠れ里や桃源郷、竜宮城なども似通った存在だろう。


    「山に行ってどうすんだ？」


    「え？　えぇっと、修行とか奉公……あとは、温泉入ったりしてるよ？」


    「温泉……贅ぜい沢たくだなおい」


    　新之助は温泉など久しく入っていない。田舎武家の次男坊に、そんな金は無い。


    「修行や奉公をすると、位が上がるの。ましろは一度しか行ったことないから他ほかに何するかわかんないけど……」


    「一度？　一度っき行ってないのに、金きん眼げん白はく髪はつの位をもらってるんですかい？」


    　ふくろうは愕がく然ぜんとした顔で聞いた。それは信じられないといった顔だ。それこそ、まさしく化け物を見たような表情。


    「え？　……うん、そうだけど」


    「なんかおかしいのか？」


    　二人はふくろうの顔を同時に見て小首を捻ひねる。いつも飄ひよう々ひようとしているふくろうがこんな反応をするのは珍しい。


    「金眼白髪ってのは最高位に近いですよ。あの玉たま藻も御ご前ぜんの位階が金こん毛もう白はく面めん九きゆう尾びの妖よう狐こなんです。それになぞらえてるんだからその辺の化け猫とは格が違うっ！」


    　平安の頃ころ、時の帝みかどの寵ちよう愛あいを受けた玉藻御前の正体は傾国の妖よう怪かい、九きゆう尾びの狐きつねだった。金毛白面九尾妖狐は当時の陰おん陽みよう師じに追われ、都を逃のがれた先で殺され殺せつ生しよう石せきに姿を変え、災いをなした。力の強大さはあやかしの中でも随一と言っていい。その伝説の妖怪の名に由来する位をただ一度の修行で手にしたましろは拝み屋のふくろうからすれば恐ろしい存在だろう。


    「じゃあ、ましろってすげー強いんだな」


    　新しん之の助すけが感心するように言った。


    「……それでも、あの子には勝てなかったよ」


    　ましろは唇くちびるをきっと噛かむ。黒い少女、犬神を相手にしたときの感触がぞわっと蘇よみがえる。周囲のものを無尽蔵に飲み込んでいく際限ない殺気。あの時、殺されなかったのが不思議なほどだ。ましろが相手に与えたのはかすり傷程度、かたやこちらは血を吐くほどの衝撃を受けた。


    　あの一瞬、ましろは相手の首を刈りに行った。ましろのほうが速度は上だった。確実に捉とらえ、そして、爪つめをかけた。だが、捉えてもなお、それを跳ね除のける力があった。


    　敏びん捷しようさにかけてはましろが僅わずかに上回るものの、突破力、破壊力では大きく引けをとる。ぎりぎりで身体からだを逸そらしたから、内臓を傷いためる程度で済んだのだ。あの判断がなければ、ここでこうしていられなかっただろう。おそらく、新之助もろとも惨殺されていた。


    　そして、気づいた。


    「新之助。なんで新之助は無事だったんだろ？」


    　そうなのだ。黒い少女は確実に新之助の存在に気づいていた。なのに、まるで相手にせず、その場を立ち去った。むしろ、新之助がいたから立ち去ったのではないかとすら思える。


    「へ？　い、いや、なんだろうな……。なんかつまらなそうな顔してたからなぁ。邪魔が入ったってことじゃないのか？」


    「う～ん……」


    　ましろは合点がいかないといった表情で首を捻ひねる。


    　命を狙ねらわれているのは新之助だ。件くだんの暗殺者たちもそのために差し向けられていたし、蚊か帳や吊つり狸たぬきの竹たけ千ち代よを呪じゆ法ほうで括くくってまで利用した。なのに、新之助をわざわざ見逃すようなことをするだろうか。


    「まぁ、その辺のことはおいおい考えましょうや」


    　ぐるぐると空転する思考を、ふくろうの言葉がすぱっと断ち切る。


    　じきに山やま手て城下に着く。そこから木き屋や町まちのほうへ抜けていけば新しん之の助すけの家がある。一年ぶりの帰宅だ。


    　家が近づくにつれ、新之助は家族の心配はもとより、この怪しげな連れをどう説明したらいいのかも心配になっていた。


    



    　山手城に月光が差している。


    　山手藩は石高一万五千石の小藩である。一万五千石といえば、通例、城を持つことはせず、陣屋と呼ばれる居きよ館かんを構えている。だが、藩に伝わる伝説では、山手藩は成立当初に時の藩主に功あって、特別に許されているらしい。


    　その伝説の中身は隠いん匿とくされており、詳細は不明だ。町の古老が語るには呪じゆ詛そで悩まされていた大御所を救ったというが、史料が残されていないので真偽は定かではない。妖よう異いの類たぐいを祓はらったことで家運を開いたというのは名誉なことではないから、隠されても無理はなかろう。


    　元来、山手藩主の日ひ暮ぐれ家はあやかしとの縁が深い。日暮家は元を正せば小勢力でしかなく、地方豪族の頭目でしかなかった。乱世の折、家か督とくを継いだ者が凡庸であったため、家中の実権は家老で大豪族の大おお崎さき家に移ることとなった。だが、その大崎氏を誅ちゆう滅めつせしめたのが妖よう狐こであったという。狐きつねは日暮家が守り神として奉たてまつっている稲荷いなり大だい明みよう神じんの使いであったとされ、そのおかげで日暮家は盛り返した。そうした過去の言い伝えからか、山手の人々は信心深い。


    　ちなみに、新之助の修めた大崎夢む想そう流りゆうはこの家老大崎氏が開祖である。その後、大崎氏は血脈が途絶えたが、剣だけは伝わっている。


    　三人は提ちよう灯ちんに灯ひを入れて木屋町を歩く。


    「なかなか栄えたとこじゃあないですか」


    　ふくろうは社交辞令を述べる。が、江え戸どで暮らしている新之助からすれば嫌味でしかない。


    「バカ言え。すっげー寂れてるだろうが。お前の目は節穴か」


    　新之助はけっと悪態をつく。花のお江戸に比べれば雲うん泥でいの差だ。江戸は八はつ百ぴやく八や町ちようと呼ばれるほどだが、山手は六十五か村に城下周りの八つ町があるだけだ。その町も色町なんて洒しや落れたものはなく、田舎臭さこのうえない、うらぶれた町並みが続くだけだ。


    「新之助、こっちこっち！」


    　ましろが袖そでをくいくいと引っ張る。どうやら、暗さで道を一本外れかけていたらしい。この町はましろにとっても故郷と呼べる場所だ。地理には明るい。


    「ああ、やっと着いた」


    　ふへぇーっと溜ため息いきが出る。


    　大おお久く保ぼ家は、長屋門である。むかって左が母おも屋や、右が老僕や下女が住む長屋。門扉はいつ張り替えたのか新しい杉板でできている。いつもなら開門は一いち番ばん鶏どりが鳴くとき、閉じるのは日暮れ前だ。だが、今はそんな悠長なことを言っていられないので、勝手口へと回り込む。


    「御免」


    　そう呼ばわって戸を叩たたいた。山やま手てには施せ錠じようする習慣はない。表の門こそ閂かんぬきをかけているが、勝手口はいつでも開いている。


    　みな寝静まっているのか、邸内はしんとしていた。さてどうするかと思ったところで、戸の向こうに人の気配を感じた。


    「何者だ？」


    　声と一緒に刀の鯉こい口ぐちを切る音がした。よほど神経質になっているのか、声こわ音ねには警戒の色がありありと見える。


    「新しん之の助すけだよ。ただいま、兄貴」


    「…………」


    　新之助が声をかけると、戸がゆっくりと開き、そこから疲れた顔の男が顔を出した。線の細い優しげな男はぽかんと口を開けて新之助を呆ぼう然ぜんと見ている。


    「し、新之助っ！　元気だったかっ！」


    　そのまま、新之助に歩み寄り、背中をそっと叩たたく。だが、もう片方の手には刀が握られたままなので新之助は至し極ごく落ち着かない。その視線に気づいたのか、兄は刀を納めた。


    「紹介しておくよ。兄の久ひさ磨まだ。こっちはましろとふくろう」


    「む……。お初にお目にかかる」


    　言葉遣いこそ丁てい寧ねいだが、久磨は警戒心丸出しで二人をじろじろと眺める。その反応は当然といっていいだろう。なんせ、一目では何をしている人間か見当がつかない大男と、髪も服も肌もまっしろな幼さの残る少女。田舎では見かけない人種だ。


    「いやぁ、どうもはじめまして。あっしは八はつ丁ちよう堀ぼりのふくろうってぇ拝み屋です。道中では新之助さんにえらくお世話になりやした。そのうえ、今日は泊めていただけるとか。それにしても、あっしみたいな人間にも優しくしてくれるなんざ、新之助さんは素晴らしいお人ですねぇ。これもひとえにお兄様の背中を見て育ってきたからでしょう。ぜひとも、お兄さんにはお会いして男とはなんぞやということをお聞きしたかったんですよ」


    　ふくろうは一気にまくし立て、久磨に口を挟む機会を与えない。その勢いに当てられたのか、それともふくろうのおべっかに気を良くしたのか、久磨も、そうですかぁー、いやぁーなどと照れながら頭をぽりぽり掻かいている。


    　それにしても、恐るべきはふくろうの如じよ才さいのなさだ。新之助にはなんの相談もなく、勝手に泊まることになっている。


    「お世話になります」


    　ましろもましろで便乗してぺこりと頭を下げて早くも家に上がりこんでいる。新しん之の助すけは今更ながらに、この二人を連れてきたことを後悔していた。


    　ともあれ、いつまでも勝手口でぐだぐだしているわけにもいかないので、居間へと場所を移す。三人を居間へ通すと久ひさ磨まはいそいそと姿を消した。


    「いやぁ、久磨さんっていい人ですねぇ」


    「都合がいい人、に訂正しておけ」


    　朗ほがらかに笑うふくろうにぴしゃりと新之助は言う。


    　床の間には薄すすきが飾られていて、ましろはそれを振り回して遊んでいる。と、その床の間をじっと見てからふくろうは言う。


    「大おお久く保ぼ家ってななかなか大きなお家みたいですね」


    「ん～、どうだろうな。親父おやじは中老、兄貴は若様の側そば仕づかえを務めてる。二人も働いてりゃこんなもんじゃねぇのか」


    「あれ？　お父様はご隠居なされてないんで？」


    　長男が城勤めに上がっていれば、それは家か督とくそのものを相続させたことを意味する場合が多い。そうなると、父親は大概引っ込んでいるものだ。


    　だが、現在の山やま手て藩ではそうではない。


    「ああ、今の筆頭家老、田た町まち意おき次つぐのお達しでな。仕事ができる奴やつは死ぬまで働けって方針だ」


    「へぇ……」


    　ふくろうは興味深そうに目を細める。


    「新之助。人様に家の事情などお話しするものではない。それと田町様と敬称をつけろ」


    　厳いかつい声が新之助の頭上に降りかかる。見ると中年の古武士然とした男が立っていた。


    「親父……」


    「大久保元げん之の丞じようと申します。道中は愚息が面倒をおかけした。夜分の訪問ゆえ、お構いできぬが、ゆっくりされていかれよ」


    　言葉遣いこそ武家の丁てい寧ねいなものだが、その裏にはふくろうたちを軽侮したような響きがある。むしろ、距離感を与えるためにあえて、堅い言葉を選んでいるのだろう。


    　その威圧感に臆おくしたのか、ましろはしっかりと正座して、不安げに新之助の顔を見ている。ふくろうはといえば、涼やかな笑みを湛たたえて堂々としていた。


    「私は熊くま野の修験者ふくろうと申します。夜分に参りましたこと、平ひらにご容赦ください。ですが、火急の用件が御座いまして馳はせ参じました。大久保様、御おん身みに危難が迫っております」


    　その穏やかではない言葉に元之丞は眉まゆ根ねをぴくっと上げる。その普段とはまったく違う口調に新之助とましろはぽかんと口を開けている。この男は一体、何者か。辿たどる経緯は違っても、至る結論は一緒だった。


    「どういう意味ですかな？」


    　元げん之の丞じようはふくろうの正面に座り、射抜くような眼がん光こうでひたと見据えた。疑念の色がありありと見えている。だが、ふくろうは余裕ありげに咳せき払ばらいを一つしてから答えた。


    「道中、新しん之の助すけ様が刺客に襲われました。相手はかなりの手て練だれでしたが、新之助様の水際立った剣技で撃退いたしました。新之助様はご家族を心配されて夜通し駆けていらっしゃったのです」


    　元之丞はその言葉を黙然と聞き、そして、しばし考えてから口を開いた。


    「……左様か。その件に関しては大目付を通して調査いたそう。今日のところは休まれよ。後日、また詳しい話をお聞かせ願おうか」


    　それだけ言うと、元之丞はさっと立って部屋から出て行ってしまった。新之助には目もくれない。


    　ましろはむぅっと頬ほおを膨ふくらます。


    「あの人、嫌い。新之助は危ない目にあってるのに、それでも、頑張ってここまで来たのに、なんにも言わないなんて、なんなのよーっ！」


    「まぁ、親父おやじは昔からあんなんだからなぁ」


    　新之助は苦笑する。もともと父親に優しい言葉をかけてもらおうとは思っていない。かけてもらったところで、それを素直に喜ぶことはできないだろう。それをしてもらいたかった時期はとうの昔に過ぎてしまっているのだ。それより、ましろが気にかけてくれていることのほうが嬉うれしかった。


    「新之助さん、恵まれない少年時代を過ごしてたんですねぇ……。なんなら、あっしのことを父上って呼んで甘えてくれてもいいんですぜ？」


    「黙れ」


    　新之助は一いつ喝かつする。ふくろうは元之丞が去ると同時に、いつもの調子に戻っていた。相手に合わせて態度をころころ変えるのがこの男の処世術なのだろう。その変幻自在ぶりは見事と言うほかない。


    「さ、とにかく今日はもう寝ちまおう。長屋が空いてるはずだから案内するよ」


    　新之助はそのまま二人を長屋へ連れて行く。ましろには角部屋を、ふくろうには対極の角部屋をあてがって、布団を出してやったりひとしきり世話を焼いてから、かつての自室に戻る。


    　文ふ机づくえや行あん灯どん、書物の束に行こう李りの山。ほとんど物置と化していて、黴かび臭くさい匂においが立ち込めている。それでも、江え戸どの住まいよりは幾分ましな環境だ。湿っぽい布団を引っ張り出して包くるまると、新之助は疲れが出たのか、すっと眠りに落ちていった。
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    参　勘定間諜　　business_and_tactics


    



    　悪夢を見ていた。


    　身体からだはまるで動かず、じりじりと汗が出てくる。ずっしりと重いものが乗っかっているのがわかる。


    　声が聞こえてくる。いや、違う、これは風の音だと言い聞かせ、また眠りに落ちていこうとする。だが、腹にずしっと来る重圧が夢から現うつつへと引き戻す。


    　小さい頃ころにもこんなことがあった。自室で寝ていると決まって訪れる。その影は常に実体を持って新しん之の助すけに圧のし掛かってくる。手足を動かそうとしても力が入らず、声を上げようとしても口が開かない。開いていないはずの瞳ひとみはなぜか暗い天井を映していた。


    　剣を習ってからはそんなことは起きていなかった。丹たん田でんに力を入れることができるようになったからだ、と師は言っていた。


    『新之助、あやかしと出会ったときは丹田に力を込めろ。全身の気力を研ぎ澄ますのだ。細く、硬く。石を穿うがつ雨垂れの如ごとく。さすれば、自おのずと剣気生じ、破は邪じや顕けん正しようの力となる』


    　剣を習い始めた頃の師の教えが、頭の中で蘇よみがえる。久しく忘れていた。なぜ忘れてしまっていたのか。それはきっと必要としなくなるくらいに強くなったと思っていたからだろう。


    　けれど、こうして正体不明の影に悩まされているところをみると、自分は強くなってなどいないのだ、と自じ嘲ちようする。


    　ふっと総そう身みに力を込めた。虚栄も慢心も振り払うように。かっと身体が熱くなって新之助は飛び起きた。


    「ふみゃっ！」


    　そして、一気に脱力する。


    「ましろ……何してんだ」


    　ふみーと目を擦こすってから、ましろは大きく欠伸あくびをした。


    「んーっ。あ、新之助。おはよ」


    「おはよ。っじゃねぇよっ！　何してんだお前はっ！」


    「ひぇ？　えっと、久しぶりに新之助と寝てみたり？」


    「だめっ！　絶対っ！　何考えてんだお前は！」


    　新之助はくわーっと火の出るような勢いで猛抗議する。けれど、ましろはへへへぇと不可思議に能天気な笑顔を浮かべている。それを見て、ましろは何も考えていないのだと新之助は悟った。


    「なんか懐かしくってさぁ」


    「久しぶりとか懐かしいとか言い訳無用っ！　――――ってお前、猫時代もこんなことやってたのか？」


    「うん。新之助、お寝坊さんだから気づいてなかったのかな？」


    　新之助は口をあんぐりあけたまましばし放心している。状況があまりにも理解不能で、動揺のあまり脳髄を雷が駆け巡っていた。


    　だが、泣きっ面に蜂はちとも言うべき事態が差し迫っていた。


    「あれれ、昨日はお楽しみだったんですかい？」


    　にやにや笑いのふくろうが縁側から声をかける。


    「もっぺん眠らすぞ、てめぇっ！」


    



    　どたばたと朝の運動にも似た殺気溢あふれる鬼ごっこのあと、大おお久く保ぼ家は朝あさ餉げの時間を迎えていた。新しん之の助すけとふくろうは庭中を走り回ってちょうど腹がこなれているため、よく食べる。麦飯を軽く一膳平らげたあと、すっと空の茶ちや碗わんを差し出した。


    　それを新之助の母、貴き恵えが嬉うれしそうに受け取って、山盛りにして渡してくれる。


    「やっぱり男の子はこれくらい元気でなきゃね」


    「いえいえ、美人と一緒だとご飯がうまいってことですよ」


    　ふくろうは調子のいいことを言いながら、漬物をぽりぽりと齧かじる。元げん之の丞じようと久ひさ磨まは朝早くから出かけたらしく、この場にはいない。


    「お袋。ふくろうはもう男の子って歳としじゃねぇ。立派なおっさんだ」


    「おっさ…なんっつーこと言うんですか、あんたは」


    　二人のやりとりを貴恵はくすくすと微笑ほほえみながら見守っている。


    　貴恵は新之助の実母だ。したがって、新之助の不遇な幼少時代を痛いほど知っている。その新之助がこうして仲間を連れてくることが嬉しくてならないのかもしれない。


    　しかし、それ以上に新之助が女の子を家に連れてきたことに感動している様子だ。そのせいかやけにましろの世話を焼きたがる。


    「ましろちゃん、お代わりは？　よかったら干物も食べる？」


    「ほんとに？　ありがとー、お母さん」


    　からん、と貴恵がしゃもじを落とした。それから袖そでを目じりに持っていき、おおいおいと声を上げて泣く。


    「もう一回、もう一回呼んでっ！」


    「ひぇ？　お、お母さん？」


    「ああっ！　なんていい響きっ！　こんな娘が欲しかったっ！」


    　そして、がばっとましろを抱きしめる。あんまりぎゅーっとやるものだから、ましろは苦しそうだ。だが、貴恵はそんなことはまったく気にしていない。


    「どうして新之助さんがこうも歪ゆがんでるのかわかった気がしやすね」


    　ふくろうは納得したような顔つきで貴恵と新之助を交互に見る。


    「どういう意味だ、こら……。ま、まあ、お袋はちょっと変わってるかもしんないが、うちは男兄弟だからな。女の子が家にいるのが嬉しいんだろ」


    　新しん之の助すけは母の奇行を好意的に分析する。それもあながち間違いではないようで、さっきからましろにかかりっきりだ。ましろのほうも貴き恵えに懐なついていて素直だ。その態度と可愛かわいらしい容姿がさらに貴恵を心地よくさせる。


    「でもね、ましろちゃん。お母さん、よりお義か母あさん、のほうが嬉しいなぁ」


    　思わず新之助はぶふーっと米粒を吐き出す。それがふくろうの顔にばっちり当たり、ふくろうは顔をしかめた。


    「きたなっ！　何すんですか、もう」


    　げほげほと咳せき込んでから、新之助はぐいっと勢いよく番茶を飲み干すと、そそくさと席を立つ。これ以上貴恵の近くにいると余計なことを言われそうだ。


    「ごっそさん」


    「はい、お粗末さまでした。あ、そうそうっ！　新之助さん、帰藩の挨あい拶さつをしにいきなさいって父上が」


    「あー、わかってるわかってる」


    　新之助は面倒くさそうに手をひらひらとさせて、部屋を出ようとする。ふくろうもバカ丁てい寧ねいに馳ち走そうになった礼を述べると新之助に続く。ましろはいまだ貴恵に捕まったままだが、眼めをうるうるさせて解放を懇願しつつ、一瞬の油断を突いてするっと抜け出した。


    　手早く準備を済ませてから門を抜ける。


    　木き屋や町まち筋を通って、山やま手て城へと続く坂道をだらだらと登っていく。城勤めの連中はすでに登城しているのか、道行く人々に侍の姿は無い。


    　呉服屋、八百屋、一銭飯屋が軒を連ねていて、どこもかしこも暇そうに暖簾のれんの前で立ち話をしている。


    　だが、新之助が店先を通ると、一瞬口をつぐんで、声を低くした。


    「あれ……」


    「帰ってきなすった……」


    　軒に出ていた人々は新之助から目を逸そらし、店の入り口を守るように立ちはだかる。中にはあからさまにぴしゃりと戸を閉める者もいる。新之助を視界に入れることすら厭いとうように下を向き、通り過ぎた頃ころにその背中を冷たく見つめる。


    　じっとりとした視線を向けられ、ふくろうとましろは居心地が悪い。でも、新之助は気にするそぶりもなく、黙々と歩き続ける。


    　その異様な雰囲気に、ふくろうはきょろきょろと村人の様子を観察する。それを見ると、人々は顔を下に向け黙りこんでしまう。


    「新之助さん、嫌われてるみたいですねぇ……」


    　ふくろうが思いっきり同情をこめて言う。が、新之助はからからと笑いながら答えた。


    「なぁに、慣れたもんさ。それに昔に比べたらマシなもんだぜ？」


    　新しん之の助すけは共同体における異端だった。死人を見分け、あらぬ方向を見つめ、不吉なことを口走る。それだけなら子供の戯ざれ言ごとと笑っていればいいが、言葉どおりに人が死に、ことごとく不幸が起こる。その予言に街も城も大人も子供も戦せん慄りつした。村人たちは殴ることも蹴けることもせず、ひたすらに冷たい視線で物言わぬ抗議をした。常に怯おびえた目つきで監視し続けた。


    　新之助はこの山やま手ての空気が嫌いだった。江え戸どに出てからはさらにそれを強く感じていた。


    　そんな空気を察してか、ふくろうが茶目っ気たっぷりに言う。


    「大変だったんですねぇ。でも、安心してください。あっしらはもう仲良しさんですからね」


    「そうだな、犬と猿程度には仲良しさんだな」


    　軽口を叩たたき合う二人と対照的にましろの表情は浮かない。


    「ましろ、どうした？」


    　怪け訝げんに思って新之助が声をかける。ましろはそれに力なく微笑ほほえんだ。


    「ううん、なんでもないよ」


    「そうか？」


    　新之助はましろの反応をさらに不思議に思ってもう少し声をかけようとしたが、ましろはてててっと走り出した。


    　それから元気な声で大げさにはしゃぐ。


    「ほら、新之助っ！　お城だよ、お城っ！」


    「へぇ。小さい藩にしちゃ頑張ってますねぇ」


    　褒ほめてるのか貶けなしてるのかいまいちわからない感想をふくろうは漏もらす。こんな小さな城、江え戸ど城に比べれば長屋と変わるまい。どころか、下手をすれば吉よし原わらの遊郭にも劣るだろう。実際、壮麗さと豪華さにおいては完敗だ。


    「あ、しまった」


    　それから、新之助は気づく。


    「お前ら、どっかそのへんで時間潰つぶしててくれ。部外者は城に入れないんだ」


    　と、新之助は説明するがそれは幾分、正確ではない。城内に部外者が入ることはできる。だが、それも尋常の人々ならばという条件がつく。ましろはどう見てもそこらの町娘だし、ふくろうにいたっては、いったいお前は何者か、というほどに怪しさ満点の風ふう貌ぼうだ。こんな連中を引き連れていけば番兵に詰問されることは想像に難くない。


    「そうですか……。そんじゃ、あの茶屋で待ってますんで手早く済ましてきてくださいよ」


    　ふくろうは新之助の意図を汲くんだのか、ましろを連れて茶屋へ入っていく。新之助は袂たもとに入っていた小銭をお茶代としてぽいと投げ渡すと早足で城へと向かう。


    



    　門番に名を告げると、城内の一室に通された。どうやら、父か兄が話を通しておいてくれたらしい。対応がかなり迅じん速そくだ。


    　通されたのは家老たちが会議に使う大広間へと続く部屋だった。通例、新しん之の助すけのような身分の者に会うのに使う場所ではない。また、藩主に会うための部屋でもない。藩主に会うならば謁えつ見けんの間に通され、一段も二段も高いところから「ご苦労」と言われてお仕舞いだ。


    　藩主は現在、参勤交代で江戸にいる。病を押して上京したため悪化し、先が長くないと言われ、臥ふせっている間の藩政は家老たちが取り仕切っている。おそらく、これから会うのもそういった家老の中の一人だろう。


    　すっと音を立てずに襖ふすまが開く。現れたのは父の元げん之の丞じようだった。


    「親父おやじ？」


    　むすっとした父の後ろには誰だれかがいる。元之丞は後ろに控える人物を先に通し、自分はそれに続いた。


    　正面に座った人物は新之助の知人だった。幼い頃ころ、同じ師のもとで剣を学んだ同門の士である渋しぶ谷やは、鼻筋の通ったなかなかいい男で、知的な眼鏡の奥、眼めを微笑に細めている。健康的な白い肌が涼やかな印象を与える。


    　元之丞は咳せき払ばらいを一つしてから新之助をじろっと見た。


    「お前も知ってのとおり、こちらは次席家老の渋谷清せい十じゆう郎ろう様だ。失礼のないようにな」


    　渋谷はにこっと笑ってから軽く頭を下げる。それに合わせて新之助も頭を下げた。


    「お久しぶりですね、新之助殿。此この度たびの江え戸ど留学、まことにご苦労でした。なんでも、江戸の道場では有望株だとか」


    「そいつはどーも。渋谷さんもえらく出世しましたね」


    　新之助の言葉に渋谷は苦笑する。その横では元之丞が苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をして新之助を睨にらみつけていた。


    「私も驚いているのですよ。師のお引き立てとはいえ、家禄も実績も無い私には少々荷が重い、というのが正直なところです」


    　渋谷は柔和に笑って言った。実際、山やま手て藩では権力ある地位に着くには、代々高禄の家に生まれるか、よほど目覚ましい活躍をしない限りは難しい。新之助の記憶が正しければ渋谷家は要職につけるような家柄ではなかったはずだ。


    「そういや、師匠はお元気ですか？」


    　二人の剣の師、日ひ暮ぐれ上うえ郷さとは藩主の弟に当たる人物で、現在は千石を与えられて山手の西回りに居を構えている。次期藩主との呼び声も高い英明で知られる人物だ。渋谷は彼の代行という意味合いも兼ねて藩首脳部にいるのだろう。


    「最近はあまりご体調が優れませんで、私がお世話させていただいております。常々、政まつりごとについてお心を痛めておいですよ」


    　ふぅっと渋谷が溜ため息いきをついた。新之助はあまりピンときていない。政治には興味がないし、しばらく江戸にいたのだ。それを補うように元之丞が話す。


    「近年、我が藩が凶作に見舞われていることは知っておろう。長雨が続き、あまり日が照らぬから穂ほ孕ばらみが遅れている。そのため、百姓たちは飢えている。冬など寒さと飢えで死者が出ているほどだ。それを助けるために藩は上方から米を買い入れ、財政は一気に逼ひつ迫ぱくした」


    　元げん之の丞じようは農政が得意分野であり、専門的な知識も豊富だ。


    「これを解決するには農政改革をせねばならん。城下の商人から金を借り、それを元手に疲ひ弊へいした農村にてこ入れをするのだ」


    　元之丞は言う。だが、それには高い障壁がある。


    　まず、経済母体としての藩財政が困こん窮きゆうしている以上、その城下の商人たちも金回りはよくない。そんな中で、いつ返してもらえるかわからない金を貸すのは無謀だろう。侍は権威を盾にして、平気で借金を踏み倒すというのが商人の間では通説だ。


    　富商たちはこれまでにも結構な額を藩に貸している。さらに、江え戸どの物価高こう騰とうの煽あおりを受けて、周辺諸藩でも諸式高が続いている。当然、商人たちもそのことを知っているから、利率の面でも折り合いがつかない。


    　藩でも倹約令を出し、緊縮財政を図はかっているが対症療法でしかなく、効果も上がっていない。もはや、多額の資金投下による農政の建て直しをしなければ藩は潰つぶれてしまうのだ。


    「そこを狙ねらわれました」


    　渋しぶ谷やが苦々しげに言う。


    「田た町まち意おき次つぐ様だ。田町様は外部の回かい漕そう問屋高たか田だ屋やを呼び込み、高額の借金を申し込んだ。そこまではいい。先立つものが無ければどうにもならん。だが、同時に今までの借金も高田屋に借り替えた。それも利率を高利にしてな。おそらくはこれが借金の条件なのだろう」


    「そこから、田町殿の専せん横おうが始まりました。田町殿は藩内の漆うるし、蝋ろう、生き糸いとの専売制を実行し、高田屋に卸している。さらに、そこからあがる利益を海運業に当て込んでいるのです。これによりさらに力をつけている。彼らは利益を独占し、藩を食い物にしているのですよ」


    　ははぁと新しん之の助すけは納得した。田町は高田屋と結託し、私腹を肥やしているのだろう。


    　だが、新之助には一つ引っかかる点があった。


    　確かに、田町の行動は独断専行と言われても仕方がないのかもしれない。それでも、彼の交渉によって資金調達ができたことには変わりがない。それまでは城下の商人たちとの交渉もままならなかったのだ。ならば、田町の決断は英断と言ってもいいのではないだろうか。


    「でも、悪いことばっかりじゃないんでしょ？　実際、財政は立て直りそうなんだし」


    「お前はっ！　何もわかっておらんくせに口を挟むなっ！」


    　元之丞が一いつ喝かつする。じゃあ、最初から話すなよ、と新之助はカチンと来る。が、渋谷はそれをまぁまぁと制してから新之助の瞳ひとみをじっと見る。


    「今やこの国は安あん寧ねいではありません。蝦え夷ぞ地ちや奥おう羽うのほうでは夷い狄てきの船が出没しているといいます。いずれ、この国に大きな変化が起こるはずです。そのときに疲弊しきった民力ではどうすることもできない。今こそ農耕に力を入れ、蓄えるべきときなのです。それを田た町まち殿は、私欲のために藩外の勢力を引き入れている。その上、賄わい賂ろを受け取るなど言語道断。我々はそれに抗するために密ひそかに準備し始めています。新しん之の助すけ殿が狙ねらわれたのも、私たちと同じ大おお崎さき夢む想そう流りゆうだからでしょう。剣の繋つながりから、新之助殿が私たちと手を組むのを恐れているのです」


    　渋しぶ谷やは淡々と語る。師匠である上うえ郷さとが田町と敵対しているのならば、新之助を消しにかかるのも頷うなずける。師弟の絆きずなは軽く見られるものではない。まして、藩内最強とも目される大崎夢想流の使い手が集結するとなれば田町にとって障害となるのは想像に難くない。


    　新之助は改めて渋谷を見た。


    　昨今、外国の船が日本の近くに多く出没しているのは、江え戸どでも知識階級にある者くらいしか知らないことなのだ。それを小藩の次席家老くらいが知っているなどという事態はちょっと異常だ。大藩ならいざ知らず山やま手てと同等の小藩であれば誰だれも知らない情報だろう。おそらく、渋谷は剣術だけでなく政治に関しても上郷から教えを受けているのだろう。


    　新之助のように江戸で暮らす者にとっては山手など、ど田舎と言っていい。


    　その中で、渋谷のような広い見識を聞かされれば目から鱗うろこだろう。


    　元げん之の丞じようもその一人のようで、この若者に心酔し、期待している様子だ。しかし、江戸で過ごした新之助にとってはさほど新鮮でもない。だから、余計不思議に思う。彼らは自分にこんな話をしてどういうつもりなのだろう。


    「そこで、あなたにお願いがあります」


    　渋谷がすいっと膝ひざを進めてきた。


    「田町殿のもとへ潜入して、彼を斬きっていただきたい」


    　この突然の申し出に新之助は声が出ない。こいつは何を言っとるんだ、と呆ぼう然ぜんと渋谷を見る。それは元之丞も同じようで目を丸くしている。おそらく、今初めて聞かされたのだろう。


    「し、渋谷様っ！　それは……」


    「新之助殿、我らが師、上郷様、ひいては大崎夢想流の危機でもあるのです。あなたが狙われたように、いつ我々が斬られてもおかしくない。新之助殿の技量は私も上郷様もよく存じています。同門のよしみで、我々を救ってはいただけないでしょうか」


    　渋谷はがっと新之助の手を取った。眼めには涙が浮かんでいる。そのあまりに必死な有様に圧倒されてしまう。渋谷の汗ばんだ手が熱意と焦燥を感じさせた。


    「え、ええっと……、まぁ、考えておきます」


    「ああっ！　ありがとうっ！」


    　まだ了承していないのに、渋谷は感謝の言葉を連発する。それに困って元之丞のほうに眼をやると元之丞はあんぐりと口を開け呆然としたままだった。


    



    　新之助は部屋を辞して、下城しようとしていた。


    　去り際に父の言った言葉がよぎる。


    「暗殺か……。お前のような未熟者に務まるようなお役目ではないぞ。儂わしのほうからお断りしておく。お前はおとなしくしていろ」


    　父の新しん之の助すけに対する物言いには腹が立つ。だが、これは新之助にとって好機と言えた。田た町まちが新之助暗殺の差し金であるなら、これは自衛にも当たる。災厄は元凶から絶たねばならないのだ。


    　城から出て茶屋へ向かうと、そこには意外な人物がいた。


    「兄貴、何してんだこんなとこで」


    「しんのすけ……。ひどい話だよなぁ……。俺おれだって頑張ってるのにさぁ」


    　えぐっえぐっとべそをかきながら新之助にしなだれかかってくる。どうやら酒を飲んでいるらしい。


    「いいから離れろバカ兄貴っ！」


    　新之助は久ひさ磨まをぐいっと押しのけて椅い子すに座る。久磨はおいおい泣きながらも存外素直に場所を譲ってくれた。


    「新之助、おそいよー」


    　ましろはご機嫌斜めでぶすっとしている。待たされている上に変な酔っ払いが近くにいれば誰だれだって不機嫌になるだろう。ふくろうはそれを宥なだめるように言う。


    「その様子じゃ面倒ごとが起きたんでしょう。新之助さんが悪いわけじゃないですよ」


    　ふくろうも多少飲んでいるのか、ほんのり顔が上気している。むしろ、新之助の直感によると、久磨に酒を飲ませたのは十中八九ふくろうだろう。だが、それは置いておくとして、今はもっと重大な件がある。


    「なんとなくだけど、俺を狙ねらった奴やつの正体が掴つかめたっぽいぞ」


    　新之助が言うと、ふくろうがきゅっと目を細めた。それから、口元に人差し指を当て、それ以上しゃべらないように注意を促す。酒が入っていても、この男に油断はない。


    「お姉さん、奥の座敷借りますぜ」


    　お姉さん、というより確実におばさんの店員に言うと、久磨を担ぎ上げてさっと移動した。ましろは不思議そうな顔をしながらもその後ろに続く。


    「さて、どういうことです？」


    　新之助は渋谷との会談の内容をかいつまんで説明する。話していい内容か判断に困ったが、一いつ切さい合がつ財さいをしゃべってしまうことにした。どうせ、今のままでは新之助にはわからないことばかりなのだ。ふくろうの意見を聞いてみたかった。


    「ふうん」


    　ふくろうは顎あごに手をやって何事か考えている。新之助も話していて気づいたが、あまりに現実味の薄い話だ。少なくとも、普通に生きていれば縁の無いことばかりだった。天下泰平の世の中で、身の回りにきな臭いことが漂うとは思っていなかった。


    「とりあえず、田た町まちって人についてもう少し調べるべきでしょうな」


    　ふくろうがそう言うと、座敷の隅で寝転がっていた久ひさ磨まがぴくんと反応した。


    「田町……。そうだよぉ、あいつだよぉ。いつも若様となんか難しい話してるし」


    「兄貴、なんか知ってるのか？」


    「田町が若様を担ぎ上げるから、俺おれと父上が別れて争わなきゃいけないんだ……。俺が若様のためにこんなに頑張っているのに、父上が渋しぶ谷や様の部下だってだけで、あのじじいは疑ってくるし……」


    　久磨はまだ酔っているのか、眼めの焦点が合っていない。さめざめと泣きながら畳にのの字を書いている。


    「お兄さんに飲ましちゃいけなかったんですかね」


    　ふくろうが呆あきれ顔で言う。新しん之の助すけは兄の存在を完全に無視することにした。


    「とにかく、一度田町について調べてみる必要があるな」


    「ええ。それと、渋谷ってのにも気をつけたほうがいいかもしれませんね」


    「なんでだ？」


    　ふくろうの言葉に新之助は聞き返す。少なくとも、今は田町のことについて考えるべきだ。渋谷は同門で幼い頃ころからの知り合いでもある。今回は情報提供者として絡んではいるものの、それ以上の重要性は持っていないように新之助には感じられる。


    「同門だってだけで、帰ってきたばかりの新之助さんに暗殺命じるなんざ、まともじゃないでしょ。唐突すぎらぁ。それに、病気の藩主に跡継ぎ候補が二人。若様には田町、藩主の弟、上うえ郷さとには渋谷がついて、睨にらみ合ってるみたいですしね」


    　そこまで聞いてから新之助にもふくろうの真意が読めた。


    「お家騒動か」


    「ご明察」


    　ふくろうはぱちんと指を鳴らす。それにましろが反応して奇術を見たように、おおっ！　と反応する。ふくろうはもう一度やってみせ、ましろに指の鳴らし方を伝授し始めた。


    　それをよそに新之助は考える。


    　二人の家老の背後関係。筆頭家老田町意おき次つぐは藩主の息子むすこ、日ひ暮ぐれ理り輔すけと親密であるらしい。かたや、次席家老の渋谷清せい十じゆう郎ろうは藩主の弟で、新之助の剣の師匠、日暮上うえ郷さととの繋つながりが強い。見方を変えれば、病弱な藩主の後を弟と息子のどちらが継ぐかという継けい嗣し問題でもあるのだ。


    　ふくろうを真ま似ねして指を鳴らそうとしたましろの指がぺにょっと鳴る。ぺにょぱにょかすっ。その音で新之助の思考は途切れる。


    「うぅ、うまくいかない……」


    「だぁ、とろくせぇっ！　こうだっ！」


    　新しん之の助すけはましろの手を掴つかんで、基本の形を指導する。左手を軽く握る。そのときに握りこまずに空間を空けておくことが肝要だ。それから親指と中指をあわせ、人差し指は浮かせておく。親指と中指にだけ力を込め、あとは力を入れない。指を弾はじくときは手の中の空間に反響するように気をつけてやる。


    　その教えをほうほうと聞くと、ましろの指はぱちんと鳴った。


    「おぉ～、すごいっ！」


    　ましろははしゃいでぱちぱちと遊んでいる。それを笑いながらふくろうは見ている。が、急にその顔が険しくなった。


    「クダか……」


    「へ？」


    　新之助が聞き返そうとするまえにふくろうは言った。


    「ましろちゃん、気づいてやすか？」


    「うん。だいじょぶ」


    　言ってましろはひょいっと天井に飛んだ。がたがたと天井裏が鳴り、ふみゃーとかふぎゃーとか声だけが聞こえる。埃ほこりがぱたぱたと舞い落ちてきた。


    　それから、けほけほっと咳せき込みながらましろが降りてきた。その姿はましろというよりは灰色に近い。埃ででろでろに汚れている。


    　それでも、誇らしげに手の中のものを見せてきた。


    「へへぇ、ましろの勝ちっ！」


    　その手の中には少し大きい鼠ねずみのようなものがいた。キューキュー鳴いている。


    「なんだそれ？」


    「クダですよ。クダギツネとも言われますがね」


    「狐きつねだぁ？」


    　ましろの持っている奇妙な獣は新之助の知っている狐には似ても似つかない。どう見てもネズミだ。いや、イタチかもしれない。だが、どちらとも違うようでその正体ははっきりとはわからない。


    「まぁ、クダギツネって呼んだ連中には狐に見えたんでしょ。あやかしの名前なんて適当なもんですよ。人間はわからないものに出会うと似てるものに当てはめて考えるんですから」


    　言って、ふくろうはましろからその奇妙な生き物を受け取る。


    「こいつは人の心を読んだり、天気を占ったりするんです。あとは、盗聴とかね……」


    「じゃあ……」


    「ええ。あっしらの会話を聞こうとしてたんでしょ」


    　それは新之助が警戒されていることを示している。新之助の動向を逐一監視しているのだ。


    　ふくろうは荷物から竹の水筒を取り出すとその中にクダをしまった。どうやら、そうやって収納できるものらしい。


    「いやぁ、ましろちゃんの手柄ですね」


    　ふくろうが褒ほめるとましろは得意げに指を鳴らした。


    「ふふん。ましろ、難しいことはわからないけど、あやかし相手なら役に立てるもん」


    「ああ、頼りにしてるぜ。まさか、指を鳴らすのに夢中になってるふりをして、相手の油断を誘うなんてな。なかなかいい作戦だったな」


    　新しん之の助すけが褒ほめるとましろは眼めをぱちくりさせる。


    「さ、さく？　……そ、そう、ましろの作戦勝ちだよっ！　ほんとにほんとにっ！」


    



    　家に戻ると、貴き恵えが愕がく然ぜんとした表情をした。そして、ぎゃぁぁぁっと絹を裂さくような悲鳴をあげて、がっとましろの腕を掴つかむとそのまま有無を言わさず、風ふ呂ろ場へと直行する。


    　新之助たちはそれをただ見ていることしかできなかった。


    　そして、風呂場からはみぎゃーとかふにゃーとかましろの悲鳴だけが聞こえてくる。


    　ふくろうは背中で眠りこけている久ひさ磨まをどっこいしょと降ろした。久磨はあれからずっと眠ったままだ。


    　とりあえず、兄を土間に転がしておいて、ふくろうと二人で自室へ行く。


    　今後の方針を決めておかねばならない、とふくろうに言われたからだ。


    「方針って言ってもな……」


    　新之助はごろっと寝転がって言う。正直、これからどうしたらいいかなどさっぱりだ。久しぶりに家に帰ろうとしたら、命を狙ねらわれ、どうにか戻ってきたら今度はお家騒動に巻き込まれて、暗殺命令が下った。わからないことが多すぎる。


    「まずは、田た町まちと接触するのが一番でしょう」


    　ふくろうはこともなげに言う。そこまでは新之助だって考えている。問題はいきなり乗り込んでどうするかというところだ。もし、刺客の差し金が田町ならその場で殺されてお終しまい。そのまま幕引きと相成ってしまう。


    　その点をふくろうに話すとふくろうはにやりと笑った。


    「お兄さんにお膳立てしてもらいやしょ。若様の側そば仕づかえをなさってるんでしょう？　筆頭家老とも渡りをつけられるんじゃないですか？」


    「あ、そうか」


    　そう、酔って弟に愚ぐ痴ちってそのまま眠りこけてしまうような兄でも、城では歴れつきとした侍なのだ。久磨がいつ起きるかは少し不安だが、明日にでも頼もうと新之助は決める。


    「それと、会うときはましろちゃんを連れて行ったほうがいいでしょうね」


    「ましろを？　なんで？」


    　新之助の反応にふくろうは溜ため息いきをつく。新之助は剣を握っているときは油断なく目も頭も動いているが、普段は細かいことは気にしていない。


    「あのね、あんたもう忘れたんですか？　新しん之の助すけさんを狙ねらってる連中は犬いぬ神がみ括くくりの呪じゆ法ほうもクダも使ってんです。親玉の居所にもあやかしの類たぐいはいるんじゃないですかね」


    　確かにその可能性は高い。犬神括りの呪法なんて大層なものを使うくらいだから、まださらに多くのあやかしを使役しているだろう。あやかしの有無で親玉の居場所を掴つかむこともできるはずだ。


    　だが、新之助は浮かない顔をしている。


    「それってふくろうや俺おれじゃ無理なのかな？」


    「無理です。あっしみたいのが乗り込んできたら警戒するでしょうよ」


    　ふくろうはその言葉を予期していたのか間かん髪はつ容いれずに言う。


    「そうか……。でもなぁ……」


    　思案し黙り込んでしまう新之助。ふくろうはそれをちらと一いち瞥べつしてから煙草たばこ盆を引き寄せてから煙管きせるを取り出す。葉を詰めながら口を開いた。


    「新之助さん、あんた、なんか勘違いしちゃいませんか？」


    「あん？」


    　新之助がふくろうのほうを向く。ふくろうは蛇へびのように冷たい目をしている。


    「ましろちゃんは見てくれこそ可愛かわいい女の子ですが、あやかしです。それも超がつくくらいにとんでもない化け物です。あんたを苦しめてきた連中と同じ。時には人の命も奪うあやかし。……あやかしなんですよ」


    「そんなことは」


    　わかっていると言いかけてそれ以上は言葉が出てこなかった。


    　最初に出会ったときは、その辺の女の子だと思った。ちょっと変わってるけど、それでもやっぱり女の子だった。


    　戦っている姿を見ても、その正体を聞かされたときも、そのときは驚いたけど、それでも新之助にとっては女の子だ。


    　なのに、一緒に過ごしたふくろうは「化け物」と呼んだ。冷たい眼めで、それが真実なのだと強くそう言った。


    　そうなのかもしれない。ふくろうの言うように、ましろはただの化け物で新之助は人間。二人が違う世界で生きていることに間違いはないのかもしれない。


    　新之助は何も言えない。ふくろうは何も言わない。ただ沈黙の時間だけが流れる。このままずっと重苦しい空気だけが続きそうだった。


    　そこへ襖ふすまをからりと開ける音がした。


    「ううぅ、ひどい目にあったよ……」


    　ましろはやっと貴き恵えから解放されたのかふらふらの足取りでやってきた。風ふ呂ろに入れられ、貴き恵えにごしごしと洗われたおかげで先刻までの埃ほこりまみれの姿とは打って変わっていた。


    「おや、ましろちゃん。白以外の服も似合いやすねぇ。女っぷりが上がりやしたぜ」


    「え？　そうかなぁ？　えへへぇ、新しん之の助すけはどう思う？」


    　ましろははにかみながら髪の毛を直したり、裾すそをいじったりしている。その姿はごく普通の女の子だ。


    「………普通だよな」


    　本当に、どこから見たって普通の女の子なのだ。たとえ、化け猫であろうと、あやかしであろうと、今、自分の前にいるのが一人の少女であることには変わりがない。なら、周りがどんなことを言っても、それだけが新之助にとっての真実だろう。


    「うん、普通だ」


    　新之助は満足げに微笑ほほえむ。その笑顔にはまだ迷いがある。言葉で自分を納得させてもどこか疑念や不安があることは否定しない。そんなことも含めて今の状況を受け入れよう。それだけをしっかりと決めた笑顔は爽さわやかだ。


    　しかし、それと対照的にましろの肩はわなわなと震えている。


    「普通？　そう、普通、ねぇ……。ええ、普通でしょうとも。その辺にいる町娘と変わらないでしょうねぇ……。新之助の、新之助の剣術バカぁーっ！」


    　ましろは新之助に思いっきり蹴けりをくれてやると、そのままだだだっと走り去る。


    　新之助はぐはぁっと悶もん絶ぜつしている。それを見てふくろうはくすくす笑っていた。


    



    　客人がいるということで元げん之の丞じようたちは気を使ったのか、新之助らは三人で膳を囲んでいる。


    　夕ゆう餉げの時間になってもましろの機嫌は直っていない。


    「ましろ、醤しよう油ゆとってくれ」


    「はい、剣術バカ」


    　ましろは新之助にまったく顔を向けずに手を伸ばして醤油を渡す。渡してしまうと何も言わずにつんと澄まして食事を続ける。


    「な、なぁ、ましろ？」


    「何？　剣術バカ」


    「まだ怒ってんのか？」


    「別に怒ってないから安心して、剣術バカ。それとも、剣術バカはましろが怒るようなことをしたのかな？」


    　うふふ、とましろが初めて笑顔を見せる。だが、眼めは笑っていない。とりつくしまもないとはこのことだろう。


    　そして、ふくろうはくつくつとさも愉快げに笑っている。新之助は困り果ててふくろうに目で訴えかける。


    　それをふくろうは軽やかに無視して、山芋のわさび漬けに舌した鼓つづみを打っている。


    「いやぁ、これうまいですねぇ。ねぇ、剣術バカ？」


    　新しん之の助すけは自分の皿を黙ってふくろうに差し出した。それをふくろうがささっと自分の皿に盛りなおした。これで交渉成立。


    　そのわさび漬けをうまそうに食うと、ふくろうは口を開く。


    「まぁ、ましろちゃん。この剣術バカも悪気があったわけじゃないんですよ。ただ人より鈍くって、気が利かなくて剣を振るしか能がないだけなんです。あんまりいじめちゃかわいそうですぜ？」


    「てめぇ……」


    　新之助は眉まゆ根ねをひくひくとさせているが、一応助けてもらっている側なので文句は言えない。これが普段ならとっくに刀を抜いている。


    「………」


    　ましろはじぃっと新之助の顔を見てからふくろうの顔を見る。それから、また新之助の顔を見た。しかし、ぷいっと顔を背そむけると食事を再開する。


    　失敗。


    　よぉし、ふくろうをぼっこぼこにしばきあげてやろっと、と新之助が袖そでをまくる。ふくろうはその気配を敏感に感じ取ったのか慌てて付け足す。


    「そ、それでね、ましろちゃんに頼みたいことがあるんですよっ！　実は剣術バカが田た町まちんとこに乗り込むからその護衛を頼みたいんですってっ！　さっき二人で話してたんですよっ！　ほんとほんとっ！」


    　ふくろうは新之助に目配せする。新之助もふくろうの言わんとすることがわかったのか、それに乗っかる形で続けた。


    「そ、そうだっ！　ましろにしか頼めないことなんだよっ！」


    　新之助の言葉にましろの耳がぴょこんっと立つ。


    「ふぅん？　でも、剣術バカは強いから一人でも大丈夫なんじゃない？」


    「い、いや、俺おれだけだとすっごい不安だっ！」


    「じゃあ、ふくろうでもいいじゃん」


    「いやいやいや、あっしは怪しいからだめですよ。相手が警戒しちまうっ！　でも、ましろちゃんみたいに可愛かわいい女の子なら、新之助さんと夫婦めおとのふりしてれば怪しまれないってぇ寸法です」


    「め、めおっ？」


    　新之助がぐはっとむせ込むが、ましろはそれに気づいていない。今のふくろうの言葉をいろいろと分析している。そのせいか、今度は耳だけじゃなく、尻尾しつぽもぴょこぴょことせわしなく動く。


    「で、でもでもっ！　ましろは普通の女の子だからちょっと無理なのかなっ！」


    　ここだぁっ！　とばかりにふくろうの瞳ひとみが怪しく光る。それを合図にして新しん之の助すけが一気に畳み掛ける。


    「いや、ましろのような可愛かわいい女の子にしか頼めないっ！　力を貸してくれないかっ！」


    　渾こん身しんの力を振り絞って新之助は祈るように叫ぶ。力んだあまり、ぜえっはぁっと息を荒くしている。


    　ましろは尻尾しつぽをいじりながら俯うつむいている。


    「干物」


    「は？」


    「干物一匹で考えてあげてもいいよ？」


    　ましろは上目遣いで新之助を見る。その顔はほんのりと赤くなっていて、新之助と眼めが合うと慌てて逸そらしてしまう。


    「ああ、わかった。頼りにしてるからな」


    　新之助は膳ごとましろに渡してしまう。山芋のわさび漬けと鯵あじの干物を食べ損なってしまったが、よしとすることにした。
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    肆　犬追われ物　　dogfight


    



    　一いち番ばん鶏どりが鳴いた。その声と共に大おお久く保ぼ家の一日が始まる。


    　新しん之の助すけは爽さわやかな目覚めを迎え、うーんと伸びをしてからぱっと跳ね起きると、夜具をたたむ。昨晩はましろが来なかったのでうなされることもなくよく眠れた。おそらく、ましろは可愛かわいい物好きの貴き恵えに捕まってそのまま布団に引きずり込まれてしまったのだろう。ある意味で、あやかし以上に怖い母親だった。


    　新之助が居間に入ると、兄の久ひさ磨まが青い顔をしていた。どうやら宿酔ふつかよいらしい。


    「や、やぁおはよう新之助」


    　久磨は笑いかけるが、気を抜くと吐き気が襲ってくるらしくすぐに顔をしかめる。頼りない兄の姿に不安になるが、新之助は話を切り出す。


    「兄貴。田た町まちって人と話がしたいんだけど、渡りをつけられるか？」


    「田町様と？　できないことはないが……。しかし、なんでまた？」


    「……んー。帰藩の挨あい拶さつ。筆頭家老にもしとかないとまずいだろ？」


    「まあ、それはな……。わかった、連絡しておこう」


    「頼むわ、ありがとな」


    　新之助は礼を言ったが、久磨はそれどころじゃないのか頭を抱えている。こんな状態で仕事ができるのだろうかと新之助は溜ため息いきをつく。が、本格的にやばそうなので土間へ走って水を汲くんでくると久磨に渡す。久磨はそれを一気に飲み干した。


    「うぅ、母上に朝食はいらんと伝えてくれ……。もう一眠りしてから出かける……」


    「あ、ああ。わかった」


    　ふらふらと幽ゆう鬼きのような足取りで廊下へと消えていく久磨を見送って新之助はお大事に、と手を合わせる。合がつ掌しよう。


    　久磨と入れ違いに貴恵がやって来る。


    「あら、新之助さん。おはよ」


    　貴恵は朝から元気そうだ。その後ろには寝ぼけ眼まなこのましろがいる。朝食の支度を始める貴恵に久磨からの言こと伝づてをし、新之助はふらりと庭に出る。ましろもそれについてきた。


    　新之助は縁の下に転がっている木刀を拾い上げた。


    　昨日はふくろうを追い掛け回していたせいでできなかったが、普段なら朝は木刀を振り、ひとしきり型の修練をする。


    　新之助が修行している中なか西にし派は一いつ刀とう流りゆうは竹刀しない剣術が中心だ。それまでの剣術の多くは、刃引きした真剣や木刀で稽けい古こをしていた。いくら刃引きしたといっても鉄の棒や硬い木の棒で打ち合えば怪け我がは避けられない。そこで型が重要視されることになる。


    　こうした古流派の問題点を解決したのが、初心者でも手軽に打ち込み稽古ができるように工夫した道具、竹刀である。これが発明されたことで、剣術の底辺は明らかに広がった。竹刀はそれまでの稽古の様式を一変させ、容易たやすく、かつ短期間で習熟できるようになった。


    　大おお崎さき夢む想そう流りゆうが、夢想と名づけていることからもわかるように、古流剣術は精神性に重きを置き、竹刀しない剣術は技術面を重視しているのだ。


    　新しん之の助すけはすっと脇わきに構えた。大崎夢想流は居合いから始まる。


    　庭にある柑こう子じの木から葉が舞い落ちた。それを狙ねらい澄まして木刀で打つ。


    「っあぁ！」


    　右手で刀を抜き打つときに左手を右拳こぶしに擦こすり合わせるようして弾はじく。必然、身体からだが開き、鞘さやを走る刃やいばは加速する。これを右足の踏み込みと同時に全身のばねを生かして放つ。これが大崎夢想流一の太刀・開かい闢びやくである。


    　葉は千ち々ぢに裂けると、風に吹かれて跡形もなくなってしまった。


    「おおっ！」


    　ましろが感心したようにぱちぱちと手を打つ。新之助が強い、というのはわかってはいたが、こうして曲芸じみた技巧を見るとそれを実感する。


    「すごいすごいっ！」


    　ましろのはしゃぎように新之助も気分が良くなる。


    　新之助は再び構える。大崎夢想流二の太刀・三さえ枝ぐさ。


    　居合いから抜き放つと振り切らずに、手首を返す。そして、肘ひじを回し、肩を回転させる。そのうねりに呼応して細かく踏み込みを刻む。


    　柑子の木には、かかかっと三つのへこみができていた。


    「へぇ……」


    　ぼさぼさ頭のふくろうが縁側から新之助を見ていた。


    「一瞬で三つ打つたぁすげぇもんですな。化け物じみてやがる」


    「ねっ！　人間業わざじゃないねっ！」


    　お前が言うなっ！　と言ってやりたいところだが新之助は黙っておく。実際、あやかしが視みえて、常人とかけ離れた剣技を扱う新之助もあやかしとどっこいどっこいだろう。


    「いやいや、さすが剣術バカなだけのことはありやすね」


    　からからと笑うふくろうを見て新之助は思いついた。


    「まぁな。そうだ、ふくろう。ちょっと稽けい古こに付き合ってくれよ」


    「へ？　あっしが？　無理ですよっ！」


    　新之助はニコニコしている。


    「だいじょうぶだいじょうぶ。俺おれは構えを取らないし、ふくろうから打ってきていいから」


    　そう言いいながら新之助はもう一本転がっている木刀を投げてよこす。ふくろうはそれを反射的に受け取ってしまった。受け取ってしまった以上、断るわけにもいかないのでしぶしぶ庭に立つ。


    「手加減しやせんよ？」


    「ああ。本気で打ってこいよ」


    　新しん之の助すけは左手に剣をだらりと下げて構えを取らない。朗ほがらかに笑っているが、その自信溢あふれる笑顔が少し気に入らない。むかっと来たのでふくろうは全力で打ちかかることにした。


    　ふくろうの眼めがすっと細くなる。瞬間、殺気を膨ふくらませて大上段から振り下ろす。


    「うらぁっ！」


    　踏み込みも気合も力も十分、速度はかなり速い。ふくろうの打ち込みは剣客のそれに劣らない、どころか、並の剣客以上の腕前といっていいだろう。剛剣が無防備な新之助の頭ず蓋がいを捉とらえる。


    　しかし、からりと乾いた音がしてふくろうの持つ木刀は虚こ空くうへと飛んだ。


    「へ？」


    　ふくろうは目をしばたかせる。手にはびりびりとした痺しびれが走っている。新之助のほうを見るとさっきと同じ姿勢でただ立っているだけだ。


    「し、新之助、すごい……」


    　ましろも呆ぼう然ぜんとしている。


    「い、今のはどんな手て妻づまなんで？」


    　新之助はふぅっと息を吐いて身体からだから力を抜く。無防備なように見せていて、その実、身体中には気が巡らされていた。


    「今のは『龍りゆう尾び』って奴やつだ」


    　龍尾の剣は大おお崎さき夢む想そう流りゆうだけでなく、諸流さまざまにあると言われている。有名どころだけを挙げても一いつ刀とう流りゆうに天てん然ねん理り心しん流りゆうなどの奥義書にもこの名が見られる。どれも基本とするところは同じで、つまり敵の攻撃力を利用して逆巻きに反撃する一手である。新之助はふくろうの一撃を刀で合わせるや、その力の方向を変えてやり、追撃したのだ。


    「相手の発する気に己の気を合わせて、打たれる力に逆らわずに流れを変えるんだ。力の方向を決めたら後はそれに自分の力を足してやれば何倍もの威力になる」


    　そのあたりのことをわかりやすく説明してやると、ふくろうとましろは合点がいった様子でしきりに頷うなずいている。


    「へぇ～。こりゃ剣術家がイヅナ使いって言われるのもわかりやすねぇ」


    　ふくろうの言葉に今度は新之助が不思議そうな顔をする。


    「イヅナ？」


    「ええ。昨日も言ったでしょ？　クダみたいなもんですよ。あやかし使いってな意味合いでそう呼ばれてたんでしょうねぇ。もっとも昔の剣術家ってな自分の名を売るために神仏に習っただの化け物を屈服させただのって怪しげな話をしてたからかもしれませんがね」


    「へぇ。まぁ、大崎夢想流も古い剣だからな。そういう伝説くらいはあるかもな」


    　なんとはなしに新之助は返事をする。ふくろうは目を細めてそれに頷いた。


    「ええ、おそらくはあるでしょうね」


    　新しん之の助すけは井戸へと歩み寄って顔をぱしゃぱしゃと洗う。ふくろうも自分が縁側に出てきた用を思い出したのか新之助に続いて釣つる瓶べをからからと引いて顔を洗い始めた。


    　新之助が顔を上げるとましろがはいっと手て拭ぬぐいを差し出した。どうやら、取りに行ってくれたらしい。


    「ああ、ありがと」


    　顔を拭ふいてから礼を言い、手拭いを返す。


    「えへへ。あ、これお母さんに返してこなきゃ」


    　ましろはまたぱたぱたと駆け出して土間へと引っ込んだ。


    　と、ふくろうが水を滴したたらせて恨めしげに見ている。


    「あっしの分は無いんですかい？」


    



    　朝あさ餉げを済ませると新之助は出かける準備を始めた。今日は特にやることがないので、大おお崎さき夢む想そう流りゆうの師である日ひ暮ぐれ上うえ郷さとを訪ねるつもりなのだ。


    　ふくろうとましろには話していない。話せばついていくと言い出すだろう。ついてこられると二人のことを上郷になんと説明していいかわからない。それに、上郷と会っている間、二人を待たせることになる。もし、稽けい古こをしたら帰るのはだいぶ遅くなってしまう。


    　ましろは貴き恵えに捕まって一緒にお手玉をして遊んでいる。ふくろうは二度寝するといって長屋に籠こもっている。今が好機だった。


    　新之助は勝手口からするっと抜けると木き屋や町まちから西へ進路をとる。ここから中央筋を曲がって西回り街道に沿っていけば上郷のいる村へと着く。


    　幸い、天気はいい。この分だと、夜も晴れていい月が見られるだろう。そろそろ十五夜の満月も近い。おそらく、今年は山やま手てで中秋の名月を見ることになる。


    　午前中、西回り街道を歩いているものは少ない。野良仕事途中の百姓や犬くらいのものだ。


    　ざざざっと風が吹き、木々の梢こずえが揺れる。


    　里山の秋は徐々に深まりつつある。紅葉はじきに見ごろを迎えるのだろう。気の早い葉が風に合わせてひらりと舞い落ちる。


    　新之助は眼下に広がる田畑を見つめる。そこには山手の人々の暮らしがある。逃げるようにして去った村、決していい思い出のない故郷の人々の暮らしが。


    　けれど、今は山手藩に対して何か自分にできることを探し始めている。


    　その理由は新之助が江え戸どに行って成長したからではないだろう。


    　おそらく、新之助自身、運命のようなものを感じているからだ。自分の力ではどうしようもない、絶対的な大きな流れが存在している。今、自分はそれに流されているのだ。


    　あやかしを視みる力を持ち、天てん賦ぷの剣才を持ってこの地に生まれた。そして、今、山手には魑ち魅み魍もう魎りようが跋ばつ扈こし、家族が家か督とく争いに巻き込まれ、刀かたな槍やりの力を必要とする争いが起きようとしている。この時代、この場所に大おお久く保ぼ新しん之の助すけはいるのだ。


    　偶然と言えばそれまでだ。だが、運命とは大局的に見れば様々な偶然の積み重ねなのだ。


    　人や物が溢あふれかえっているこの世界では、無数の出会いが多元的に並行して起こっている。厳密に言えば、出会いという言葉の中には「人と人」だけでなく、「人と物」、「人と出来事」なんかも含まれるのだろう。


    　新之助は神や仏を信じない。幼い頃ころ、あれほど祈っても願っても救いなど与えられなかった。だから、神仏の与える運命なんて、信じるに値しない陳腐なものだ。


    　新之助にとって運命とは、人生の過去も未来も見通し、その一連の流れの中に身をおく決断をすること。


    　それが「運命」。


    　結果論でしか物を語らない連中が自己正当化のために持ち出す「運命」とは違う。


    　彼らの言う「運命」は、それがあれば諦あきらめることが出来る、自分が逃げたことを悟られない、そのための装置でしかない。


    　誰だれもがすがりつき、くるおしいほどに甘美な語感に酔いしれ、「運命」という牢ろう獄ごくに繋つながれる。その牢獄は自由と引き換えに安全を保障してくれるものだ。


    　けれど、新之助にはそんなまやかしの牢獄は必要無い。今、新之助に必要なのは見極め、決断することだ。


    　新之助が上うえ郷さとに会うことはその一環と言える。もし、この一件がお家騒動に絡むことなら、藩主の弟である上郷も一枚噛かんでいるはずだ。ならば、上郷の真意も確かめねばなるまい。


    　新之助の歩調がさらに速くなった。と、それに並んで犬が歩いている。


    　さっきも犬がいたな、と思い新之助は来た道を振り返ってみた。


    　そして、ぞっとする。


    　新之助の後ろにはぞろぞろと鈴なりに犬がついてきているのだ。どの犬も新之助のことをじとっと見ている。その奇妙な連隊はまるで一つの意思のもとに統率されているかのように歩調が乱れることもない。


    　低い唸うなり声を喉のどの奥から搾しぼり出している。それが徐々に重なり合い、音量を増していく。その瞳ひとみは新之助の知っている犬という生き物のそれではない。媚こびることも諂へつらうこともせずに、暴力だけを秘めている。


    　新之助は見なかったことにして、ゆっくりとまた歩き出す。


    　だが、耳に入る音が現実を教える。それどころか、音はどんどんと数を増して近づいてきている。今、二十の大台を突破したところだろうか。


    　二ふた股またに分かれる林道を右に抜けると、荒れ地に通じていたはずだ。新之助はそこまで振り返らずに、そして、気を乱さぬようにして一歩ずつ進む。それに付き従うように獣たちもあとに続いてきているのがわかった。これで奴やつらが新しん之の助すけに狙ねらいを定めていることは確実だ。


    　木も下草も生えていない荒涼とした土地。以前は人が住んでいたというが、今は逃ちよう散さんした農民の残した廃屋が三つほどあるだけだ。新之助は廃屋を背にしてくるっと振り返った。


    　犬たちは姿勢を低くして、新之助を取り囲んでいる。


    「マジかよ…」


    　都合四十もの眼めが一斉にぎょろっと動く。ぱっくりと開かれた赤い口。その中で白い牙きばだけが鈍く光っている。


    　獣が襲ってくるときは、人間よりも遥はるかに恐ろしい。獣には言葉も通じないし、思考というものが存在しない。本能によって最適化された動きをとる。無駄がないということはそのまま隙すきがないことだ。その中でも犬や狼おおかみの手合いは最悪だと言っていいだろう。小さな身体からだに人を遥かにしのぐ敏びん捷しよう性せいと、牙きばという鋭利な武器を持っている。さらに、彼らは集団による戦闘を古来から続けてきた。生まれながらに兵法というものを知っているのだ。


    「けっ、犬っころ風情が人間様に歯向かおうとしてるんじゃねぇぞ、この畜生がっ！」


    　新之助は野犬たちを思いっきり睨にらみつける。


    　腰をすっと落として構えた。犬はじりじりと場所を移動しつつ、新之助の間合いを測っているようだ。新之助の刀では届かない位置、しかし、犬たちなら飛び込んで懐ふところに入れる距離。


    　新之助が一瞬視線を外す。それを弱気ととったのか一匹目が飛び込んできた。それを狙い澄ましたように迎撃する。


    　新之助の刀は犬の腹を捉とらえる。


    　完全に両断したつもりだった。しかし、犬はきゃいんと鳴いて吹き飛ばされるだけだ。離れたところでよろよろと立ち上がりこっちを見ている。


    　ちっと舌打ちをする。毛皮だ。毛皮のせいで勢いが殺された。


    　犬に限らず、獣の毛皮は防寒のためだけでなく、防御の役割も果たす。つるつるした毛の流れは衝撃を緩和し、また力の方向を逸そらす。したがって、獣を斬きるときは毛の流れとは逆に斬りつけなければならない。


    　新之助はそのことを悟り、もう一度構える。


    　しかし、敵はそれを待ってくれない。上下左右から飛び掛かってくる。新之助はそれを受けつ払いつしながら、とりあえず弾はじき飛ばして間をとろうとする。


    　が、獣は疲れを知らない。くるった獣は蹴けられようが殴られようが再び立ち上がり襲いかかってくるのだ。


    「くそっ！」


    　新之助は焦り始めている自分に気づいた。今まで、命のやりとりをしたことはない。これまでは常に相手の疲労や自滅を誘い、殺さずにすむようにしてきた。しかし、今は違う。そんな道理も道徳も通用しない狂犬が相手なのだ。殺すか殺されるかの二択しか存在しない。


    　新しん之の助すけは忍び寄る死の影を払うように全力で打ち下ろす。ちょうど正面にいた犬の額ひたいが割れ、眼球が飛び出した。そのまま赤や黄色のぐねぐねしたものをはみ出させながら、崩れ落ちる。


    　そして、下ろした下段の構えから、伏せているもう一匹を貫く。喉のどもとを穿うがたれた犬は赤黒い血で地面を汚しながらのた打ち回った。


    　とりあえず、二匹。仲間を殺されたことで群れに動揺が走ったのか、一瞬、襲撃に空白が生まれた。だが、依然として二十近い野犬がとりまいていることに変わりはない。


    　このままでは数に圧おされる。やがて、新之助の疲労が溜たまったときに、噛かみつかれ、あとはそのままぼろくずのようになるまで嬲なぶられるだけだ。


    　そして、野犬たちはじりじりと包囲を狭めてきた。一斉に襲ってくるのだろう。ばっと地面を蹴けって殺到する。


    　そのとき、一陣の風が吹いた。


    　烈風は砂さ塵じんを上げ、旋風つむじを巻いて犬たちを跳ね飛ばす。中空へと高く上げられた犬は散々に地面へと叩たたきつけられた。


    「ふぅ、危ない危ない」


    　白い少女は腰に手を当てて一息ついている。


    「……ま、ましろか？」


    　ましろはにこっと微笑ほほえんでから、新之助のもとへ歩み寄ってくる。


    　そして、ぽかりと頭を叩たたいた。


    「あてっ！」


    「バカっ！　剣術バカっていうか、もはやただのバカっ！　狙ねらわれてるって知ってるのにどうして一人で行動しちゃうかなっ！」


    　ぽかぽか新之助の頭を殴りながらましろは続ける。


    「出かけるときはちゃんと行ってきますって言わなきゃいけないんだからっ！　黙っていなくなると心配なんだからっ！」


    「い、いや、これはだな」


    「言い訳しないっ！　ちゃんと謝るっ！」


    　ぺんっと新之助の額ひたいが鳴る。


    「うう、ごめんなさい」


    「二度としない？」


    「……はい」


    　ましろは新之助の顔を見てむぅと唸うなってから、じゃあよし、と小さく言った。


    「まだまだ言いたいことはたくさんあるけど、とりあえずアレをどうにかしてからにする」


    　ましろは不満顔でちらっと視線を移す。その先では犬たちが遠巻きにこちらを見ている。ましろに跳ね飛ばされたが致命傷には至っておらず、既にこちらを睨にらみすえていつでも襲いかかれる状態になっていた。


    「気づいてる？　あれ、死病憑つきだよ」


    　野犬たちはだらりと舌を出し、その先からぽたぽたと涎よだれを垂らしている。眼球はどれもどろんと濁っていて虚うつろだ。はっはっと生臭い息を吐いている。


    　その姿は理性も感情も感じさせず、ただ狂気じみていた。


    「噛かまれたら死んじゃう……」


    　ましろはきっと口を引き結んで戦闘態勢に入った。華きや奢しやな指の先には細く、鋭い爪つめが伸びている。


    「いくぞ」


    　新しん之の助すけは一声かけて、刀を抜き放つ。新之助が覚悟を決めると、眼めには鋭い光が宿る。ざわざわと血が沸わき立つのを感じていた。


    　素早く手首を返すと野犬の毛の流れに逆らって刃やいばを走らせた。犬の臓物と血が一気に溢あふれ出てくるが、それをかぶる前に新之助は場所を移し、次の一匹の喉のど笛ぶえを掻かき切っている。鳴き声よりも先に首が飛んだ。


    　ましろは四方から飛び掛かってくる野犬を薙なぎ払う。一点を中心として、くるんとまるで踊るかのように軽やかに、美しい円軌道を描いて血の雨を降らせた。


    　前足や尾が乱れ千切れて飛んでいく。びくびくと痙けい攣れんした犬は舌したをでろんと垂らして転がっていた。


    　酸っぱいような、生臭いような鉄の匂においの中で、新之助は高揚感を抱いだいていた。今までのどんな戦いのときよりも、自分の身体からだが動いている。敵の動きを捉とらえている。技が冴さえている。ましろの動きを見れるほどの余裕がある。飛び散る血の一滴すらも冷静に見み据すえている。


    　ましろはあれだけ血と臓物を撒まき散らしておきながら返り血をまったく浴びていなかった。その動きは神楽かぐらを舞うように、ただ美しい。


    　それに鼓舞されるように新之助の刀は血を吸い続ける。


    「これで終わりだぁっ！」


    　最後の一匹を頭ず蓋がいごと叩たたき斬きった。ぐずぐずっと熟れきった石榴ざくろのように、割れ目から中身が盛り上がってきた。


    　後にはぬるぬるとした地面と肉片があるだけ。新之助とましろ以外に動くものはない。


    　新之助は懐紙を取り出して、刀の血を拭ぬぐう。べちゃっと紙が吸い付いて、拭ふき取るとつっと糸を引いた。殺した、という実感はあまりない。なんだかやけにあっさりと終わってしまった印象だ。たぶん、人を斬るのもたいして変わらないのだろう。


    「いやぁ、こりゃひでぇや」


    　新之助は声のしたほうに刀を向ける。


    「あっしですよっ！　ったく、なんてぇ眼めしてんだか」


    　ふくろうが屍し体たいを避よけながら歩いてくる。新しん之の助すけははっと我に返りすぐに刀を納めた。


    「新之助さん、出かけるときは一言言ってくださいよ。心配するじゃないですか」


    「……すまん」


    「すまんで済めば火か盗とう改あらためはいらねぇってんですよ。相手さんは、新之助さんが町を出て行動するときを狙ねらってんですからね。それも、一人でいるなんざ、鴨かもが葱ねぎしょって鍋に飛び込むようなもんです」


    「……すまん」


    「だいたい、一人で行くってなあれですか？　阿あ呆ほうなんですか？　それとも、あっしらの腕を信用してないんですかい？」


    「いや、そんなことはないぞっ！　お前もましろも十分強いのはわかってるんだ。でも、今回は、なんていうか、俺おれの個人的な用事だったし？　遅くなると待たせることになるし、それに付き合わせるのも悪いかなぁって思ったりなんかして……」


    　新之助は弁明する。するのだが、ましろとふくろうの顔が不機嫌になっていくのを見ているうちに少しずつ声が小さくなっていき、最後のほうはよく聞こえない。


    「ああ、阿呆のほうなんですね」


    　ふくろうは仰々しく溜ため息いきをつく。


    「新之助？　迷惑とか悪いとか、そういうのを決めるのはましろだよ。ましろは待たされるのなんてなんでもない。それより新之助が危ない目にあうほうが嫌」


    　ましろはふくれっ面で新之助の目をじっと見る。真剣な眼まな差ざしに新之助は言葉に詰まる。


    「……ああ、わかった。俺が悪かったよ」


    　新之助は素直に頭を下げる。それを見てふくろうは満足そうにうんうんと頷うなずく。新之助が顔を上げると、ましろはにっこりと微笑ほほえんだ。


    「新之助さんがいないってわかると、ましろちゃんいきなり家を飛び出してここまで全力で駆けてきたんですぜ？　あっしでも全然追いつかねぇんだ、これがっ！」


    　ふくろうは大げさなそぶりで、鬼神も裸足はだしで逃げ出すほどのましろの疾走ぶりを説明する。実際、ふくろうが追いつけないほどだと言うのだから、それは大げさでもないのかもしれない。


    「……とにかく、助かった。俺一人じゃやばかったかもしれねえし」


    　新之助がぼそりと漏もらすと、ましろはえへへぇと笑う。


    「だって、新之助のためだからねっ！」


    　こういう言葉を一切照れずに言われると、逆に新之助のほうが照れてしまう。思わずはんっと鼻で笑って顔を逸そらす。


    「ま、ここまで来たのも怪け我がの功名。まんざら無駄ってわけじゃなさそうですぜ」


    　和なごやかな雰囲気の二人とは対照的に、ふくろうの眼光は急に鋭いものになる。その視線は犬の屍しかばねを通り越して、深い森の中に向けられていた。そして、静かに経文のようなものを唱え、数珠じゆずを構えた。


    　ましろの耳がぴくんと反応して、ばっと振り返った。その瞳ひとみは大きく見開かれている。つられて新しん之の助すけもそちらを見る。


    　ましろが呟つぶやいた。


    「銀ぎん眼げん黒こく髪はつ一いち尾びの犬いぬ神がみ………」


    　黒い少女は林立する梢こずえの間からこちらを見ている。先日の濃密な殺気も圧倒的な存在感もない。むしろ、凪なぎのように穏やかで、静せい謐ひつな森の中に溶け込んでいるかのようだった。


    　それでも、ましろはこの間の印象が抜けないのか、既に臨戦態勢に入っている。ふくろうもまた警戒しているのか、一ひと時ときたりとも目を離さない。


    　新之助は黒い少女をじっと見た。


    　長く豊かな黒髪が風に靡なびくたびにさらさらと柔らかそうに流れる。喪服のような黒い服と、白い肌が死の印象を強く抱かせる。ただそこに恐怖が伴っていないのはおどろおどろしさがないからだ。自然の時の中で徐々に風化していくような、温度の無い死。血が滾たぎるような暴力も、血が凍るような残ざん虐ぎやくさもそこには含まれてない。


    　だから、新之助は恐ろしくはなかった。それよりも、聞きたいことがたくさんあった。


    「なぁ、お前は一体何者なんだ？　あの野犬もお前の仕業か？　どうして俺おれたちの近くに現れるんだ？」


    　矢継ぎ早の質問に少女は答えない。ただ新之助のほうを見てからふるふるっと首を振る。


    　どの質問に対する答えかわからない。ゆっくり一つ一つ聞くべきなのだろう。


    「俺を殺しに来たのか？」


    「そんなこと、しない」


    　おおっとふくろうが驚きの声を上げた。それもそうだろう。対話なんてできる相手ではないと思っていたのだ。会話する能力はあっても、する意思が無いと考えていた。しかし、黒い少女はしっかりと答えた。


    「じゃあ、なんで俺たちの近くに現れる？」


    「…………」


    　少女は答えない。まるで何も聞こえていないかのように無表情のままだ。その儚はかなげな表情が犬神の印象と重ならない。新之助の中で警戒が消え、黒い少女のほうへ一歩踏み出した。


    　その瞬間、あたりの空間にぴりっと雷撃のようなものが走るのを感じた。


    　新之助ははっと少女を見た。すると、少女のいる方向から轟ごうっと風が吹きつける。否、風ではない。切り裂さくような殺気、濁流のような憎悪だ。


    　かっと見開かれた少女の眼めは妖あやしく紅あかい光を放っている。


    「…………」


    　そのまま、黒い少女は歩き出した。一歩進むごとにこちらの生命力を削るかのような圧力を叩たたきつける。


    「新しん之の助すけっ！」


    　ましろが駆け出して、黒い少女の前に立ち塞ふさがる。しかし、黒い少女はまったく意に介さずゆっくりと歩み、無造作にましろを薙なぎ払った。


    「きゃんっ！」


    　ましろは木の幹に強したたかに打ち付けられ、そのままずるっと崩れ落ちた。苦しそうにあえいだが、ふっと眼めを閉じると首がかくっと落ちた。そして、ぴくりとも動かない。


    「てめぇっ！」


    　ぶちっと新之助の中で何かが弾はじけた。ぎりっと奥歯を噛かみ締めて黒い少女を睨にらみつける。すでに左手は鯉こい口ぐちを切り、右手は柄つかに手をかけている。


    「ふくろう、ましろを頼む」


    「合点っ！」


    　ふくろうがさっとましろのもとへ駆け寄って行ったが、黒い少女はそんなことには気にも留めずに、そのまままっすぐ新之助へと向かってくる。


    　新之助は一の太刀、開かい闢びやくを打とうと構えている。無防備に近い少女を両断するくらい、わけないだろう。


    　――殺してやる。


    　その感情が、殺意が激しく渦巻いている。犬も人もあやかしも変わらない。命を奪うなんて簡単だ。斬きれば血が噴いて内臓がはみ出る。


    　相手は自分を殺そうとしているのだ。なら、自分に殺されたって構わないだろう。それに、こいつは自分だけじゃなく、ましろにも手を出した。邪魔すればふくろうだってなんのためらいもなく殺すはずだ。


    　――なら、こいつは殺してもいい。死ぬべきだ。俺おれに殺されるべきだ。それに、こいつは人じゃない。犬神だ。あやかしだ。人の形をとっちゃいるが、そんなものはまやかしだ。俺を苦しめた化け物と変わらない。今だって俺を苦しめようとしてる。殺さないと。殺したい。


    　あと一歩。間合いに入った瞬間に新之助の剣けん閃せんは少女の柔らかな肌を裂さくだろう。新之助は背骨ごと断ち切るつもりで、鞘さやの内に殺意を溜ため込む。


    　少女はその最後の一歩を踏み出した。


    　あやかしなんて俺が殺してやる、と新之助は確固たる意思、自らの明確な殺意を刀身に漲みなぎらせて刃やいばを疾走させる。


    　――じゃあ、ましろは？


    　その言葉が頭をよぎった。瞬間、それまでの思考が一気に頭の中を駆け巡り、二転三転空転する。だから、居合い抜きが刹せつ那な遅れた。


    「……あ」


    　僅わずかに失速した開かい闢びやくは黒い少女の右手によって止められる。新しん之の助すけはそれを無理矢理に振り抜いた。そうしなければ死んでしまう。命はもとより、剣客としての自分が死んでしまう。


    　ぞぶりと嫌な音がした。


    「っ……」


    　そして、新之助は吹き飛ばされる。


    　少女の振るった左手は新之助のわき腹の肉を抉えぐりながら、それだけでは飽き足らず、廃屋に叩たたきつけた。衝撃が背骨を走りぬけ、視界が明滅する。ぱらぱらと土壁が崩れ落ちてきた。


    　新之助は気を失いそうになるのを、必死に唇くちびるを噛かんで耐えた。今、倒れれば確実に死ぬ。本能の部分がそう訴えているのだ。


    　このままでは死ぬ。なら、相手を殺さないと。考えるよりも先にぞわっと身体からだ中の血が駆けた。震える手は刀を離さず、眼めはうまく焦点を結べないくせにぎらぎらと危うい光を放つ。


    　しかし、新之助の殺気に黒い少女は応じなかった。じっと、赤く染まった自分の手を見つめている。


    「……………あ」


    　口を開いて小さく漏もらすと、すっと眼まな差ざしを新之助に向ける。そこにはあの殺気も憎悪も無い。言葉を交かわしたときのような、凪ないだ瞳ひとみだ。


    　新之助は立ち上がろうとしてずるっと倒れた。受けた衝撃が大きすぎて足に来ているらしい。それでも、新之助は起き上がろうとして這はいつくばる。


    　黒い少女は感情のない瞳で新之助を見ているだけだ。それは生きているかどうか観察しているようでもある。そして、くるっと踵きびすを返すとそのまま立ち去ろうとする。


    「待て、よ………」


    　新之助の言葉に反応して少女は立ち止まった。しかし、それも僅かな時間だけですぐに先ほどと変わらぬ歩調で行ってしまう。振り返ることはない。


    　少女が森に消えるのを見届けると、新之助の意識は遠のいた。


    



    　パチパチと火の爆はぜる音がする。


    　新之助はうっすらと目を開けた。視界にあるのは見知らぬ天井。


    　ここはどこだろうと身体を起こすとズキっと痛みが走った。


    「あ、気がついた？」


    　よろけた上半身をましろが支えてくれた。ましろのほっぺには湿布が貼はられていた。その色と質感の違う白さが火ほ影かげでぼんやりと浮かび上がっている。どうやら、ましろの膝ひざまくらを借りていたらしい。気恥ずかしくなって新之助は早口で質問する。


    「ここは？　なんでこんなとこにいるんだ？」


    「あばら家の中だよ。ましろも新しん之の助すけも倒れちゃってたから、ふくろうが運んでくれたの」


    　そうか、と頷うなずいてから、新之助は身体からだを起こす。ズキリと痛みはするが、命に関かかわるような怪け我がではないらしい。腹には包帯が巻かれている。


    「そうだ、あの犬神はどうした？」


    　新之助は自分にこの手傷を負わせた存在について尋ねた。頭が覚かく醒せいしていくと同時に、自分が気を失う直前のことが思い出される。黒い少女はここから立ち去ったはずだ。それからどうしたのだろうか。


    「あの後、追ったんですが一町も行かないうちに見失っちまいました。面目ねぇ」


    　ふくろうが囲い炉ろ裏りに薪まきを投げ込みながら答えた。


    「でも、ふくろうはましろと新之助の手当てをしなきゃいけなかったから……」


    「わかってる。責める気なんかねぇさ」


    　ふくろうを擁よう護ごするましろに、新之助は微笑ほほえみかける。


    　それにしても、どれくらい気を失っていたのだろう。外を窺うかがってみようとすると、それを察したのかふくろうが言った。


    「じきに夜明けです。あれから半日以上倒れてたって感じですか」


    「そんなにか？」


    「ま、あの数の野犬を相手にした後にあの衝撃を喰くらったんですからね。無理もないでしょうよ」


    　囲炉裏にかけてある鍋から汁物を椀わんに掬すくうと、新之助とましろにそれぞれ差し出す。


    「今のうちに食っちゃってください。夜が明けたら戻りやしょう」


    　言いながら今度は自分の分をよそって、はふはふと流し込む。


    「いっただきまぁすっ！」


    「あんまりうまそうじゃねぇな」


    　ましろと新之助もそれぞれ自分なりに食事始めの言葉を口にしてから箸はしをつける。


    「にっ！　………っ！…――っ！」


    　ましろは熱いのがだめなのか、食べた瞬間死にそうな顔をした。それからは涙目でずっとふぅーふぅーと必死で冷まそうとしている。


    　やっぱり猫だよな、と新之助は苦笑した。ずずっと薄味の汁を一気に平らげてから、ふくろうに椀を返す。


    「ごっそさん」


    「あい、おそまつさんです」


    　ふくろうは椀を受け取ると、手早くしまう。そして、懐から煙管きせるを取り出して食後の一服を始めた。


    　喫煙の習慣のない新之助としては手持ち無ぶ沙さ汰たな時間だ。ましろは未いまだに熱い汁を冷まそうと奮戦している。新しん之の助すけはふくろうに話をふった。


    「なぁ、どう思う？」


    「何がです？」


    　ぷかりと煙を吐き出して、ふくろうはすっとぼけて見せた。新之助が何を話したいかなんてわかってるくせに、あえてそういう態度をとる。


    「犬神のことだよ。なんかおかしいよな」


    「おかしいって意味じゃあんたもましろちゃんも十分おかしいですがね。ま、あの犬神は確かに変です。とんでもねぇ化け物かと思ったら、そこらの嬢ちゃんみてぇに大人しくなる。かと、思えばやっぱり化け物」


    　ふくろうの疑問点も新之助と同じくそこに集約されている。まったく違う二つの印象を持つ黒い少女。その変化の原因がわからない。


    「可能性としちゃあるにはあるんですがね、」


    「なんだ？」


    「狐きつね憑つきです。あっしも祓はらったことがあるんですが、狐に憑かれるとまるで人が変わっちまう。普段は静かな人でもそこいらの物を壊したり平気で人を傷つけたりする。これに似てないこともないんです」


    　ふくろうの自説を聞いて新之助は少し考える。


    「でも、犬神が狐に憑かれたりすんのか？」


    　そう反論されるとふくろうは頭を抱えた。


    「そうなんですよ、そこなんです。人に憑くような低級な狐に犬神が憑かれたりしないんですよ。だから、別の理由を考えなきゃならねぇ」


    　あやかしに関しては新之助よりも豊富な知識を持つふくろうでもわからないのだ。それを新之助がわかる道理もない。けれど、だからといってふくろうに任せきりにするのも悪いので新之助なりに考えてみる。


    　あの少女は新之助と会話をしているときに突然変化した。そして、新之助が戦う覚悟を決めた後に元に戻った。会話したことがきっかけなのか。それとも、別のきっかけがあるのか。そもそもどちらが本当の姿なのか。


    「うぅぁあーっ！　わけわかんねっ！」


    　自分ひとりで考えてみても埒らちが明かないので、新之助は思いついたことをとにかく言葉にしてみた。何がきっかけなのか。会話、戦闘、そして、どちらが元の姿なのか。


    　ふくろうはそれを聞いてから自分の頭の中で再構成する。


    「あのときの……」


    「あん？」


    「いえ、犬いぬ神がみ括くくりの呪じゆ法ほうと関係あるかと思ったんですが……。でも、あの呪法だと簡単に切り換えたりできないんですよ。ずっと括くくって括りっぱなし。それに呪じゆ法ほうならあっしの御み業わざで破れてるはずなんで」


    「ああ、竹たけ千ち代よのときのか。じゃあ、呪法の線は無しか」


    　ふくろうがなにやら経文を唱えていたことを思い出した。あれで呪法を破ろうと試みたのだろう。それになんの反応もなかったのだから、当然それ以外の要因によって変化したと考えるべきだ。


    「っふぅ。ごちそうさまでした」


    　と、ましろは温ぬるくなった汁を食べ終えたのか両手を合わせてぺこりと一礼した。


    「ましろはどう思う？」


    「え？　――あぁ、あの犬女のこと？」


    「犬女って……」


    　どうやらましろは、黒い少女に敗北したことでいたく誇りを傷つけられたらしい。


    「あの犬女、やけに新しん之の助すけを意識してるからムカつく」


    「はぁ？」


    「前もそうだったもんっ！　新之助が来たら恥ずかしがって逃げてったし。今回もわざわざ新之助に会いに来たんだよ？」


    「いや、それはちょっと違うんじゃ……」


    　なんだか話が脱線してるなーと思いながら新之助はやんわり否定する。そんな色恋沙ざ汰たっぽい、嬉うれし恥ずかし展開で命を落とすなんて絶対ごめんだ。


    「へぇ。そいつぁ面白い」


    　ふくろうが感心したように言う。新之助は目だけで何がだよ？　と問いかける。


    「いえね、あの犬神がおとなしかったり凶暴化するきっかけが新之助さんだってことですよ。犬神と新之助さんの間にゃ何かしらの繋つながりがあるんじゃないですかね？」


    「心当たりはねぇぞ」


    「あの犬神を手て籠ごめにでもしようとして、恨み買ったんじゃないですかい？」


    「お前は俺おれの恨みを買いたいらしいな……」


    　新之助が不吉な微笑を浮かべると、ふくろうは笑ってごまかす。


    「冗談ですよっ！　ま、なんにせよ新之助さんが鍵かぎになってるのは間違いねぇです。それが狙ねらわれる理由なのか、はたまた他ほかに何かあるのか……」


    　新之助は背筋に何か寒いものが走った。この感覚があるとろくなことがない。自分は今、さらに危険な場所に踏み入ったのだと直感した。危険はこれまでより多くなるだろう。ことは迅じん速そくを要する。


    「とにかく、明日当たり田た町まちんとこに乗り込みやしょう。ここらが正念場ってやつです」


    



    　東の空はほんのりと薄く色づいている。東雲しののめの頃ころに新しん之の助すけたちはあばら家を出た。玄関から一歩出た場所には犬の屍し体たいが転がっている。


    　それが昨日の自分の凶状であることを新之助は実感した。


    　陰惨な屍しかばねを乗り越えて進んだところに刀が転がっている。気を失ったあと、そのまま野ざらしになっていたのだ。


    　新之助がその刀を拾い上げた。


    「ひどいもんだ」


    　その刀は裂さけていた。折れていたのではない。ところどころが歪ゆがみ、ひしゃげ、真ん中から裂けている。


    「ふぅん。空間を歪めたのかな？」


    　ましろが覗のぞき込んで検分している。その言葉にふくろうが不思議そうに返した。


    「空間を？　そりゃ無理ってもんでしょうよ。物質じゃなくて空間そのものに干渉するなんてただごとじゃないですぜ？」


    「そんなことないよー。ましろの爪つめだって空間を切り裂いてるんだし」


    「へぇ。道理で返り血一つ浴びないわけだ」


    　ふくろうは納得がいったように言うが、新之助にはさっぱりわからない。むしろ、わかりたくない。それは一介の剣客が努力しても体たい得とくしえない、常識外れの技だ。反則じみてすらいる。新之助は、昨日の戦いがまるで他ひ人と事ごとのように、物騒な話はやめてくんないかなー、と物騒なものを握りながら考えていた。


    「これじゃあ打ち直しもきかないですねぇ。高いもんなんで？」


    　気を使ってくれたのか、ふくろうがそんなことを言う。それに新之助は自じ嘲ちよう気味に笑って返した。


    「いや、ナマクラさ」


    　実家にあった安物だ。聞いたこともない銘の刀ではあったが、それなりに手になじむものだった。しかし、今は無残な姿に変わり果てている。


    　刀身だけではない。刃こぼれもひどい。犬の骨を断ったのだ。それに脂を巻いて切れ味が鈍ったものを無理矢理に振るっていればすぐにこうなる。


    　じっと見ていると、どくんと心臓が脈打ち、あのときの感覚が戻ってくる。


    　あっさりと犬を殺したとき。あの僅わずかな時間で命を奪う行為に慣れてしまった。犬が相手だったから、というわけでもあるまい。あれが人であっても新之助は斬きっていた。自分の命が危ないのだったら抵抗なく斬っていただろう。


    　黒い少女にしてもそうだ。ましろが倒れて、自分の命も危なくて、相手はあやかし。


    　大義名分さえあれば、人を殺すことを厭いとわない。それが大おお久く保ぼ新之助の本質。


    　ならば、これからも自分はきっと人もあやかしも殺すだろう、と新之助は確信した。暗い目つきが中空を漂い、ましろと視線がぶつかった。


    「だめだよ、新しん之の助すけ」


    　刀を握る手にましろの手が添えられた。その手は温かく、生きている。


    　ましろはあやかしだけれども、生きている。


    　あやかしを斬きると言うならば、大おお久く保ぼ新之助はましろを、金きん眼げん白はく髪はつ双そう尾びの化ばけ猫ねこを斬るのだろうか。


    　斬れない。否、斬らない。


    「新之助さん。あっしは人もあやかしも殺してますよ」


    　表情から迷いを見透かして、ふくろうはなんでもないことのように言った。


    「身を守るために殺すなんて生き物として当たり前じゃないですか。それに生かして帰したら復ふく讐しゆうされるかもしれない。自分が、自分の大切な人が。だから、あっしは迷いなく殺してます。それにね」


    　ふくろうはきっと細められた、あの射すくめるような眼光で新之助を見た。


    「あんたの得意な剣術ってな、人殺しの技術でしょうが。あんた、ちょっと舐なめすぎですよ」


    　事実だ、と新之助は思った。


    　もともと剣術は相手を殺すのが唯一無二の目的であった。そして、そのためにあらゆる手段を用いるのが兵法であった。少なくとも乱世の昔は闇やみ討うちも集団戦法も卑ひ怯きようどころか正しいものだった。剣客は人を殺し、また殺される覚悟を常に持っていなければならない。


    　けれど、自分は人を殺すために剣を究きわめようとしているのか。否、それは違う。


    　そして、もう一度手の中の刀を見た。


    　なぜ剣を握るのか。


    「それでもよ……、剣術バカから剣術とったら何も残らねぇだろ」


    　大久保新之助はこれからも剣を振るう。そして、きっと斬るのだろう。


    「なら、刀もどうにかしないといけやせんね」


    　ふくろうはにっと歯を剥むいて笑った。


    　刀を調達するまでは丸腰ということになる。脇わき差ざしもあるにはあるが、正直かなり心こころ許もとない。


    「それまではましろが守ってあげるからだいじょぶだいじょぶっ！」


    　ましろはきゅっと手を握る。その温かさがある限り、新之助は殺人鬼ではなく、剣客でいられるのかもしれない。


    　ぼろぼろになった刀を、さくっと地面に突き刺した。


    　これは、ここで失われた命のための墓標だ。


    　もしくは、これから失われるかもしれない命のための。


    「行くか」


    　新之助は歩き出す。
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    伍　騒ぐ刀　　wonderful_sword!


    



    　朝方の山やま手て城下は騒がしい。登城前の朝あさ餉げ時だから、どこの家からも竈かまどの煙が立っていて素朴ながらも美味おいしそうな匂においがしてくる。


    　大おお久く保ぼ家もその例に漏もれず、ぱたぱたと忙しそうに動き回る人の気配がした。


    「ただいまー」


    「ましろちゃん、お帰りっ！」


    「ふぎゃっ！」


    　貴き恵えが飛び出してきてましろに抱きつく。


    「もう、どこ行ってたのっ！　心配したのよー」


    　新しん之の助すけとふくろうには目もくれない。だが、そのことは想定の範囲内なので二人ともするっと貴恵の横をすり抜けて居間へと向かう。ましろはそのまま土間へ連行されてしまった。


    　元げん之の丞じようは部屋に入ってきた新之助を見てむっつりとしている。


    「遅かったな」


    「あー、ちょいと野暮用」


    「あまり遊び呆ほうけているなよ。いらんことを言う連中もいるのだ」


    「……わかってるよ」


    　新之助は元之丞には目も向けずに吐き捨てるように言った。昔からことあるごとに世間体の話をされてきたのだ。武家にとって体面は何よりも重んじるべきものだ。しかし、大久保家の場合は新之助があやかしを視みるという体質のせいでさらに負い目がある。そのせいで、元之丞はより強く世間というものを意識しているのかもしれない。


    「ま、まぁまぁ、父上。新之助も久しぶりに帰ってきたんですから友達の家とか寄るところもあるでしょう。大目に見てやらないと」


    「ふん。節度を守れよ」


    　久ひさ磨まの助け舟はありがたいが、新之助は山手に友達と呼べる存在などほとんどいない。ふくろうはそのことを聞かされているから笑いをこらえている。


    「あ、そうだ。新之助、田た町まち様との繋つなぎが取れたぞ。夕刻、お屋敷で会ってくださるそうだ」


    　重い雰囲気をどうにかしようと久磨が話題を出す。


    「おー、ありがと。助かるよ、兄貴」


    　だが、新之助以上に反応したのが元之丞だった。


    「新之助。どういうことか説明しろ」


    「へ？」


    　新之助は次席家老・渋しぶ谷や清せい十じゆう郎ろうから田町を斬きるように密命を受けている。元之丞はそれが下された場面に居合わせているのだ。当然、それに絡んだ事項だと踏んだ。


    「まさか……、お前、やる気なのか」


    　元之丞は真剣な面おも差ざしで言った。斬るとも殺すとも言わないのは、そんな単語を口にしたくないからだろう。


    「いや、とりあえず会ってみるだけだよ。どうするかは自分なりに判断してからにする」


    　新しん之の助すけの目をじっと見てから、短く吐息を漏もらして元げん之の丞じようは返した。


    「軽はずみな行動だけはとるなよ」


    「わかってるさ」


    「失礼のないようにな」


    「それも了解」


    　元之丞はそれきり何も言わない。新之助も特にしゃべることはない。


    　父と息子むすこの会話終了。


    　別段この親子に限ったことではなく、父と息子の会話というのはこんなものだろう。だが、周囲の人間はなんだか気まずい場所に居合わせた気分になるのはなぜなのだろうか。


    　久ひさ磨まもふくろうもなんだか尻しりの辺りがむず痒がゆいような感覚に襲われて、とりあえず二人でしゃべってみる。


    「そういやぁ、お兄さんは剣のほうはどうなんです？」


    「いや、私はどうも争いごとが苦手な性質たちでして……。新之助ほどの剣才もないですしね。新之助は上うえ郷さと様に目をかけられるほどですから」


    　普段ならこういった会話に元之丞は乗ってこない。だが、今日は珍しく入ってきた。


    「新之助。上郷様にはお会いしたのか」


    「いや。昨日行こうとしたんだけど邪魔が入ってな。明日辺り行こうと思ってる」


    「馬ば鹿か者もの。田た町まち様よりも上郷様を優先するべきだろう。お前は序列というものがまるでわかっておらん」


    「っせーな。別に俺おれにとっちゃかわんねーっての」


    「馬鹿者。お前の意見などどうでもいい。周囲がどう思うかが重要なのだ。渋しぶ谷や様の耳に入れば疑われかねんぞ」


    「何を疑われるんだよ？」


    「お前が田町派に与くみしているのではないかという疑惑だっ！」


    　元之丞は声を荒らげている。それに応じる形で新之助の言葉遣いも荒っぽくなる。


    「くっだらねぇっ！　派閥なんざ俺には関係ねぇだろ」


    　二人を見ている久磨は黙りこくっていたが、口を開いた。


    「父上。派閥争いに新之助は無関係です。巻き込むのはやめていただきたい」


    　その口調ははっきりとしたものであったし、眼まな差ざしにも力があった。ふくろうは久磨という人間の評価を少し変えた。この男は普段はあんなに頼りないが、弟を守ろうとする強い意志がある。


    「久磨……。しかし、情勢は渋谷派が優勢なのだぞ」


    「まだ終結したわけではありません」


    　なんの話をしているのか新しん之の助すけにはよく掴つかめない。だが、お家騒動が本格化していて、二人の意見が割れているということだけは理解できる。そして、なぜ同じ家族でありながら二人が違う派閥に属しているのか、その理由に新之助は思い当たった。


    「なるほど……。親父おやじの考えそうなことだな。お家が大事って奴やつだ」


    　お家騒動の後に起こることは報復人事だ。敵対していた派閥の主要人物は軒並み要職から追い落とされる。だが、父と子が別れて双方についていれば、どちらの派閥が勝っても、大おお久く保ぼ家は残すことができる。


    　武家にとって家名を残すことは最大の義務であった。それは自己の種を後世に残すことであり、侍という名誉を引き継がせることでもある。また、もっとも重要なのが禄を相続させることだ。給与も世襲制だから、それがあれば子孫の最低限度の生活は保障できる。


    　元げん之の丞じようの判断は、藩の要職にある家としては賢い選択だ。


    　しかし、新之助は気に入らない。その表情を見て取って、久ひさ磨まは微笑ほほえんだ。


    「お前が怒るようなことじゃないよ。お前はいずれこの家を出て行く身だ。それにこれは俺おれと父上で話し合って決めたことだから」


    　久磨は新之助をずっと見てきた。


    　弟があやかしを視みることでどれほど辛つらい思いをしてきたかはわかってやれない。それから守ってやることもできなかった。


    　この兄は何をしてやれるだろうか、と考えていた。出した結論は、政治や武家の世界を引き受けて、家を守ること。新之助の帰ってくる場所を守ることだった。


    　だから、大久保久磨は譲れない。


    　元之丞は席を立った。


    「朝あさ餉げはいらんと伝えておけ」


    　煤すすけた背中は若干の老いを感じさせる。だが、背筋はぴっと伸びていて、気骨は衰えていない。彼にも譲れぬものがあるのだ。


    



    　朝餉の間、新之助はぼぉーっとしていた。


    　暗殺や犬神や考えなければいけないことはたくさんある。そこに、父と兄の話が覆いかぶさってきた。


    　次男である新之助は別に家のことなど気にしなくてもいい。むしろ、次男、三男など厄介者も同然だ。早いとこ婿むこ養子の相手先を見つけるか、剣名を上げて一家を立てる許しをもらうかしなければならない。当然、世の中では前者のほうが圧倒的に多い。


    　新之助は今までそんな先のことは考えてこなかったのだ。しかし、考えなければならないのかもしれない。大人になるということはそういうことなのだ、たぶん。


    　呆ほうけている新しん之の助すけの前を箸はしがひょいひょいと往復する。


    「食べないならもらいやすよ」


    「ましろ海の苔りもらいっ！」


    　はっと気づいたときは、膳から献立が二品消えている。


    「あ、ふざけんな、お前らっ！」


    　取り返そうとするが、既に胃の中に納められてしまって手の出しようがない。


    　とりあえず、ぐるるるーっと威い嚇かくして、残りのおかずを死守する。


    「嫌だよこの子は、食事時に呆けて。そんなんじゃ生き残れないよ？」


    「戦場か、ここは」


    　貴き恵えはころころ笑いながら、新之助の茶ちや碗わんに飯を盛ってくれる。とにかく、量を食べて補えということだろう。


    「なぁ、お袋。今回のことどう思ってんだ？　親父おやじたちから話聞いてるんだろ？」


    　新之助は茶碗を受け取るときにそんなことを聞いてみた。


    　貴恵はお茶の準備をしながら片手間感覚で答える。


    「さぁ？　わたしにはわかんないよ。政まつりごとなんてお上かみが勝手にやることさね。男がぎゃーぎゃーわめいて刀振り回して、でも、結局は何も変わらない。わたしにとっちゃ明日の夕ゆう餉げの献立のほうが大事だよ」


    「あ、ましろもさんせー。ましろ、難しいことわかんないし」


    「そうよねえ？　ましろちゃん、わたしに似てるわっ！　娘みたい……もう半分くらい娘なんじゃないかしら？」


    「意味がわからねぇよ……」


    　そのやりとりにふくろうが笑った。


    「貴恵さんの言うとおりです。今も昔もこの先も、庶民はお上に期待なんかしてないんですよ。悪いことがおこりゃ政治のせい。いいことあったら自分の努力のおかげ。そんなもんです。経済がどうのなんかより、家族の幸せが一番」


    　おそらく、それは貴恵だけでなく、領民のほとんどが思っていることなのだろう。政策も理念も興味が無い。誰だれが采さい配はいを振るってもそれが生活に直結しない限りは関知しない。


    「そんなもんかね」


    「そんなもんです」


    



    　夕刻、まだ日の沈む前に家を出る。木き屋や町まちから田た町まちの屋敷のある門前町まで歩くうちにちょうどいい頃ころ合あいになるだろう。


    　東の空にはもう月が出ていて、白い輝きを放っている。


    　新之助たちは昼間ゆっくりと休息していた。昨日の疲れもあるが、何より怪け我がの状態を考えて大事をとった。ましろの顔の腫はれは引いており、以前となんら変わりない。新しん之の助すけの腹の傷も、浅いものだから支障はないはずだ。


    　木き屋や町まちを抜けて左に折れた頃ころにふくろうは思い出したように言った。


    「あ、まじいや。新之助さんの刀のことすっかり忘れてた」


    「えぇっ？　無いとやばいよね？　新之助から刀を取ったらただの……」


    「うるせっ！　ま、今日はいいだろ。それに刀が無いほうがあっちも警戒しないだろうし」


    　実際、新之助の勘は正しかった。


    　田た町まちの屋敷前には警護の兵が二人いる。その程度ならいてもおかしくない。だが、それ以外に軒下や通りの横丁、向かいの辻つじの蕎そ麦ば屋などに用心棒風の浪人がいる。おそらくは秘密裏に雇った護衛なのだろう。


    　ふくろうとは途中で別れる。外から田町意おき次つぐについて調べるつもりらしい。


    　家老屋敷は壮大なものだった。田町は八百石取りである。それにふさわしい邸宅だ。


    　門番に名を名乗る。


    「大おお久く保ぼ新之助です」


    「うん？　ああ、聞いている。入れ」


    　なんだか偉そうな門番だなぁと思いながら一礼して横を通り過ぎる、と呼び止められた。


    「おい、その女はなんだ。連れがいるとは聞いとらんぞ」


    　ちっ、と危うく舌打ちが出そうになる。なんて言い訳しようかと新之助が考えながら口を開いた。が、それより先にましろが言う。


    「聞いてませんか？　今度わたしたち祝しゆう言げんを挙げるんです。だから、二人でご挨あい拶さつにきました」


    「しゅ？」


    　新之助は初耳で思わず声を上げそうになったが、げしっと足を踏まれる。にこにこと幸せそうに微笑ほほえむましろ。


    「そ、そうか。それはめでたいな。ま、いいだろ、行け」


    「ありがと。いこっ！」


    　ましろはぺこりと頭を下げて新之助の手を取る。そのまま玄関までてててっと小走りになった。


    「お前なぁ、言い訳にしても他ほかにあるだろ……」


    「いいじゃん、うまくいったんだから。それとも何？　新之助は嫌なの？」


    　じろっとやや冷たい眼めで見られる。ああ、これはアレだ。うまく答えないとまた怒られるやつだ、と新之助は経験から学んでいた。


    「い、嫌じゃないです……」


    「なら、よし」


    　屋敷の石庭は枯かれ山さん水すいだった。大きな石がいくつかあって、その周りをまるで流れる様に小石が敷き詰められている。見事だが、どことなく暗い庭。その苔こけ生むした大きな石の裏に、何かが潜ひそんでいる気配がする。じとりとした視線を感じて、新しん之の助すけは全身に鳥肌を立てながら歩く。玄関前には中ちゆう間げんだろうか、田た町まちの部下らしき男が控えていて案内してくれた。


    　通されたのはやや広めの客間だ。内装も豪華で襖ふすまには狩野かのう派はの絵が描かれている。欄らん間まには花鳥風月を模した透かし彫りが入れられており、瀟しよう洒しやといっていい。床の間には涼しげな水墨画が掛けられているし、唐竹の花入れに一輪だけ挿された桔き梗きようが侘わびた風情をかもし出している。部屋の内装一つとっても今の田町の権勢ぶりが窺うかがえた。金がかかってはいるが、決して下品ではないところを見ると、田町の趣味は悪くないようだ。


    「なんか緊張するね」


    　ましろはこういう雰囲気が苦手なのかさっきからちょこまか動いている。もちろん、新之助もこういう雰囲気は大の苦手だ。


    「なんかこの部屋すげーな」


    　しげしげと部屋を眺めていると、すっと襖が開いた。


    　浅黒い肌をし、少し背が低いがでっぷりとしており恰かつ幅ぷくがいい。田町意おき次つぐその人である。


    「待たせたな」


    　声には人を威圧する響きがある。


    「お前が新之助か」


    　田町がどかっと座りながら気安げに話しかける。


    「はい、先日江え戸どより帰郷いたしました」


    「そうか、どうだ。修行のほうは」


    「はい。日々精進してます。おそらくあと一、二年もすれば目録がもらえるかなっと」


    「目録、ねぇ。その程度の腕か？」


    　田町はくっと陰気に笑った。目つきは品定めするようでどこかいやらしい。まるで、こちらの実力を見てきたかのようだ。新之助の中で疑惑は確信に変わりつつある。だが、それを表には出さないように努めた。


    「え、ええっと…、そうですね、まぁ」


    「ふん、とぼけた顔しおって……。今日はなんの用だ？　まさか儂わしを斬きりに来たんじゃあるまいな？　まあ、人を斬るのに丸腰で来るほど阿あ呆ほうでもなさそうだが」


    　新之助はぎょっとする。けれど、言葉が反射的に口をつく。


    「こっちもあんな弱っちい刺客を放たれたんだからお相あい子こってとこでしょ」


    　新之助は鎌かまをかける。それを田町は鼻で笑った。


    「とぼけた顔のくせに目端は利くようだな。所詮、金で動くような連中では足止めにもならんかったか。もっともその程度で死ぬような毒にも薬にもならん奴なら、儂もいらんがな」


    「俺おれの実力を測ったってとこですか？」


    「まあな。大おお崎さき夢む想そう流りゆうの秘蔵っ子がどの程度か、使えるようなら渋しぶ谷やあたりを斬きらせようと思っておったが……。あいつも同じことを考えておったか」


    「さぁ、どうでしょうね。俺おれは派は閥ばつ争いにもお家騒動にも興味ないですから」


    　新しん之の助すけははぐらかす。だが、今、田た町まちの命を狙ねらうとしたら渋谷派以外ない。そこのところは田町もよくわかっている。


    「それなら、なぜ儂わしのところへ来た？」


    「んー。渋谷さんの話だけ聞いて判断するのも不公平かなと思って」


    「ふん、お前に言っても儂の考えは理解できん」


    　そう前置きしながらも、田町は説明を始めた。


    「お前、高たか田だ屋やは知ってるか？」


    「田町さんと付き合いのある回かい漕そう問屋のことですか？」


    「まぁ、そうだが。それだけじゃない。蝦え夷ぞ地ちの産物を売り捌さばいているのだ。蝦夷のものは高い値がつく。だから、儂は高田屋を抱き込んで山やま手ての産物を蝦夷に売り込み、蝦夷の産物を買い込んでそれを江え戸どに流している。そのためには専売制を実行して産物の販売権を藩が一手に握らねばならん。……まぁ、お前に言ってもわからんか」


    　新之助は田町の言葉を一つ一つ吟味した。


    　蝦夷の物は高い。だから、蝦夷の物を江戸で売れば金が手に入る。でも、蝦夷の物を買うには資金が要る。そのため、高田屋と提携をして当面の資金を獲得する。次に蝦夷側にはない商品である山手の産物を揃そろえる。だが、今までのように百姓や出入り商人たちに自由に販売させていると蝦夷用商品の数が足りない。なので、藩がすべて買い上げて専売制を実行する。あとは、山手・蝦夷・江戸の間で商品を回して利潤を稼ぐ。


    「ああ、そういうことか。でも、蝦夷の産物が値崩れ起こしたり、船が難破したらおじゃんじゃないですか。あと、凶作続きって聞いてますけど、商品は揃えられてるんですか？」


    　新之助が疑問を口にすると、田町は驚いた顔をした。


    「理解できたのか？　てっきり剣術バカだと思っていたが……」


    　そんなに頭悪そうに見えるのだろうか、と新之助は悲しくなる。ちなみにましろは話が難しくなることを察知するやすっと離れて調度品を物色している。


    「江戸にいればお金については多少詳しくなるんですよ」


    　新之助は若干拗すねたような口調になる。


    　実際、江戸と山手では経済感覚がかけ離れている。これは社会基盤が商業にあるか、農業にあるかの違いから来るものだろう。基本的に江戸は貨幣経済が市民の中に溶け込んでいる。つまり、住んでいるだけでも経済の基本的な仕組みが見えてくるのだ。


    「お前の質問だが、蝦夷の品の買い入れは高田屋に一任してある。奴やつらの買うものを買うようにしているから、値崩れも難破も大きな失敗はあるまい。儂わしが失敗するときは天下の高たか田だ屋やが潰つぶれるときだ。それと、凶作は米だけの話だ。それ以外はさほどの損失はない」


    　田た町まちは高田屋という専門家集団に業務を委託することで危険性を可能な限り低くしている。また、高田屋にしても固い顧客がついたわけだから安定して業務を行える。


    「じゃあ、特に問題は無い……？」


    「いや、そうでもない。今の藩主様のご病状が芳かんばしくない。おそらくあと数か月……。そうなると、お世継ぎが、な」


    「弟の上うえ郷さと様か、息子むすこの理り輔すけ様か」


    「うむ。上郷様は儂を嫌っているから、もし上郷様が藩主になれば儂は隠居させられる。そして、渋しぶ谷やが筆頭家老だ。だが、儂以外でこの政策ができる者はいない。ボンクラばかりだからな」


    　ほんと一言多いなこの人、と新しん之の助すけは思うが、口は挟まない。


    「渋谷は上っ面こそいいが、政策面では何もできやしない。なかなかの能無しだ。あれでよく次席家老までいけたものだ」


    　半なかば愚ぐ痴ちのようになっていることに自分でも気づいたのか、田町はごふんと咳せき払ばらいをしてから新之助をちろりと見る。


    「お前は渋谷よりはそこそこ見込みがあるようだな、頭も剣も」


    　素直に喜べない微妙な褒ほめ言葉に新之助はどう返してしていいか困った。田町はそんな反応はまるで気にせず、ましろに視線を移す。


    「それより……さっきからうろちょろしてるそのみょうちくりんな娘はなんだ。妹か？」


    　みょうちくりんだけでも相当ぴしっと来てたのに、妹呼ばわり。ましろの笑顔は冷たく強こわ張ばっている。


    「いや、そのなんっつーか……」


    「まぁ、なんでもいい。部屋の物を壊すなよ」


    「これ高いんですか？」


    　ましろは近くにあった壺つぼを無造作に持ち上げた。


    「あ、バカっ！　やめろってのっ！」


    　新之助が慌てて止める。が、意外なことに田町は止めない。


    「ふん、大したもんじゃない。だが、筆頭家老ともなるとそれなりの物を持ってないと品格が疑われるからな。まあ、それでもお前の給料じゃ買えないもんだ」


    　田町はいちいち一言多い。おそらくこういった辺りが不人気の理由なのだろう。


    　しかし、器は大きい。ましろの存在などまるで気にしていない。もっとも、田町はどんな人間が相手でも歯し牙がにもかけないのだろう。その態度には倣ごう岸がんさが滲にじみ出ている。相手を威圧し、黙らせ、自分の思うようにことを運ぶ、そういった種類の人間であるように思われた。


    「あ、ほらほら新しん之の助すけ、刀だよっ！」


    「持ってこなくていいってのっ！」


    　ましろは両手で重そうに刀を持ち上げる。その瞬間、ぴりっと青白い電光のようなものが刀を走った。


    「ひゃあっ！」


    「バ、バカっ！」


    　ましろが放り投げた刀を新之助は滑り込んで受け止める。ふう、と安あん堵どの溜ため息いきを漏もらしてから、新之助は手中の刀を見た。


    　その刀は雰囲気だけでもかなりの名刀だとわかる。拵こしらえもかなり上等で黒塗りの鞘さや、鍔つばは銀ぎん無む垢くで透かし彫りが施ほどこされ、柄つかには鷹たかをあしらった細工物がある。


    　思わずごくっと喉のどが鳴った。


    「抜いてもいいぞ」


    「えっ、いいんですか？」


    　聞きながら既に刀を抜いていた。二尺二寸三分、刃紋は乱みだれ刃ば。刀身には崩した書体で文字が彫りこまれているが、達筆すぎて読み取れない。玉たま鋼はがねの輝きが美しく、照り返す光だけで斬きれそうだ。


    「冷れい泉ぜい新あら鷹たかだ」
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    　新あら鷹たか、俗に冷れい泉ぜい新鷹と呼ばれる刀は乱世の初め頃ごろに打たれた刀で、数の少ない古刀だ。打った刀匠は大名の引き立てを受けなかったため、広く知られてはいないが、刀の強度をまったく損なわない華麗な刀身彫りの技巧と斬きれ味は、知る人ぞ知るものだ。


    　斬れる。


    　直感した。いや、確信したと言ってもいい。江え戸どの中なか西にし道場の門人でもこれほどの名刀を持っている人間はいない。新しん之の助すけにとっては衝撃的だった。


    　新之助の目は新鷹から離れない。それを見て田た町まちは珍しく笑った。人を小こ馬ば鹿かにするようないつもの笑い方ではなく、微笑だった。


    「その刀、そんなに気に入ったならくれてやる」


    「刀で俺おれを懐かい柔じゆうするつもりですか？」


    　新之助は冗談めかして返す。が、手はしっかりと刀を握っている。それを見て田町は片かた頬ほおを皮肉げに上げて言った。


    「お前が買収なぞされるタマか。そのくらいのことがわからんでは、筆頭家老はつとまらん。黙って受け取っておけ。それに……、儂わしには刀なぞいらん。お前の力も借りんわい。爺じいには爺の戦い方がある」


    　田町は新之助の目をひたと見る。彼には彼の戦い方があるのだ。


    　なら、大おお久く保ぼ新之助はどう戦うのか。そんな問いかけが潜んでいそうな笑えみを浮かべて、田町は部屋を去っていってしまった。


    「新之助、あの人いい人なんじゃない？」


    「ああ。刀をくれたしな」


    



    　田町屋敷を辞去すると、通りにはふくろうがいた。


    「首尾はどうです？」


    「ああ、刀をもらった」


    「はぁ？」


    　ふくろうは怪け訝げんな顔をして新之助を見る。なるほど、腰には大刀が差さっている。それも、かなりの名刀らしい。拵こしらえを見ずとも新之助の表情を見ればわかる。


    「物で釣られたんですかい？」


    「む。失礼な。これはアレだろ？　ご褒ほう美び的な？」


    「えらく都合のいい解釈ですね……。んで、話してみてどうだったんですか？」


    「そうだな。口は悪いが頭はいい。あと刀をくれたな」


    「……刀、よっぽど嬉うれしいんですね」


    　ふくろうは溜ため息いきをついてましろのほうに話を振った。


    「ましろちゃんはどうです？」


    「うーん、ちみもーりょーちょーりょーばっこって感じ？　クダも何匹か見かけたし」


    　魑ち魅みは山林木石の妖よう気きからいずるあやかしの総称であり、魍もう魎りようは水に棲すむあやかしのことだ。あわせて使う場合は様々なあやかしがいることを指す。田た町まち屋敷はあやかしの巣そう窟くつと化している。


    　新之助が田町屋敷に抱いだいていた印象はまさしくそれだ。特に庭を通ったときなどは総毛立つような感触がした。だが、あの客間は違った。空間が清められていた。


    「ああ、そいつぁ刀のせいでしょうよ」


    　ふくろうが新しん之の助すけの疑問に答える。


    「古い刀ってなそれだけで霊力を持つもんです。ましてや名刀となればなおさら。だから、ましろちゃんもぴりっとしたんでしょう」


    　それほどにこの新あら鷹たかは強い力を持っている。さらに、新之助という一流の剣客に握られれば新鷹は更なる力を発揮することだろう。


    「とにかく、田町のまわりにゃあやかしがいるってことはわかりやしたね。んで、クダもいたっと。刺客のことも認めたってことは、ほぼ決まりですかね。悪者決定ってことで」


    「でも、刀くれたしなぁ……」


    「この刀バカ」


    　ふくろうが思いっきり毒づく。


    「うるせっ！　あ、でも、決まりとも言い切れないぞ」


    「ん？　どういうことです？」


    　新之助は道々、田町の政策や今置かれている状況について説明した。どれも田町自身が語っていた内容と変わらない。ふくろうはいちいち相あい槌づちを打ちながら興味深そうに聞いていた。


    「へぇ。田町さんってな、なかなかの人物ですねぇ。みすみす敵に刀をくれてやるバカたぁ思えやせん。するってぇと、犬神はまた別口ってことになりやすね」


    「そうなんだよなー」


    　新之助は頭をわしわしと掻かく。自分が犬神に狙ねらわれる理由に心当たりがない。そもそも新之助が他ほかの人間と違う部分というのが、あやかしを視みるのと剣術くらいのものなのだ。それくらいの理由で暗殺なんてされるのだろうか、と疑問に思う。


    「あやかしと剣術、ねぇ」


    　新之助はぽそっと呟つぶやく。


    「あやかしと剣術？　何が？」


    　ましろが小首を傾かしげて問う。


    「俺おれが他の人と違うところだよ。あとは江え戸どにいたってことくらいか」


    「うーん。新之助は新之助な時点で他の人とは全然違うけどなぁ」


    　ましろも腕を組んで真剣に考えている。ふくろうも同じような格好をして、あれこれと思案している様子だ。


    「新しん之の助すけさん、大おお崎さき夢む想そう流りゆうってな他ほかにどれくらい使い手がいるんですか？」


    「大崎夢想流の遣い手はもともと少ないんだ。俺おれの師匠、上うえ郷さと様の周辺に何人かってところだな」


    「他に教えてるところはないんで？」


    「ああ、上郷様は唯一の師範だからな」


    　ふくろうはそれきり黙ってしまう。


    「ふくろう？」


    「……明日、行ってみやしょう。何かわかるかもしれない」


    「ああ、そうするか」


    　明日の予定が決まった。藩主の弟、日ひ暮ぐれ上郷と会う。もしかしたら、渋しぶ谷や清せい十じゆう郎ろうもいるかもしれない。二人に話を聞いてみればまた手がかりが増えるはずだ。


    



    　翌日の細々とした打ち合わせをしながら帰宅の途につく。だいぶ夜も更けてきたので、なるべく音を立てないように勝手口を通った。


    　家は静まり返っている。既に月が煌こう々こうと照っているのだから、家族は寝静まっていてもおかしくはない。何もおかしくはないのに、その静けさはどこか不吉だ。


    　新之助は屋内に一歩足を踏み入れる。瞬間、キイィーンと硬質な金属音が静寂を打ち破った。音の正体を探ろうと周囲を見回したときに風の音がした。


    　その風が斬ざん撃げきであると気づいたときには、既に新之助の身体からだは後方に二間ほど飛び下がっている。


    「誰だれだっ！」


    　すっと腰に手をやると、刀は耳鳴りのような音を立てて震えている。冷れい泉ぜい新あら鷹たかは主人の危機に反応し警鐘を鳴らしたのだ。これがなければ、おそらく今の一撃は避よけられなかった。


    「新之助かっ！　は、早く逃げろっ！　ぐっ…」


    　奥から元げん之の丞じようの声がした。どこか怪け我がでもしているのかその声は弱々しい。


    「親父おやじ!?」


    　駆け出そうとする新之助の前に黒い影が立ちはだかった。そこに存在していることになんの違和感もない、ごくごく当たり前の風景のように新之助の瞳ひとみには映った。


    　ただ一点、焦点の合わない目で白刃を握っている姿を除けば。


    「新之助っ！」


    　ましろが新之助を突き飛ばす。そうしなければ、血が流れていた。凶刃を振るったその人物は、なんのためらいもなく新之助を殺そうとしたのだ。


    　新之助は硬直したまま動かない。ただ呆ぼう然ぜんと目の前の人を見ていた。


    「兄貴……」


    「何をぼやぼやしてんですかっ！　あんた死にますよっ！」


    　言うが早いかふくろうは新しん之の助すけの身体からだを引き起こしてしゃんと立たせる。しかし、新之助の足取りはふらついている。突き飛ばされたおかげで久ひさ磨まとの距離はだいぶ開いていた。


    「おいおい、なんの冗談だよ……。酒でも飲んでんのかよ……」


    　その言葉には力が籠こもっていない。どこまでも横滑りしていく現実味の薄い言葉だ。それは新之助が目の前の状況を否定しようとするためだけに吐いた言葉だった。


    　久磨は答えない。ただ虚うつろな視線で新之助を見た。新あら鷹たかは未いまだ鳴り止やまず、それが頭の中にまで響いてくる。長い年月を経て主あるじを得た名刀は尋常ならざる事態に反応していた。


    　新之助は叫ぶ。


    「なんでだよっ！　兄貴っ！」


    「お前が、いなければ……」


    　ぼそっと紡つむがれた言葉に新之助はぎゅっと胸を締め付けられた。


    　わかっていた。新之助はいつかその言葉が言われてしまうのではないかとびくびくしていたのだ。


    　兄は優しかった。新之助のためにと、優しすぎる兄は常に新之助を気遣ってくれていた。


    　でも、それは自分を犠牲にし、心を殺し、ひたすらに溜ため込むことではなかったか。
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    　新しん之の助すけがいなければ、と。まだ幼かった頃ころの久ひさ磨まが思わなかったはずはない。そのことに新之助自身気づいていたのだ。


    「そうだよな……」


    　新之助は今更ながらに気づく。いつもいつも自分を気遣ってくれているたのに、守ってくれていたのに、自分はどうだっただろうか。


    　命を狙ねらわれていることも、田た町まちのもとへ乗り込むことも言わなかった。なぜ、本当のことを打ち明けなかったのか。危険から遠ざけておきたいと奇き麗れい事ごとを言って、結局のところ、久磨自身を遠ざけていたのだ。自分は、兄にすら心を開いていなかった。


    　がっ、と頬ほおに熱い衝撃が走った。


    「何を呆ほうけてやがるんですか」


    　ふらつく足取りで見ると、ふくろうが拳こぶしを握り締めていた。


    「武士ってなぁ、すぐに死のうとしやがる。あんたが死んで終わりかってんですよ」


    「仕方ねぇだろうが……」


    　吐き捨てるように新之助は言った。当然の報むくいなのだとそう言った。


    　熱くなった頬にそっとましろの冷たい手が当てられる。撫なでる手つきが火ほ照てりを冷ましていく。が、一瞬離れるとぱんっと叩たたいた。


    「仕方なくなんかない……。自分のお兄ちゃんなんでしょう!?　どうして信じないの？　本気で殺そうとなんてするはずないじゃないっ！」


    　ましろの肩は震えている。目には涙が溜たまっている。泣くこともできない新之助にはそれが宝石のように見えた。


    　新之助はぎりっと唇くちびるを噛かむ。新之助だってできることなら信じたい。


    「よく視みて……。新之助なら視えるはずだよ」


    　ましろは新之助の手を握り締める。そして、久磨に視線を向けさせた。


    　久磨の目は何も映していないかのように暗い。ただ嗅きゆう覚かくで新之助を把握しているかのように、じりじりとその足を進めてきている。その姿にはまるで生気というものがない。


    　ぐらっと新之助の視界が揺れた。


    　久磨の背後に何かがいる。狡こう猾かつそうな表情で新之助を嘲あざ笑わらっている獣。


    「狐きつね憑つきですよ。あいつらは心の隙すき間まに入り込みやがる。押し込められた憎悪や怨えん恨こんを無理矢理増幅して操るんです。特にお兄さんみたいに神経質な人は憑かれやすい」


    　ふくろうが言った。しかし、それは救いでも慰めでもない。久磨が新之助に対して憎悪を抱いだいていたという事実は変わらない。普段はまるで出てこない小さな小さな感情を、幼い頃に感じたほんの僅わずかな心の澱おりを贄にえにして妖よう狐こは存在しているのだ。


    　久磨自身はそういった感情を抱くたびに自戒し、否定し、拒絶してきた。押し込めて封印してきたはずだ。けれど、小さなささくれはいつしか棘とげとなって刺さっていた。


    　あやかしはその負の感情を嗅かぎ付け、隙すき間まをこじ開ける。不安を煽あおり、猜さい疑ぎを肥やし、恐怖を植えつけ、そして、利用する。


    　敵は、大おお久く保ぼ新しん之の助すけが兄に対して決して刀を抜けないことを知っているのだ。


    　けれど、それで終わりか。ふくろうの言葉が新之助の頭に響いた。


    　大久保久ひさ磨まは優しすぎた。その掌てのひらは温かすぎた。操られて共倒れするくらいなら、いっそこの手で終わりにさせようと新之助はすっと刀に手をかけて、久磨を見つめた。


    　いつもいつも側そばにいてくれた兄。


    　けれど、その優しさを利用する奴やつがいる。心の弱い部分を弄もてあそんで、陰で笑う奴がいる。


    　それを許してはいけない。そんな奴の思い通りにさせてはいけない。そんな奴にだけは屈してはいけない。


    　新之助は刀から手を離し、両足に力を込めて、床を踏みしめる。双そう眸ぼうには力が戻っていた。


    「ましろ、ふくろう。力を貸してくんねぇか。すげー個人的なことだし、身内のことだ。俺おれが悪いのかもしれねぇ。……でもよ、俺が死ぬか、兄貴が死ぬかなんてそんな結末まっぴらごめんだ。こんな汚ぇマネする奴ら、許しちゃおけねぇっ！」


    　新之助は吼ほえる。その言葉にふくろうは頼もしく笑った。


    「へへっ、言われるまでもねぇっ！　お代はつけといてあげますよ」


    「新之助のお願いなら聞かないわけにはいかないもんね」


    　ましろは柔らかく微笑ほほえむ。ましろにとってみれば、新之助に頼りにされることほど嬉うれしいことはない。


    「いいですか？　あっしの術が発動するまでは少し時間がかかりやす。その間、ましろちゃんはうまいこと撹かく乱らんしてください。そんで、新之助さんは隙をついて組み伏せんですよ？」


    「了解っ！」


    「ああ、わかった。頼むぞ二人とも」


    　すぐさま打ち合わせると、ふくろうは片手を胸の前に掲げ、呪じゆ文もんを唱え始める。意味までは聞き取れないが、低くて透き通るような声音は周囲の空気を着実に変えていく。


    　暗い部屋の中で鮮やかな白が躍動した。瞬転する体たい躯くは残像を描き、久磨の振るう刀をすり抜けて幻惑する。


    　そのとき、新之助の目は久磨だけを見ていた。刀の軌道も足の動きも背後のあやかしもすべてを捉とらえ、さらにその奥に眠っている久磨のあの柔らかい笑顔すら見ていた。


    　新之助の体が自然と動く。一瞬、揺らいだ久磨にすっと手を伸ばした。


    「今度は俺が助けないとな。……俺は、あんたの弟だから」


    　その腕には力が入っていない。だから、組み伏せるというよりは抱きかかえているのに近い。けれども、決して離しはしない。


    「上出来です。術式、発動……怨おんっ！」


    　ふくろうが吼ほえた。最後の仕上げと言わんばかりに声を張り上げると、部屋の空気が震えた。その振動に妖よう狐こは不気味な断末魔の叫びをあげ、憎悪に燃える瞳ひとみでふくろうを睨にらみつけるが、掻かき消えていった。


    「ありがとう」


    　新しん之の助すけが言ったその言葉はふくろうとましろにだけ向けられた言葉ではあるまい。ずっと、自分を守り続けてくれた人に対する感謝だった。
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    陸　懐疑は踊る　　show_must_go_on


    



    　新しん之の助すけは先日と同じ、日ひ暮ぐれ上うえ郷さとの屋敷へ続く道のりを歩いている。


    　幸い、元げん之の丞じようにも久ひさ磨まにも大きな怪け我がはなく、しばらく休むと意識を取り戻した。久磨に昨日の記憶はなく、元之丞と口裏を合わせ、怪我は酒のせいにしてある。


    　二人のことよりも、新之助としてはあの最中に寝こけていた母親の豪胆さに驚きを隠せない。


    「今日は犬が出てこないですね」


    「毎回出られたらたまったもんじゃねぇよ」


    「でも、犬女はくるかも」


    　ましろはあたりを見回して言う。


    「はぁ……それもたまらんなぁ」


    　新之助はうんざりした表情で溜ため息いきをついた。


    「ま、今度はあっしらもいやすし、犬くらいならどうとでもなりやすよ。ありゃたぶん犬神の眷けん属ぞくだ。おまけみたいなもんです」


    　ふくろうは余裕たっぷりに言った。が、ましろはうかない顔をしている。


    「うーん」


    「ましろ、どうかしたか？」


    「なんで犬とかわざわざ使うんだろ……。犬女だけでも十分なのに」


    「あ……」


    　銀ぎん眼げん黒こく髪はつ一いち尾びの犬いぬ神がみは実質最強と言っていい。単体で確実に新之助たちを追い詰めることができる。


    　新之助はふくろうのほうをちらと見る。この男ならそのあたりの答えに薄々気づいているのではないかと思った。そして、その期待をふくろうは裏切らない。


    「たぶん、まだ完かん璧ぺきには使役できないんでしょう。野犬を使ったのは保険みたいなもんですかね。んで、完全に使役できない理由が新之助さんにあるんだと思いやす」


    「その理由ってなんだ？」


    　新之助が問うと、ふくろうはふはぁーっと大きな溜息をついた。


    「あっしにだってわかりませんよ。あんた、人に聞いてばっかじゃなくて、自分で考えるようにしないとどんどんバカになりやすよ」


    「うるせ、わかったよ。悪かったな」


    「うん、ましろも考えてみる」


    　ふくろうの言うことが正論なので、新之助も聞き分ける。確かにふくろうに頼りすぎだ。反省して少し頭を使わなければ、と思考する。すると、ましろもそれに倣ならって一緒に考えてくれる。


    「あっ！」


    　ましろが頓とん狂きような声を上げた。


    「なんだ？」


    「あの犬女が、新しん之の助すけのことを、す、好きだから、とか？」


    「お前は何も考えなくていいや」


    



    　日ひ暮ぐれ屋敷は広大な敷地を持つ。また、屋敷の造りも堅牢で簡単に攻め込まれたりはしない。周りには堀が巡らされていて低いながらも石垣が築かれている。また、道場があり、そこが大おお崎さき夢む想そう流りゆうを伝える場だ。新之助にとっては山やま手てでは馴な染じみのある、思い出深い場所だ。


    　田た町まち屋敷とは対照的に警護は暇ひまそうな門番が一人だけだ。訪おとないを入れるとすぐに取り次いでもらえた。警戒が薄いのは、それだけ攻め込まれない自信が上うえ郷さとにはあるのかもしれない。


    　ましろはさっきから黙りこくっている。どうも大きい屋敷というのが好きではないらしい。新之助も得意なわけではないが、日暮屋敷は別だ。道場があるせいか、ひんやりとした静せい謐ひつな雰囲気がある。それが心地いい。


    　通されたのは上郷の寝室だった。


    　上郷が臥ふせっているのは渋しぶ谷やから聞かされていた。が、思っていたよりも元気そうで、布団に寝ているわけではない。脇きよう息そくに身体からだをもたせかけていた。その横には渋谷清せい十じゆう郎ろうがいる。


    「新之助、よく来たな」


    　一年ぶりの再会、上郷は幾分痩やせたように見えるだけで変わらず若々しい。ただ、目の下にできた隈くまがその秀麗な面おも差ざしに妖よう艶えんさを足していた。


    「お久しぶりです。病気って聞きましたけど、案外元気そうで安心しました」


    「なに、少し疲れが溜たまっているだけだ。あ、稽けい古こは勘弁してくれよ。それより、その女子おなごは？」


    　訊きかれて当然だよなーと思いながら新之助は言い訳を考える。が、またしてもましろが先に口を開いた。


    「ましろは新之助の許婚いいなずけです。そのうち祝しゆう言げんを挙げるかもなので、一緒にご挨あい拶さつに来ました」


    　はきはきと元気良く答えるましろ。


    「ほう……」


    　上郷は目を細めてしげしげとましろを見る。その視線が刺すように冷たい。


    　が、一転して温かな笑みを浮かべた。


    「ふっ、ふふふ。……ふむ、なかなか可愛かわいらしい娘ではないか。なぁ、渋谷？」


    「ええ、まことに。ともあれ、めでたいことです」


    　渋谷も柔和な笑顔をましろに向けている。硝子ガラスの奥の目はきゅっと細められていた。


    「江え戸どの生活はどうだ？」


    「んー、まぁ順調ですね。山手よりはよっぽど暮らしやすいです」


    　上郷の質問に新之助は歯に衣きぬ着せずそう答えた。相手の身分など一向にお構いなしだ。また、上うえ郷さと自身もそんなことを気にした様子はない。


    「そうか。まあ、たまには帰って来い。お前がいないと大おお崎さき夢む想そう流りゆうが廃すたれてしまうからな」


    　上郷は、はははっと鷹おう揚ように笑う。


    「門人は相変わらずいないんですか？」


    「うむ。まぁ、増やす気もないがな」


    「じゃ、俺おれと師匠と渋しぶ谷やさん、それから高弟たちだけですか」


    「いや、高弟たちは皆亡くなった。六十を超えた歳としであったからな」


    　上郷は遠い眼めをしてしみじみと言った。おそらくは故人を偲しのんでいるのだろう。


    「したがって、同門はわたしたち三人だけです」


    　渋谷が少し哀かなしそうな顔をしている。これも小さい古流剣術の運命なのかもしれない。


    「それよりも、新しん之の助すけ殿。少しお話がございます」


    　渋谷は言うとましろのほうをちらっと見た。内密の話がしたいのだ。部外者がいては困る。


    　ましろは新之助のほうを窺うかがう。新之助は無言で頷うなずいた。


    「じゃあ、ましろは外で待ってるね」


    　立ち上がるとてててっと小走りに行ってしまう。渋谷はその姿が完全に消えたことを確認してから話を切り出した。


    「昨日、田た町まち殿のお屋敷に行かれたとか」
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    「ええ、まぁ」


    「斬きりにいかれたわけではありませんよね？　一体何が目的だったのですか？」


    　渋しぶ谷やは眼鏡をくいっとあげる。硝子ガラスの向こう側には糾弾するような眼まな差ざしがある。


    「えっと……敵情視察？」


    　新しん之の助すけはたじろぎながら答える。嘘うそではない。少なくとも新之助の命を狙ねらっているかもしれない敵、と想定して行ったのだ。


    　渋谷は黙って新之助の顔を見ている。その横では上うえ郷さとが稽けい古このときのような鋭い眼光で射い竦すくめていた。


    　が、ふっと破顔して言った。


    「ほら見ろ、渋谷。新之助はそんな軽々しい男ではない」


    「へ？」


    　新之助は想定外の言葉にあっけに取られる。すると、渋谷が深々と頭を下げた。


    「そのようですね、わたしの取り越し苦労でした。いえ、新之助殿が田た町まち派に与くみしたと言い出す輩やからがおりまして、わたしも疑ってしまいました。申し訳ありません」


    　なるほどね、と新之助は思う。おそらく、田町屋敷に入っていく姿を渋谷派の人間に見られたのだろう。それを密告した者がいるに違いない。


    「新之助殿、いつ斬られるおつもりか、お考えを聞かせてくださいませんか？」


    　渋谷は涼やかな笑顔を浮かべて尋ねる。だが、その笑顔とは裏腹に言葉の裏には早く斬れという威圧が込められている。


    　新之助は追い詰められた格好になった。相手に言げん質ちを取られることは避けたい。かといって、曖あい昧まいに濁しても渋谷は追及してくるだろう。


    「渋谷、よい」


    　窮きゆう地ちを救ったのは上郷だった。渋谷は上郷の言葉に反はん駁ばくせずに黙って引き下がる。


    「新之助がやるのが一番信頼できるが無理にやらせる気はない。それよりも新之助、一刻も早く江え戸どへ戻れ。いつまでもここにいるとつまらぬ争いに巻き込まれるぞ」


    「つまらん争い、ね。それをやめることはできないんですか？」


    「無理だ。兄上が持ち直すことはない。となると息子むすこの理り輔すけが次の藩主になるのが順当だが、そうすると田町の専せん横おうが続く。私が立つよりあるまい」


    　上郷は田町の専横、と言った。新之助の判断する限り、田町の政策は私欲のためのものではない。


    「田町さんの政策は悪いもんじゃないですよ。それなりの根拠があると思うんですが」


    「確かにな。論としては正しい部分もある。だが、金があればいいという問題でもない。確固たる兵力をつけねば金があったところで諸外国の財布になるだけだ」


    　上郷は頷うなずいた。英明と讃たたえられる人物だ。田町のやろうとしていることは理解している。


    「それに、領民が疲ひ弊へいしきっているのは事実です。また、彼が癒ゆ着ちやくしていることも。このまま田た町まち殿が執政を続けることは不満や反発を招きます」


    　渋しぶ谷やが眼鏡をすっと押さえながら、新しん之の助すけをひたと見み据すえる。


    　確かに田町の心象は悪い。詳しいことを知らされていない領民が断片的な情報から判断すれば、田町は悪ということになるだろう。藩の屋台骨ががたがたになっているところに一いつ揆きが起これば、かなりの痛手を受けることになる。


    　どちらの言うことも間違いではない。だからこそ、争わなければならないのだろう。


    「おわかりいただけましたか。田町殿を斬きれば最も効率よく終わらせることができるのです」


    「でも、理り輔すけ様が政策を引き継ぐ可能性もあるんじゃ……」


    「田町殿がいなくなれば、自然と藩論は上うえ郷さと様に傾きます」


    　渋谷は冷然と言う。そして、それは疑いようのない事実なのだろう。


    「新之助、あまり首を突っ込むな。うまくいけば、今夜ですべて終わるやもしれん」


    「どういうことですか？」


    「今夜、定例の執政会議があるのです。議題はお世継ぎについて……。物別れに終わる公算が大きいですが、何かしらの進展があれば藩論を固めることもできるでしょう」


    　渋谷は上郷に代わって説明する。


    　この執政会議で決めることができれば問題は平和的に解決できる。もちろん、決定後は報復人事が取られ、片方の派閥は零れい落らくすることになるだろう。それでも、血が流れることはないはずだ。


    　だが、話し合い程度でこの問題が決着するだろうか。


    「お前は気にせずともよい。安心して江え戸どへ戻れ」


    　上郷は新之助の不安を読み取ったのか、そう言ってくれた。だが、新之助にはお家騒動とは別に懸念がある。新之助の命を狙ねらっている者、犬神を使役する者は誰だれなのか、兄の久ひさ磨まに手を出したのはどこのどいつか、それがわからなければ安心して江戸へ帰ることはできない。


    「新之助殿、わたしたちは会議の準備がありますので」


    　渋谷が申し訳なさそうに言った。確かに、夕刻までもうあまり間が無い。


    「あ、すんません。んじゃ、そろそろ失礼します」


    　新之助は立ち上がると一礼して部屋から出る。その直前に上郷のほうを見た。


    「師匠。俺おれは自分が守りたい人のために戦うつもりです。でも、弱い者を守るためには結局、他ほかの弱い者を犠牲にしなくちゃならないんですか？」


    「新之助、綺き麗れい事ごとでは誰だれも救えぬのだ。忘れるな。力は常に犠牲を許容している。より強い者のみが生き残る。それが……それだけが真実だ。貴様だって、誰にも頼らずに生きる力を求めて剣を取ったのだろう。それを忘れたわけではあるまい」


    　新之助はもう一度、黙礼して立ち去った。


    



    　玄関でましろが待っていた。


    「待たせたか？」


    「おそい……」


    　以前ましろは、待たされるのなんてなんでもない、と言っていた気がするが、新しん之の助すけの勘違いかもしれない。


    「なんの話してたの？」


    「ふくろうと合流してからにしよう。二度も説明するなんてめんどくさくてできねぇ」


    「えーっ？　ちょっとくらいいいじゃん」


    　ましろは文句を言うが、新之助は軽くあしらって歩き始める。つれない態度にましろがぺしぺしと拳こぶしを繰り出してくるが、痛くないので気にせずに門まで出た。


    「新之助さん新之助さんっ！」


    　曲がり角からふくろうが手招きしている。それを見つけてましろを促して駆けていった。


    「ちょっとは収穫あったぞ」


    　三人で並んで歩きながら新之助はわかったことを一つ一つ列挙していく。


    「とりあえず、今夜執政会議がある。そこで、お世継ぎについて話し合うらしい。んで、上うえ郷さと様は藩主になる気満々だな。あと、お前が気にしてた大おお崎さき夢む想そう流りゆうについてだけど、今遣い手は俺おれと上郷様、それから渋しぶ谷やだけだ」


    「へぇ～。渋谷ってな新之助さんに暗殺をお願いした人ですよね？」


    「ああ。高弟の人たちはもう亡くなってるらしい。まぁ、俺がいた頃ころから年寄りばっかりだったからなぁ」


    　新之助は別段、高弟たちと親しかったわけではないのでその死を悼いたんだりはしない。それに可愛かわいがられていたわけでもない。むしろ、疎うとまれていたといっていい。


    　ふくろうは黙って何か考え事をしている。その隙すきを縫ぬって、ましろが元気よく手を挙げた。


    「はいっ！」


    「はい、ましろくん」


    「えっと、ましろもちゃんと探してましたっ！」


    　ましろの役割はあやかしを探査することだ。先の田た町まち屋敷でも岩の下にいる虫みたいにうじゃうじゃとあやかしがいたのを発見している。


    「あのお屋敷は全然いなかったよ。もう、なんていうか皆無？　あやかしを追い出す何かがあるのかも」


    　ましろは忌いま々いましそうに振り返る。


    「あー。まぁ、お社やしろとかあるしな。それで祓はらってんのかもなー」


    　新之助は道場の裏にひっそりと建っている小さな社のことを思い出した。


    「ましろちゃん、本当にまったくいなかったんですかい？」


    「うん、もうましろなんているのも嫌ぁな感じ。普段ならまず近寄らないな」


    「そうだったんか、悪いな。無理させて」


    　居づらい空間に長居させてしまったことを申し訳なく思って新しん之の助すけは謝る。ましろはにこにこ笑って首を振った。尻尾しつぽと耳がぱたぱたしているから、新之助の気遣いが嬉うれしいのだろう。猫というよりは犬っぽい。


    「とりあえず上うえ郷さと様を疑ってもしょうがないよな。まぁ、師匠が俺おれを殺しても得することないし当然だな」


    　そもそも新之助を殺して利益を得る人間などいるのだろうか、と疑問に思わないこともない。それでも、師匠を疑わなくて済んだことはいいことだろう。


    　だが、ふくろうの顔つきは厳しい。それを不審に思って新之助は声をかけた。


    「ふくろう、どうしたんだ？」


    「ましろちゃん、大おお久く保ぼの家にはどんなあやかしがいます？」


    「え？　うーん、なんか火守ってるおかしなのとか、土いじってる変なのとか……あと、やけに元気なしゃもじとか、無駄にうるさいお鍋とか」


    「ひどい言い方だな。まぁ、わからんでもない……」


    　新之助にもいくつか心当たりがあるのか、同意する。


    「屋や敷しき神がみ、荒こう神じん、土ど公こう神しん。それから九十九つくも神がみですね。九十九神に関しちゃ新之助さんも知ってるでしょ？　近ごろ江え戸どで人気の石せき燕えんの絵でお馴な染じみのアレです」


    「ああ、あれ結構うまく描かけてるよな。割りと似たの見かけるぞ」


    　新之助の言葉にふくろうは一つ頷うなずいてから続きを話す。


    「どの家でも何かしらのものが憑ついてんです。それがまったくいないなんて不自然なことなんですよ。人為的に何かしない限り、そんなことはない」


    「全部、祓はらったってことか？　いや、結界か？」


    「それもできないこたぁないですが、やる意味がないです。むしろ、空白地帯にして変なのを呼び込んだら余計厄介ですからね」


    　人間に無害なダニを手当たり次第に駆除したとしよう。すると、そのダニを餌えさにしていた無害なダニは餌がなくなり、人間を襲うようになるという。これと同じ現象のことをふくろうは言っているのだろう。


    「でも、一つこれと同じ現象が起きる場合があるんです」


    　ふくろうは話そうかどうしようか一瞬迷った。この少年にとって、それがいいことか悪いことかはわからない。何も知らずにさっさと江戸へ戻れば済む問題なのかもしれない。


    　だが、選択肢は与えようと思った。真実を受け入れるのも野に埋めるのも彼が決めればいい。ただ、自分は卑ひ怯きようだな、とふくろうは思う。少年の出す答えがわかっているのにその選択をさせるのだ。そして、それを自分の仕事に利用しようとしている。けれど、それでも。


    　卑ひ怯きようで結構。八はつ丁ちよう堀ぼりのふくろうには使命がある。


    「犬神が憑つくと、その家のあやかしは駆逐されんですよ」


    　さぁっと風が吹く。梢こずえの葉を揺らし、砂を巻き上げ、新しん之の助すけとふくろうの間を吹き抜けていく。


    「おいおい……」


    　呆ぼう然ぜんとしている新之助の表情を窺うかがいながら、ましろが口を開いた。


    「新之助、たぶんそれあってるかも……。結界って言うよりは縄張りに近いんだよ、あの感覚……」


    　太陽が陰り、群ぐん青じよう色に染まった空には月が昇り始めている。金こん色じきの真円は雲を払って地上に光を降り注いでいる。


    　林道の中は薄暗い西からの残照と、前に輝く月光とでよく見渡せる。


    「それと新之助さん、大おお崎さき夢む想そう流りゅうなんですけどね」


    　ふくろうは一旦言葉を切る。これから話す内容に自分自身が半信半疑なのか、まるで言い聞かせるように間を置いた。


    「剣術以外に、呪じゆ術じゆつの側面がありやす」


    「はぁ？　んなわけねーだろ。俺おれ、免許皆伝だけど何も知らないぞ？」


    　ふくろうはこほんと咳せき払ばらいをしてから逆に尋ねた。


    「夢む想そう流りゆうの技、名前を教えてもらえやすか？」


    「んっと、一の太刀・開かい闢びやく。二の太刀・三さえ枝ぐさ。三の太刀・龍りゆう尾び。四の太刀・玄げん翁のう。五の太刀が……」


    「そこまででいいです。こじつけって言われても仕方ないんですがね、気になるんで言っておきます。開闢は開かい白びやく、つまり法ほう会えや修行を始めるときに本尊の前で祈願の内容を述べることに通じています。それから、三枝。こいつが読みを変えると三さん尸しってぇ人間の腹中に住む妖よう虫ちゆうに通じてんです。龍尾はそのまんま竜なんでしょうけど」


    　三尸の虫は人に棲すみつく上じよう尸し・中ちゆう尸し・下げ尸しの三匹の虫のことだ。庚こう申しんの夜にその人の罪を天に告げに行くという。これは中国の道教に由来するが、仏家や神道にも伝わっている。


    「いや、こじつけだろう……」


    　新之助はそう言わざるをえない。いくらなんでも無理矢理すぎる。大体、それがどうしたというのだ。


    「いいですか？　言こと霊だまってのがあるんです。技の名前に封じ込めて接点を作ることで、あやかしの力を組み込む。妖よう異いを封じる剣になるんですよ。実際、それが技の威力に関係するかはわかりやせん。でも、確実に意味づけされちまう」


    「……存在の力、か」


    　ふくろうは頷うなずいた。あの河原で講釈した話である。万物は意味づけされることによって、そのものの本質を超えた存在になりうるのだ。


    「それと、お屋敷に社やしろがありましたけど、あそこに殺せつ生しよう石せきの欠片かけらが祀まつられてんですよ」


    「殺生石？」


    「金こん毛もう白はく面めん九きゆう尾びの妖よう狐こが退治されたときに変化した石のことだよ。お坊さんに割られちゃったけど……」


    　ましろが注釈を入れる。


    「そのときに、欠片が四散したんです。そして、そこからあやかしが生まれた。オーサキ、尾お裂さき狐ぎつねです。大おお崎さき夢む想そう流りゆうはこれに由来してると思いやす」


    「マジか……。殺生石の話なんて全然教えられてねぇぞ……」


    　新しん之の助すけはひどく驚いている。自身の修めた剣にそんな謂いわれがあるなど、まったく知らなかったのだから無理はない。


    「まぁ、あの殺生石が本物かわかりませんがね。でも、本物でも贋にせ物ものでもどっちだっていいんです。大事なのは意味づけですからね。四の太刀の玄げん翁のう。これが殺生石を割った僧の名前なんですよ」


    　殺生石を祀り、オーサキを流派の名前に組み込み、玄翁の名を冠する技を創つくる。このことにより、大崎夢想流はあやかしとの結びつきを強くした。


    「全然知らんかった……」


    「仕方ありやせんよ、専門家のあっしだってわかんなかったんだ」


    　新之助の肩をふくろうがぽんと叩たたいた。


    「続けやすよ。大崎夢想流は名前の中にあやかしを入れやした、組み込みやした。これってあやかしって存在を括くくったことになると思いやせんか？」


    　新之助は首を曲げずにふくろうのほうを横目で見る。これからふくろうが何を言うつもりなのか、薄々感づいてしまった。


    「犬いぬ神がみ括りの呪じゆ法ほう……」


    　ふくろうはその言葉にこくんと頷うなずく。


    「おそらくはそういう秘術があるんだと思いやす、狸たぬきに使った呪法とは別のね。安易に使うとばれる可能性があるから、あえて違う系統の呪じゆ術じゆつを使ったんでしょうけど」


    「でも、オーサキは狐きつねなんだろ？　犬神は狐じゃないぜ？」


    　新之助が小首を傾かしげて言うと、ふくろうは背負しよい子こをがさごそと漁あさる。ぱっと二人の目の前に出されたのは一本の竹筒だった。


    　そして、ぽんっと栓をあけると、にょろーんと何かが出てきた。


    「新之助さん、こいつ何に見えやすか？」


    　きょろきょろとあたりを見回している小動物系の生き物はましろを見ると慌てて竹筒に引っ込もうとする。それをましろはふーっと毛を逆立てて威い嚇かくし襲い掛かろうとする。


    「これってクダだろ？」


    　新しん之の助すけはましろの襟えり首くびを掴つかんで竹筒から引き離しながら言った。


    「ええ。なんの動物に近いですかね？」


    「ネズミかイタチか……。でも、どっちとも違うからよくわからん」


    「クダギツネとも呼ばれてるってな話はしましたね？　こいつが狐に見える人もいるんです。だったら、犬と狐の境界線も曖あい昧まいなもんじゃないんですかね？」


    『よくわからないもの』を見たときに、人はそれに最も近いものを自分の記憶や経験と照らし合わせて判断する。あやかしという存在は常に不確実性を内包した状態にあるから、その正体を観測する者の主観によって、受ける印象は異なるだろう。観測者が観測することによって、その方向性は決定付けられるのだ。


    　もとは同根であった一つの存在が人々の主観、意味づけによって変化、分派しているのだ。だとすれば、妖よう狐こも犬神も人じん狼ろうもその祖先は同じ、獣様のあやかしだろう。


    「つまり、もとをただしゃあ、オーサキも犬神もおんなじなんですよ。おそらく、オーサキとか犬神とかの根源にあたる存在を括くくれるように改変した術式なんでしょう」


    　大おお崎さき夢む想そう流りゆうは犬神を括ることができる、その仮説には信しん憑ぴよう性せいが増している。もし、それが事実だとすれば、


    「あの犬神を使役してるのは師匠か渋しぶ谷やさんってことか……」


    「まぁ、二人が組んでやってるってほうが自然でしょうがね」


    　それは、師である日ひ暮ぐれ上うえ郷さとが、弟子たる大おお久く保ぼ新之助を殺そうとしていることを示す。


    　新之助は首を振る。そんなことはありえない。そんなことは到底承服できない。


    「俺おれを殺す理由がねぇだろ」


    「……それは新之助さんが大崎夢想流を究きわめているから、じゃないですかね。犬神を使役できる人間が複数いると、支配権の混乱が起こる。凧たこに何本も糸がついてたら思うように動かせないでしょ？　あんたが殺気を放ったとき、その秘術が発動してんでしょう。おそらく犬神はそれに反応して止とどめを刺さなかったんだ。それにね、あんたは渋谷と違って山やま手てを出て行った身だ。いってみりゃ外部の人間。策略に抱き込めなきゃ、その力は邪魔でしかない」


    　日暮上郷は藩主の弟だ。自身が藩主になるためには兄が死ななければならない。そのために、大崎夢想流の秘術を使おうとした。しかし、障害になりうる者が折おり悪あしく戻ってきた。となれば、足止めするか、追い返すか、それとも殺すか。


    　ましてや、新之助の実力は師である上郷が一番よく知っている。生なま半なかな刺客では討ち取れないからこそ、犬神を放ったのだ。


    「くそっ！　ほぼ決まりじゃねぇかっ！」


    　新之助は足元の下草を忌いま々いましげに蹴ける。剣を教えてくれ、自分の境遇を変えてくれた師が自分の命を狙ねらっている。その疑念は新しん之の助すけが今まで生きてきたことをまるごと否定してくるようだった。


    「で、でも、まだそうと決まったわけじゃないよっ！　あの人たち、偉いんだから犬神を使う必要がないじゃんっ！」


    　ましろは必死で考えている。新之助の心を守りたいから。


    　だが、それをふくろうは無情とも言える冷たい論理で打ち砕く。


    「残念ですけどね、前提が間違ってんですよ。使って今の状態だと考えるんです。犬神は契約した家に富と災厄をもたらしやす。犬神使いの家は一時、繁栄した後、それと引き換えに没落する。じゃあ、富ってななんでしょ？　地位や名誉、つまりは出世。渋しぶ谷やさんの栄達はこの数年でなされたもんだ。じゃあ、災厄ってのは？　この山やま手ての凶作でしょうよ」


    　犬神憑つきの家はその代は繁栄した後、それ以上に零れい落らくすると言われている。


    　しかし、犬神による災厄の正体は犬神自身の悪意によってなされるものでないことを説明しておくべきだろう。犬神のもたらす力は善でも悪でもなく、ただ純粋な、それでいて因果を捻ねじ切るような途方も無い力として存在している。契約者に富や英知を与えるような正の働きをするが、引き換えにその子孫や周囲の人間に不幸を振りまき世界の平衡を保とうとする。このことは犬神が意図して起こしているのではなく、世界が作用に対する反作用として起こすべくして起こすのだ。


    　その力を使役するものが指向性を与えることで動き出す。


    「上うえ郷さと様と渋谷が、まさか……」


    　新之助はまるで呪じゆ詛そを込めるようにその名前を呟つぶやいた。その怨えん嗟さの声に拍車をかけるようにふくろうは続ける。


    「藩主が急に病気になって、次期藩主の座が転がり込んでくるのも幸福て言や幸福でしょう」


    「くそ、なんてこった……」


    　新之助はぎりっと奥歯を噛かみ締める。


    　やはり、話すべきではなかったか、とふくろうは思う。何も知らせずに江え戸どへさっさと帰せば新之助は傷つかずにすんだ。小さい頃ころから常人とは違うことで虐しいたげられ続けた少年。そして、そこに差し伸べられた手。けれど、それすらも欺ぎ瞞まん。救いは呪のろいに転化しようとしている。


    「新之助……」


    　ましろは新之助に一歩歩み寄る。何もしてあげられないけれど、全然守ってあげられないけれど、役立たずだけれど。


    「新之助さん、信じてた人に裏切られたのは辛つらいでしょうけど……」


    「そうじゃねぇ。そんなことじゃねぇんだ……。師匠がどうとかそんなことはどうでもいい。俺おれのことなんて後回しだ」


    　新之助はきっと顔を上げる。その瞳ひとみには絶望も諦てい観かんもない。あるのはただ、意思の光。気高く、力強く、滾たぎるほどに熱い眼光。


    「犬神は繁栄のあとに災厄をもたらすって言ったな？　だから、渋しぶ谷やは出世して、藩は凶作。じゃあ、今度は？　上うえ郷さと様が藩主になって、そしたら何が起こるんだ？　渋谷みてぇなちんけな奴やつでも大凶作なんだ。だったら今度はもっとひどいことになる……。それだけじゃねぇ。俺おれを狙ねらうためだけに兄貴にまで手を出すような連中だぞ。じゃあ、次は……」


    　因果応報。その言葉が頭をよぎる。そして、その先に広がる地獄絵図も。


    　新しん之の助すけを狙うために久ひさ磨まを操った。その一事だけでも彼には刀を握る理由がある。


    　だが、それよりも何よりも、自らの欲望のために他ほかの者を犠牲にすることが許せない。弱者は犠牲にするものではない。守るべきものだ。新之助自身、守られてきたのだ。


    　だから、弱者の犠牲を許容するような人間に力を持たせてはいけない。


    「師匠、あんた間違ってるぜ……」


    　新之助は駆け出す。満月は輝きを増しながら高度を上げていく。太陽は既に地平へと沈みこんでいる。消えてゆく残光を追うように新之助は城下へと走った。


    



    　ふくろうは駆けながら、横を走る少年を見る。


    　見込み違い、そんな言葉が頭に浮かんだ。


    　最初はバカなガキだと思っていた。それから、次は同情した。幼い頃ころの体験のせいで屈折した諦てい観かんと鬱うつ屈くつした感情を抱いだいた男だと、そう思っていたのだ。だから、信頼する師匠に殺されかけるという事態は彼にとって酷こくだろうと哀れんだ。


    　けれど、違った。


    　大おお久く保ぼ新之助はバカなガキでも、哀れな男でもなかったのだ。自らに降りかかった不幸を見ようともせずに、他人の不幸を案じる侍だった。いや、まったく御お見み逸それしやした。


    「それにしても、意外ですねぇ」


    「何がだよ？」


    　息も切らさずに二人は会話する。


    「うん、新之助は山やま手てのことなんてどうでもいいと思ってるのかと思ってた」


    　ましろもひょいひょいと木を避よけ、石を飛びつつ話に参加する。


    「山手なんかどうでもいいに決まってんだろ。こんな陰気な土地、勝手に滅びゃいいんだ」


    　新之助はつまらなそうに言う。


    「でも、誰だれかの我わが侭ままで滅ぶのは違う。お袋みてぇになんの関係もないのに割り食う奴やつがいる。兄貴みてぇに必死に働いてる奴がいる。………親父おやじみてぇに何かを残そうと頑張ってる奴がいるんだ。それを手前勝手な理由で潰つぶすなんて許せねぇんだよ」


    　自分が恥ずかしいことを言っていると思ったのか、ぷいっと顔を背そむける。その照れた様子にふくろうは豪快に笑い、ましろも微笑ほほえむ。


    　今、自分はうまく笑えただろうか、とましろは不安に思う。


    　新しん之の助すけは強い。強くしてくれた師匠に裏切られ、殺されかけても、そんなことに負けないくらいに強い。


    　師匠のことなんてどうでもいいと彼は言った。それよりも大事なことがある、守らなければならないものがある。新之助を支えてくれた家族のために彼は戦うのだろう。


    　じゃあ、自分はどうなんだろう。あやかしで、新之助の家族じゃない、自分は。彼が今から斬きろうとしている犬神と、祖を同じくする自分は。


    　新之助が強さを手に入れれば、もうましろは必要ない。そばにいる理由はなくなる。どころか、あやかしである自分が近くにいれば邪魔になるかもしれない。そんなのは耐えられない。新之助の邪魔になるくらいなら消えることを選ぶ。


    　それでも、このことが終わるまでは一緒にいられるはずだ。いや、一緒にいるために精一杯戦おう。共にいられるのはこれが最後かもしれないけれど。そう強く決意する。


    



    　執政会議は大方の予想通り、藩主の弟・日ひ暮ぐれ上うえ郷さとと渋しぶ谷や清せい十じゆう郎ろうの一派が有利に進めていた。


    　両派の人数構成は田た町まち派が三割、渋谷派が四割、残る三割は動かずに日ひ和より見みしている。終盤になってから勝ち馬に乗るつもりなのだろう。


    　この重要な会議には大おお久く保ぼ元げん之の丞じよう、大久保久ひさ磨まも怪け我がを押して参加している。だが、二人とも発言することはなく、じっと事の成り行きを見守っていた。


    　主に発言しているのは渋谷清十郎と田町意おき次つぐの二人だ。


    　渋谷派にとっての攻撃材料はもっぱら田町の専横、癒ゆ着ちやくについてである。


    　大おお目め付つけを通じて調べられた高たか田だ屋やへの金の流れについて渋谷が言及すると、傍観を決め込んでいた中立派からも鋭い憤慨の声が上がる。だが、田町がそちらを一ひと睨にらみすると、急に静かになってしまう。


    「渋谷殿。今のお話だが、高田屋から金を借りなければ藩は確実に滅んでいた。他ほかに方法はなかったのではないか？　それに、あなた方が交渉した商人はどこも金を出さなかったではないか。利を食わさねば商人は動かん。そんな単純なこともお分かりいただけないのか？」


    　田町は皮肉を込めてずけずけと言う。その迫力に日和見連中だけでなく、渋谷派の面々も黙り込んでしまう。


    　が、渋谷だけは毅き然ぜんとした態度で返す。


    「なるほど。確かにその通りです。ですが、高田屋でなければならなかったかは疑問ですね。どの商人を選ぶかは執政会議で精査すべきことだったのではないですか？　何も、あなたが常つね日ひ頃ごろから懇こん意いにしている高田屋に強行に決める必要はなかったはずです」


    　その論ろん駁ばくを田町は鼻で笑う。


    「会議にかけていれば、その間にどれだけの領民が飢えたことか。苦労を知らずに出世すると下々のことが見えないようですな」


    「無駄な努力を重ねると、卑ひ怯きような手段を好むようになるのですね。公平性が失われ、領民に不満が溜たまれば飢える前に城を襲うでしょう。透明性のある政治が領民の信頼を勝ち得るのです」


    　派閥の領りよう袖しゆう同士、一歩も譲らない。のらりくらりと平行線のままだ。だが、この会議の目的は田た町まちを追い詰めることではない。


    「私は次代の政権では誠実な政治をしたいのです。今の政権は金に汚れ、私腹を肥やさんという欲に塗まみれている。それを一新しなければならない」


    　渋しぶ谷やがやんわりと次の政権の話を切り出す。初めからお世継ぎの話をすることは、現藩主の死を望んでいるかのようにとられかねない。遠回りのようだが、体面を憚はばかって話の順序を組み立てるのは武士たちにとっては普通のことだ。したがって、さっきまでの田町と渋谷のやり取りも予定調和といっていい。


    「理想を掲げるのは結構だが、所詮は絵に描かいた餅もち。実現するだけの資金はどこから捻ねん出しゆつするというのだ。現在の政策を引継ぎ、藩財政を立て直すのが先決。そうすれば、景気は良くなり、領民の金回りもよくなる」


    　政策論議では田町のほうが一枚上手だ。実際に与党として藩政治を切り盛りしているのだから、政権担当能力は折り紙付きだ。一方、野党の渋谷は言葉こそ聞こえがいいが、机上の空論と呼ばれても仕方がない。具体的な裏づけが存在せず、感情論に終始している。与党の失点を突くことで揺さぶりをかけることしかできていない。


    　このままでは、藩論は田町に傾くだろう。渋谷は自身の得意な分野に話を変える。


    「金勘定のことにばかり執着していると、思わぬところから足をすくわれますよ。現に今、日本の周りには異国の船がいくつも出没しているのです。これらの船は大砲を持ち、我々の領土を掠かすめ取ろうとしている。今こそ、農政に力を入れ、兵糧を蓄え、来るべき戦のために藩が一丸とならなければならない」


    　渋谷はこの時代の地方では最先端とも言える外交論を展開した。だが、田町はくくっと低いくぐもった声で笑う。


    「どこぞで聞きかじった知識をひけらかすのも結構だが、少しは自分の頭で考えないと恥を掻かくぞ。せっかくだから教えてやるが、ご公儀は夷い狄てきと戦うつもりはない。そもそも兵装が話にならんほどに違うのだ。こちらの大砲は相手の船には届かん。だが、敵の大砲は届く。我らには軍艦もないから海戦では勝ち目がない。かといって陸戦は銃の数が違う。我々の火縄銃は当たらんが西洋式銃は百発百中。勝てる道理がない。理解できたか？」


    　田町は一つ一つ、それも渋谷よりも具体的に、詳細に外交について話す。理路整然とした内容は渋谷よりも説得力がある。


    　田町が鼻で笑って嘲あざけると、それに追つい従しようするかのような笑いが起きた。


    　渋しぶ谷やの顔は蒼あおざめている。決して、体調が悪いわけではない。死にも勝る屈辱を受けた怒りのあまり、逆に血が引いてしまったのだ。


    「お、おのれぇ……」


    　渋谷は声を震わせながら刀に手をかける。その危険な雰囲気に一座がざわめいた。


    　刃にん傷じよう沙ざ汰たに及ぶ、と誰だれもが思ったときだった。


    「控えろ、渋谷」


    　威厳に満ち溢あふれた声と共に、すぱーんと襖ふすまが豪快に開け放たれた。


    　日ひ暮ぐれ上うえ郷さとは居い丈たけ高だかに上座へと進むと、一段上から田た町まちを睨にらみ付けた。


    「田町ぃ」


    「上郷様……」


    　田町は口をきっと引き結び、下を向く。だが、眼めだけは鋭く光り、不服従の意思がある。


    「先ほどの発言、ご公儀に弓引くものではないか？　ご公儀は異国に関する妖よう言げんを禁じておる。我が藩の筆頭家老がそんなことを言っておったと知られれば藩に処分が下るのは避けられまい。今のうちに貴様を処分せねばなるまいなぁ？」


    　田町は平伏した。そのすぐ横に上郷は歩み寄ってきて、冷笑を浮かべて見下ろしている。


    「謹慎、閉門、永えい蟄ちつ居きよ……。いや、人の口には戸が立てられぬとも言うな。田町、責任を取って隠居しろ。それとも、家名断絶、藩追放がいいか？」


    「上郷様。お言葉ですがあなた様では藩は救えますまい。藩主の器ではない。ただ藩主という名誉が欲しいだけの小僧に何ができる」


    　田町はすっくと立ち上がり、上郷を一喝する。


    　上郷は口をかぱぁと開いて大声で笑う。その耳まで裂けたような口は赤く、不吉な印象を抱いだかせる。地の底がぐらぐらするような低い声は聞く人の肌を粟あわ立だたせた。


    「よく吼ほえた、田町。手打ちにしてくれる」


    　上郷はすっと居合いの構えに入る。大おお崎さき夢む想そう流りゆう、一の太刀・開かい闢びやく。


    　その叩たたきつけるような殺気だけでも田町は倒れそうになる。が、目も瞑つぶらなければ後ろにも下がらない。政まつりごとに関かかわると決めたときから、いずれはこうなると思っていた。出世するためにはあらゆる汚いことに手を染めてきた。恨みも嫉そねみも妬ねたみも背負ってきたのだ、偉くならなければ正しいことができなかったから。


    　常に、誰だれかに殺されるという最期を常に予想していた。だから、この死すら甘んじて受け入れよう。唯一の心残りは自らの手で山やま手てを復興できなかったこと、か。


    「死ね」


    　上郷の剣が放たれる。前に立つもの全すべてを切断し、吹き飛ばす凶刃。


    　一座は騒ぎ立て、部屋を駆け出していく。沈み行く船上のように誰もが逃げ惑い、度を失って叫び声を上げる。


    　それらすべてを断ち切るように無風の室内に風が逆巻き、轟ごう音おんを立てる。が、風は上うえ郷さとから吹いたものではない。


    「間一髪、ってな」


    　逆巻く旋風は一人の剣客、大おお崎さき夢む想そう流りゆう免許皆伝、大おお久く保ぼ新しん之の助すけだった。


    　新之助は一瞬のうちに部屋に駆け込むと、田た町まちと上郷の間に割って入り、居合いを受け止めていた。


    　合わせた刀をぐいっと押し返すと、上郷は数歩下がる。


    「新之助……貴様ぁ」


    　上郷がぎろんと燃え盛る眼球で見み据すえる。蛇のように瞳どう孔こうは細く狭まり、新之助を敵と認識したようだ。


    「師匠、あんたの思い通りにはさせない」


    　新之助は刀を納めてきっと睨にらみ返す。その気迫に満ちた表情と、身体からだ中じゆうに漲みなぎる闘気は見る者が惚ほれ惚ぼれするほどの武者ぶりだ。


    「田町さん、みんなを早く外へ。このままだと死人が出る」


    「わ、わかった。皆の衆っ、早く城の外へ出ろっ！　お前らがいると邪魔だっ！　とっとと帰らんかっ！」


    　田町は大きなだみ声で一座の連中をどんどん追い出していく。執政、役人連中はそれに追い散らされてぴゅーっと部屋から駆け出した。


    　その中で、去らない人々がいる。


    　大久保元げん之の丞じよう、大久保久ひさ磨ま、渋しぶ谷や清せい十じゆう郎ろう。


    　渋しぶ谷やは素早く上郷の横に走りこむと、新之助を牽けん制せいしながら刀に手をかける。


    「上郷様、ここでは少し……」


    「わかっている」


    　上郷はくるりと踵きびすを返した。その背中は完全に無防備だ。おそらく、一歩踏み込めば確実に斬きれる。だが、新之助の足は動かない。動けば斬られる。牽制している渋谷にではない。


    　上郷に、だ。そんな根拠はどこにもないし、論理的に考えればそんなことは不可能だ。


    　だが、日ひ暮ぐれ上郷は既に常識を超えた部分に位置していた。


    「新之助、天守まで上がって来い。犬神もそこで待っているぞ」


    　くくっとさも愉快げに笑って、そう告げると渋谷を引き連れて部屋から出て行ってしまう。


    「新之助……」


    　振り返ると久磨と元之丞がいた。


    「あー、なんも言わないでくれ。めんどくせぇからな」


    「貴様っ！」


    　元之丞がいきり立って新之助に掴つかみかかろうとする。それを久磨がどうにか押さえる。


    「兄貴。親父おやじとお袋を頼む」


    「わかった」


    　久ひさ磨まはそれだけ言った。それだけしか言えないだろう。今まで新しん之の助すけがこんな真剣な顔つきをしたのを見たことがない。


    　おそらく、これは新之助の覚悟なのだ。久磨は剣がからきしだから剣客の覚悟なんてものはわからない。何なに故ゆえ新之助がここにいて戦おうとしているのかもわからない。


    　それでも、大おお久く保ぼ新之助という大久保久磨の弟の覚悟はしっかりと理解できた。


    「馬ば鹿か者ものっ！　逃げるのはお前だっ！」


    　元げん之の丞じようは久磨の腕を払いのけると新之助の肩を掴つかむ。


    「いつもいつも儂わしの言うことに反抗しおって……。だがな、これだけは譲らんぞっ！　今すぐ山やま手てを出るのだっ！」


    「父上、新之助は」


    「黙れっ！　どれだけ剣の腕が立とうが知ったことかっ！　それが何だと言うのだっ！　上うえ郷さと様が乱心されておるのはわかっておる、誰だれかが止めねばならぬっ！　―――だが、何故それが新之助でなければならんのだ……何故……」


    　元之丞は新之助の肩にぎゅっと爪つめを食い込ませる。ここで離してはならないと、少しでも力を緩めれば失ってしまうと感じていた。だから、掻かき抱くようにして新之助の肩から手を離さない。


    　思えば幸の薄い子供だった。家を継がせられぬ次男に生まれ、あやかしを視みるせいで常に拒絶された。それを乗り越えたかと思うと、今度は師を殺さねばならない。命を落とすかもしれない。よしんば討ったとしても師匠殺し、藩主の弟殺しの汚名を着て生きることになる。


    　何故、何故、新之助がこんな目にあわなければならないのか。


    　普通の暮らしをさせてやりたかった。平凡でも退屈でもいい。ただ安全で健康に生きて欲しかった。子の為ためを思えばこそ、家名を保つことに心血を注いできたのだ。


    「親父。今のうちに俺おれを勘当しとけ。連れん坐ざに問われちまう」


    　なのに、新之助は笑って父の手をぽんと叩たたく。


    　それで、元之丞の手は解ほどけてしまった。何を言っても、きっとこの息子むすこは止められないと悟ってしまったのだろう。だが、言っておかねばならない。


    「馬ば鹿か者もの……。お前は言うことをきかぬのに、何故儂がお前の言うとおりにせねばならんのだ……この、馬鹿息子めが」


    　元之丞は顔を見せまいと後ろを向いた。


    「貴き恵えには風ふ呂ろと飯の支度をさせておく」


    　それ以上は何も言わなかった。


    　いくらでも言いたいことはあるのに、それをしてはならないと家長の威厳が邪魔をする。もっと優しい言葉をかけてやれないものかと悔やむが、これ以上話せば息子むすこの決意を汚すことになるだろう。元げん之の丞じようは久ひさ磨まを無言で促して部屋の外へと出る。


    「父上も母上も俺おれが守るさ。もちろん、連れん坐ざなんかさせやしない。……だから、早く帰ってこいよ」


    　久磨は安心しろとばかりに笑って見せると、元之丞に続いた。


    　新しん之の助すけは二人を見送る。


    　と、その肩にぽんと手を置かれた。


    「あれ、田た町まちさん。見てたんですか？　恥ずかしいなぁ」


    　新之助はおどけて見せるが、田町は穏やかに微笑ほほえむだけだ。


    「良い家族を持ったな」


    「ええ。自慢の家族ですよ」


    　新之助は笑う、心底からそう思って。


    「良い仲間も持ってるんですがねぇ」


    「そうそう」


    　ふくろうとましろがこきこきと首を鳴らして部屋に入ってきた。どうにも入っていく機会を掴つかめずにずっとそこにいたらしい。じっとしていたせいで肩が凝っていた。


    「そのようだな。お主だけが多少頼りないが」


    　田町は満足げに三人を眺めてから続けた。


    「山やま手ての未来、お主たちに託す。どうかよろしく頼む」


    　深々と頭が下げられたその礼は、今まで見たどの礼よりも誠実で美しかった。
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    漆　山手騒動　　black_or_white


    



    　満月が中天に浮かぶ。


    　煌こう々こうとした月光は天守はおろか、城の廊下にも降り注いでいる。清さやけき光の中を、三人は歩く。この美しく輝く舞台は死地だ。命を保障するものは何も無い。安息も安あん寧ねいも無い、あるのは血と臓物と怨えん嗟さの声。


    　だが、その冷酷さが白く輝く天守をなおいっそう美しいものへと変えている。


    　天守閣へと上る階段がある。その先には、月光すらもかき消すほどに濃密な死の気配。そして、この匂においには覚えがある。


    「銀ぎん眼げん黒こく髪はつ一いち尾びの犬いぬ神がみ……」


    　ましろはその名を口にした。


    　自分と同類でありながら、猛たけ々だけしく禍まが々まがしくおどろおどろしいその存在。同じ根源を持つ者であるからわかる。自分も同じだ。金きん眼げん白はく髪はつ双そう尾びの化ばけ猫ねこというあやかしは災禍を振り撒まく化け物なのだ。


    　それが、こうしていられるのは一人の少年が拾い上げてくれたから。優しさを注いでくれたから。金眼白髪双尾化猫という化け物の名ではなく、ましろという名を与えてくれたから。


    　だから、ましろは新しん之の助すけのために戦う。その動機のもとになる感情がなんなのかはわからない。一緒にいる心地よさの正体は掴つかめない。ほっておかれたときの悲しさの原因は、はっきりとはしない。


    　けれど、新之助のために戦うのだ。新之助には家族がいる。大事な大事なとってもいい人たちが。帰るところがちゃんとあるんだから、絶対に無事に帰してみせる。新之助の幸せはそこにあるんだから。


    　正直に言うと、戦うのなんて好きじゃない。痛いし、怖い。でも、自分にできることがそれしかないから。


    　くっと両手に力を籠こめる。気力の流れに呼応してすうっと爪つめが伸びた。空間の断裂、何物をも両断する最強の刃やいば。


    　だいじょうぶだ、きっと自分はちゃんと戦える。


    「ましろ、ふくろう」


    　新之助が声をかけた。天守閣へ続く急な階段を前にして三人は立ち止まる。


    「上うえ郷さと様は俺おれが仕留める。ふくろうは渋しぶ谷やを相手してくれないか。俺と同じ流派だから結構きついかもしれないけど」


    「了解です。新之助さんを殺すつもりで相手しやすよ」


    　ふくろうはこの場にいても緊張などまったくしていないのか軽快に冗談を飛ばす。新之助は冗談かどうか判断に悩むが、ふくろうの言葉は心強い。


    「ましろ。あの犬神を頼めるか？」


    「任せてっ！」


    　言われなくても相手にするつもりだった。アレとまともに戦えるのはましろだけだと身をもって感じていた。とても人間が正面切って立ち向かえる存在ではない。


    　正直に言えば、ましろだって勝てる自信はない。素早さでは圧倒できるが、攻撃力でははるかに劣る。犬神の操る空間の歪ゆがみはましろの爪つめでも切ることができない。互いに干渉して打ち消し合ってしまうのだ。


    　だから、勝つ方法があるとすれば捨て身。一撃を受けてでも懐ふところに入って相手の喉のど元もとを掻かき切る。


    「だいじょぶ。倒してみせる……」


    　死んでも、という言葉は飲み込んだ。だが、その眼めには決死の気迫が宿っている。


    「ましろ」


    　新しん之の助すけはましろの頭をくしゃくしゃと撫なで回す。


    「危なくなったらそっこーで逃げろ。山やま手て藩なんかどうでもいいんだからな。お前が死ぬほうが、俺おれは嫌だ」


    　その笑顔が、言葉が、温かさが体中に沁しみこんでいく。どれだけ時が経たとうとも、荒すさんだ世界に生きようと、この温かさは子供の頃ころと変わっていない。だから、自分は戦うんだとましろは確信した。


    「お袋が家で飯作って待ってる。みんなで一緒に帰ろう」


    「うんっ！」


    「わさび漬けがあるといいんですがねぇ」


    



    　男は天守閣から城下を見下ろしていた。


    　城の前の大通りには大きな篝かがり火びが焚たかれている。そして、小道にも提ちよう灯ちんや松たい明まつが掲げられいる。おそらくは田た町まちの指図だろう。城を取り囲み、万一のことがあれば攻め込む気なのかもしれない。


    　一つ一つちっぽけな灯あかりを見ていると、笑いがこみ上げてきた。


    　男は傍かたわらに侍はべる腹心に語りかける。


    「見ろ。奴やつら恐怖に耐えかねたと見え、灯りを欲しておるわ」


    「霊感がなくとも、これから起こることを予期しているのでしょう。藩始まって以来の大事ですから、下々の者が震え上がるのも当然のことかと」


    「ふふっ、先祖も大層な化け物を残してくれたものよ」


    　上うえ郷さとはくつくつと笑って部屋の片隅をみる。そこには糸の切れた人形のようにぼうっと足を投げ出して座っている少女がいる。真っ黒な髪と対照的に、その青白い顔には生気がない。上郷の視線にも反応を示さず、ただ感情もなくそこに坐すわっている。


    「だが、その力も私のものになった。くくくっ、ふっ、ふはっははぁぁっはっははあぁっ！」


    　狂熱に満ちた笑い声が空へと木こ霊だまする。山手の空気が振動するかのような高笑いは山へ響き、森の木々を揺らし、人々の心に漣さざなみを立てる。


    「あーあぁ、悪役丸出しだな」


    　興きよう醒ざめたような声に上うえ郷さとは振り向く。


    「来たか、新しん之の助すけ」


    　ニヤリと歯を剥むいた笑い顔は新之助の知る上郷のものではない。


    「師匠、その姿は……」


    　新之助は思わず絶句する。


    　かち割った西瓜すいかのようにくぱぁっと裂けた口。吊つり上がった目は爛らん々らんと光り、間断なく動いている。尖とがった耳は新之助の乱れる鼓動すら聞き分けようとしていた。


    「驚いたか？　犬神と契約して力を貰もらい受けると、満月の晩にこうなるのだ」


    　異様に伸びた舌ででろりと舌なめずりをする。すると、研いだように鋭利な歯が唾だ液えきでぬめって光った。


    「外道が、人間を捨てやがったか」


    　ふくろうが醜しゆう悪あくなものを見たという風に吐き捨てた。


    「愚か者め、上郷様は人間以上の存在になられたのです。凡人には理解できないでしょうが」


    　渋しぶ谷やはすっと立ち上がり、ふくろうを睨にらみつける。ふくろうの相手を務めることは初めから決めてあったのだろう。既に、戦闘に入れる態勢に移っている。
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    「師匠、あんたそこまでして何が欲しいんだよ。そこまでして藩主になりたいか？」


    　新しん之の助すけは以前、上うえ郷さとだったものにそう問う。


    　だが、上郷はその質問には答えずに違う話をし始めた。


    「次男というのは損な生き物だな。決して、一番にはなれぬ。だというのに、もしものための代替品として飼い殺しにされる。それでも、凡人であったならば諦あきらめもつくだろう。だが、不幸なことに私は優秀だったのだ。この地の誰だれよりも武勇に優れ、知に通じていた。何なに故ゆえ私ほどの者が世に出ることを許されず、狭い屋敷に閉じ込められなければならないのか……」


    　上郷は天守から城下を俯ふ瞰かんする。道の明かりを、その側そばを動く人を見た。そして、遠く月明かりに照らされている山際を眺めた。愛いとしいものを見るように。


    「私はな、誰よりもこの地の民を思い、この地の行く末を憂うれえていた。誰よりもこの地を愛しているのだ。だのに、力が無かった。この地のために、この国のためにという志を持ちながら、それを実現する力がなかったのだ。誰よりも優秀で、誰よりも崇高なこの私が、だ。己の運命を呪のろった。実力があり、英知があり、果断なこの私に権利をよこさぬ運命をっ！」


    　上郷は振り返ると絶叫する。腹の底に響くような重低音が城に反響する。


    「だから、私は決めたのだっ！　与えられないのなら奪ってやるとっ！　己の未来を切り開いてみせるとなぁっ！」


    　轟ごう々ごうと風が吹き荒れる。上郷の怒号に呼応するかのように山やま手ての木々がざわめいた。


    「その結果がこれかよ？」


    　新之助は睨にらみつけて問う。それを上郷は愉快そうに笑った。それから、まるで子供をあやすかのように優しげな口調で語りかける。その言葉には確固たる信念がある。


    「新之助、お前にならわかるだろう。強者を蹴け落おとし弱者から這はい上がるために力を求め、剣を求めた。私と同じではないか？」


    「違う……」


    「違わないさ。お前は私と似ている。だから、同情してお前に剣を教えてやったのだ。そして、お前は私と同じ位置にいる。その証拠に」


    　上郷はましろを指差す。その狂気に満ちた笑顔はあまりにも邪悪で醜しゆう怪かいだった。ましろは思わずひっと声を上げた。そして、上郷は狂乱の笑い声を上げながら言った。


    「あの化け猫と契約して更なる力を得ようとしている。化け物の力を利用して因果をねじ切ろうとしているではないか。教えもしないのに同じ結論に辿たどり着いたのだ。いや、私は嬉うれしいのだよ、同志に出会えたのだから。さぁ、その化け物の力を得て私と共に歩けっ！」


    「お前、少し黙れ」


    　新之助はすっと軽く踏み込んで上郷を殴りつけた。


    　上郷はがっと顔を歪ゆがませて二、三歩後ろによろめく。そして、殴られた頬ほおをさすりながら、信じられないものを見るような眼めで新しん之の助すけを見た。


    「ごちゃごちゃうっせぇんだよ、さっきから。仲間はずれにされたからって勝手に人をお友達扱いすんな。うぜぇ。何勘違いしてんのか知んねぇけど、ましろはましろだ。人の家族を化け物呼ばわりしてんじゃねぇ」


    　新之助は羽虫でも見るかのようにうっとうしそうに吐き捨てた。上うえ郷さとは不快感を飲み込んで代わりに哄こう笑しようを吐き出した。


    「くくく、情に絆ほだされたか？　それとも、小娘のなりをしているから、惚ほれでもしたのか？　ふん、気色が悪い。そいつは化け物だ。人に災いを振り撒まくしか能がない化け物なのだっ！　化け物は愛めでるものではない……。こう使うのだっ！」


    　上郷は手刀で印を切る。そして、指先を黒い少女に向けてから、くいっと上に曲げた。


    「……っあ。く……あぁ………あ」


    　少女は苦しげな表情を浮かべてから、がくっと伏せて動きを止めた。


    　ゆらっと、音も気配も立てずに黒い少女は立ち上がる。その姿を幽鬼と評するには邪悪すぎ、鬼神と評するには禍まが々まがしすぎた。災厄と呼んでもなお余る。


    　目には破壊衝動の気が宿り、漏もらす吐息には敵意が込められている。月光に晒さらされ、暴あばき立てられた殺意が、こちらに匂においたつほどに妖よう艶えんだった。


    「犬神。そこの愚か者を引き裂さけ。喰くうてもかまわん」


    　上郷は新之助を睨にらみつけ、怨おん敵てきの方向を示す。それに呼応して少女の身体からだはすべりよって来る。足音すら立てぬ、否、足音すら間に合わぬ瞬速。瞬またたきすればその間に身体がひしゃげる。新之助はとっさに刀を抜こうとした。


    　が、それより早く爪つめが振るわれた。


    「あなたの相手はましろがするよ」


    　距離の存在を否定するかのような神速で現出したのは無む垢くなる白。


    　喉のど元もとに当てられた爪。そして、腹部にかざされた拳こぶし。互いに牽けん制せいし合う黒こく白びやくの少女。命の主導権を握り合いながら、二人は新之助の前に立っている。


    「……うぅ、あ…………や……」


    　黒い少女はかくっと膝ひざをつく。そのまま頭を抱えてうずくまった。


    「ふむ。やはり使い手が二人いると混線するか。契約によって支配権は確立したと思ったのだがな。使えぬ化け物だ」


    　上郷はつまらなそうに言う。


    「いや、違うな。新之助を殺せばこいつも少しは使えるようになる。やはり私がやるべきか」


    　くるっと新之助に向き直ると、上郷は心底楽しそうに笑った。愛いとしい者に巡り合ったように幸せそうな表情で笑った。


    「渋しぶ谷や、その男を始末しておけ」


    「はっ！」


    　渋しぶ谷やはさっと身体からだを動かし、ふくろうを誘う。この狭い天守でやり合うつもりはないのだろう。それは上うえ郷さとの邪魔をしないようにという配慮だ。そんなことに気を回すだけの余裕がこの男にはある。


    　ふくろうはめんどくさそうに溜ため息いきをついてから無防備に歩き始めた。


    「新しん之の助すけさん、帰りは門で待ち合わせでいいんですかね？」


    　その緊張感の無さに新之助は微笑を浮かべた。余裕どころか、面倒な仕事を片付けるとでもいった雰囲気を漂わせている。


    「ああ。今夜中には帰れるだろ」


    　軽口を叩たたき合いながら、二人の男が闇やみへと消えていく。


    「さぁ、はじめますか」


    　新之助は身体の力を抜いて、気楽に言った。新之助が心配するまでもなく、ふくろうは大丈夫だろう。そして、ましろも。それに、犬神は使役されているだけだとするならば、新之助が上郷を討てば黒い少女と戦う必要はなくなるのだ。


    　自分の戦いにだけ集中する。


    　それは二人をないがしろにするわけでも無視するわけでもなく、信じること。あの二人だから新之助は安心して自分のことに専念できる。


    「覚悟は決まったか？」


    「ああ。師匠殺しの汚名を着て生きてやる覚悟がな」


    「戯ざれ言ごともそれで最後だ」


    　上郷は新之助に向き直ると居合いの構えを取る。こぉぉっと深く、低い息吹いぶきを唸うならせてその身体中に妖よう気きを漲みなぎらせていく。


    　新之助も構えを取った。


    　共に、大おお崎さき夢む想そう流りゆう一の太刀・開かい闢びやく。終幕の火ひ蓋ぶたを切って落とすにはふさわしい。


    　新之助は冷れい泉ぜい新あら鷹たかをそっと撫なでる。初うい陣じんがいきなり命を懸けた大一番になってしまったが、この名刀は臆おくすることなく、むしろ奮い立っている。鞘さやの内に溜ためた力が迸ほとばしり、今にも爆はぜそうだ。


    　対して、上郷は刀といわず、身体といわず、その周囲の空気にさえ、瘴しよう気きを漂わせている。


    　互いの距離は二間とない。共に必中の間合い。そして、必殺の間合いでもある。その空間だけ時を止めたかのように空気が張り詰めた。


    　そして、膨れ上がった闘気が弾はじけ、黒い少女が絶叫する。


    「うぅあぁ、あ、あ、…ぁ……あぁああぁっぁああぁぁっぁぁぁあっぁあああっ！」


    　凄せい絶ぜつな叫び声を合図に剣けん閃せんは命の火花を散らした。


    



    　悲鳴が城中に響き渡っていた。


    　聴く者に恐怖と絶望を与える、地の底から搾しぼり出されるような空気の震え。だが、その美しい声音を聴けばぶるっと背筋に快感めいたものが走る。少女の奏でる音律は、どこか官能的でぞくぞくするような背徳に満ちていた。


    　ふくろうは大広間でその声を聞いていた。


    「始まりやしたかね」


    　その言葉にもう一つの影は答えない。ただ間断なく動いて、ふくろうの隙すきを見出だそうとしている。


    「はぁ、早く帰りたいですねぇ……。今日は朝からおたくらの家に行ったり走って戻ってきたりで結構疲れてんですよ。風ふ呂ろ入って勝利の美酒と洒しや落れ込みたいとこですけど」


    　ふくろうは話しかけるというわけでもなく、ただひたすらに自分の愚ぐ痴ちと願望を口にしている。ぶつぶつ独り言を言っている様は茶飲み話にでもきたかのようだ。


    　だというのに、渋しぶ谷やはさっきから汗が止まらない。


    　目の前の男はただ無防備に突っ立っているだけだ。なのに、打ち込める気がしない。どころか、こうして剣を抜いていなければこちらが襲われるんじゃないかと錯覚してしまう。


    　じりじりと弧を描きながら間合いを詰める。


    　と、ふくろうがちらりと渋谷の目を見て誘いをかける。


    　だが、渋谷から仕掛けることはできない。飛び込めば死ぬ、と本能に近い部分が警けい鐘しようを鳴らしているのだ。


    　ふっふっと短く早く呼吸をしながら渋谷は必死で考えていた。目の前の男を斬きるにはどうすればいいか。相手は徒手空くう拳けん。渋谷には刀がある。間合いで考えれば渋谷に利がある。


    　それから、自分の剣技を確認する。大おお崎さき夢む想そう流りゆう。基本は居合いだ。したがって、自分から斬りかかるより、迎撃の形をとるほうが破壊力は高い。そのことは新しん之の助すけを通じて、相手も知っているはずだ。なら、それを逆手に取るべきだ、と渋谷は結論付けた。簡単には攻めてこないだろう。


    　渋谷はすっと刀を納めると、居合い抜きの構えに入る。そして、自分から攻めかかるように半歩だけ距離を詰めた。


    　ふくろうはそれを見るやすかさず飛び込んできた。拳けん闘とうの構えで腕は胸の辺りに掲げられていた。身体からだを捻ひねると左拳こぶしが伸びてくる。


    　だが、渋谷はまだ刀を抜かない。すばやく手刀を切り印を組む。その動作を見た瞬間、ふくろうの動きが止まった。


    「ちっ！　七面倒くせぇことしやがってっ！」


    　ふくろうは毒づいてすぐさま、後ろに飛び跳ねる。が、その足元に何かが絡みついた。


    「あやかしとは便利なものです。あなたの意識を奪うことはできずとも、その足を止めるくらいなら、わけはない」


    　ふくろうの足元を獣が取り巻いている。目は妖あやしく光り、口元がてらてらと濡ぬれている。そして、それは数を増やして腕にも絡み付いてくる。


    　手足を動かそうとする度たびに、ぐぐっと引っ張って邪魔をしてくる。自分の身体からだなのに、言うことをきかない。手足だけ憑つかれているようだ。


    「下げ衆すなやり方ですねぇ。ったく、胸くそわりぃや。あっしは無理やりってな好きじゃねぇんですよ。戦いも女口説くのも、ね」


    　ふくろうは片目をつぶり冗談めかして言う。


    「なんとでも言いなさい。私は勝つためならば最善を尽くす。結果がすべてなのですよ」


    　止とどめを刺すために渋しぶ谷やの剣が鞘さや内うちを疾走する。日ひ暮ぐれ上うえ郷さと仕込みの居合い術は山やま手て藩内でも敵かなう者がいないはずだ。渋谷清せい十じゆう郎ろうは頭も冴さえるが剣技も冴える男だと自負していた。また、それだけの実力を持っていることも確かだ。


    　すべての刀身が鞘から解き放たれる。刃やいばは鞘と摩ま擦さつを起こすことで猛たけり狂い、敵の肉を裂くために唸うなりを上げた。


    　刹せつ那な、ぐちゅっと肉の爆はぜる音がした。


    「勝つために最善を尽くすってなぁいい心がけだ。あっしも勝つためならいくらでも嘘うそをつくし騙かたりやす。けど、拝み屋相手にあの程度のあやかしじゃ、最善たぁ言えませんぜ？」


    　ふくろうの拳こぶしは渋谷の右肩に突き刺さっていた。比ひ喩ゆでもなんでもなく真実、その拳は皮を破り、肉を裂き、骨を砕いて突き刺さっていた。


    「ぎゃぁあっ、ぐぎゃがぁぁああぁううぅっえぅおうぉおあ」


    　渋谷は左手で右肩を押さえると転げまわった。


    「きったねぇ悲鳴ですねぇ。さっきのあの子みたいにぞくぞくする声で鳴いてくださいよ」


    　ふくろうは倒れている渋谷の指を踏みしめる。ぎりぎりぐりっと足首を捻ひねるたびに、血と肉片がぴっと飛ぶ。


    「あぁあぁぁぁっ……」


    　渋谷は目を白黒させながら、喉のどを絞るようにして声を出すが、それもついには息だけが断続的に漏れるだけだ。


    「あれ？　もう終わりですかい？　つまんねぇな。あんた、めちゃくちゃ弱くないですか？」


    　ふくろうは渋谷の髪の毛を掴つかむとそのまま引きずり回した。ぶちぶちと毛髪が千切れ、頭皮には血が滲にじんでいる。


    　意識が飛びそうになる度に新たな痛みを加えられ、現実に引き戻される。


    　渋谷は掴みかけた意識を失うまいと必死で頭を働かせる。


    「あ、ああ、ああなたは一体何者なのですかっ！　どうして山手藩に来たのですっ！　なぜこんな酷ひどいことを」


    　だが、渋しぶ谷やの言葉はそこで止まった。ふくろうの顔を見たとたんに口の動きが止まった。目の前の男は喜悦に満ちた表情でこちらを見ている。変へん化げした上うえ郷さとなんかよりもよっぽど怖い、生きた人間だけが持つ翳かげのある笑顔だった。


    「なぁんだ、まだ生きてんじゃないですか。死んじゃったかと思いましたよ。いやいやこれで退屈しなくてすむ」


    　くつくつと微笑ほほえみながらふくろうは渋谷の顔にすっと手を当てる。


    「眼鏡の硝子ガラスってなどれくらいの衝撃に耐えられるのか、試してみたかったんですよ。ほら、あっしもお洒しや落れ眼鏡をかけたいんですけど……戦ってるときに割れたら困るでしょ？」


    　がっと殴ると、細かな破砕音とぶちゅっと柔らかい音がした。赤い液体がとめどなく流れ出る。


    「ぐえぁあゃぁひゃあぁぁうっう、うふ、あぁあはあはぁぁ」


    　渋谷は自由の利かない両手をむりやりに動かして顔を覆う。そして、顔に付着したものを戻そうと必死で冥くらい穴へと押し込んでいる。


    　その様を恍こう惚こつと眺めながらふくろうは口を開いた。


    「あらら、戦闘中ははずしたほうがよさそうですね。あ、そうそう。お礼と言っちゃ何ですがさっきの質問に答えてあげますよ。あっしはね、八はつ丁ちよう堀ぼりのふくろうってぇけちな拝み屋です。ってここまではあんたらも調べてんでしょ？　わざわざクダを飛ばしてたんだから」


    　それから、ふくろうは口元に人差し指を当ててしぃっという仕草をする。やったところで、渋谷には見ることはできないのだが。


    「ここからが誰だれも知らない特別情報。拝み屋ふくろうは仮の姿、実を言いますと、あっしの正体はね……」


    　ふくろうは幾いく分ぶん、芝居がかった口調で続ける。血だらけの眼がん窩かを押さえて、のたうつ渋谷の後ろに素早く回り込み、髷まげをつかんで耳元に口を近づけると、何事かをぼそりと囁ささやいた。官能的にすら見えるその仕草と笑顔は、しかし、思わず顔を背そむけたくなるほどに冷酷だった。


    「ひっ、ぃぎぎ、そ、そんな」


    　渋谷は恐怖で、叫ぶことすらできない。やっと絞り出したその声には、絶望だけが込められていた。そして、次の瞬間、渋谷は事切れる。ふくろうが囁いた一言は、渋谷から闘たたかう気力と最後の希望をも奪い取っていた。


    「あらら、せっかく話してあげたのに。ま、こいつが冥めい途どの土産ってやつですかね」


    　ふくろうはふんふふふーんっと鼻歌交じりに屍しかばねを蹴け飛とばすと、城門に向けて歩き出した。


    



    　雲のない空、冴さえ冴ざえと光を放つ月は二つの影を浮かび上がらせる。


    　白い髪は月光に煌きらめき、金きん紗しやのように目ま映ばゆい。


    　黒い髪は月光に濡ぬれて、黒曜のごとく美しい。


    　夜風に吹かれて、黒こく白びやくの少女たちは対たい峙じしている。天守閣から飛び出し、城じよう郭かくの屋根へと移った。ここならば壁に遮さえぎられることも、天井に邪魔されることもない。


    　黒い少女は夜の闇やみよりなお暗い、星の光すらも塗りつぶすほどの殺気を滾たぎらせている。どうやら、満月に合わせて気もかなり昂たかぶっているようだ。


    　月の満ち欠けの周期はましろにも影響を及ぼしている。満月なのはましろにとっても都合がいい。この共通点もまた、ましろと黒い少女が根源を同じくしていることの証明だろう。


    　同族に会えた喜び、というものはない。むしろ、同族嫌悪のほうがはるかに強い。この黒い少女を見ていると、自分の嫌な本性をまざまざと見せ付けられているようで気分が悪い。


    　けれど、それ以上に哀れに思う。本当は人間と共存することもできるはずなのだ。人を祟たたる以外に人と繋つながる手段もあるはずなのだ。この黒い少女はそれを知らないだけだ。


    　なら、せめてこれ以上苦しめられることのないように一思いに、


    　と、思ったその瞬間に黒い影が揺らめいた。


    　ましろは全身の感覚を最大限に研ぎ澄ませ、警戒する。


    　相手が飛び掛かってくる頃ころ合あいを見計らって、自分も移動する。これがずれれば突進してくる衝撃の余波でも手傷を負ってしまう。


    　銀ぎん眼げん黒こく髪はつ一いち尾びの犬いぬ神がみ、黒い少女は歪わい曲きよくさせた空間を全身に纏まとい、突っ込んでくる。そして、触れるものをひしゃげ捻ねじ切り押し潰つぶす。既にその存在自体が凶器だ。


    　それでも、勝機がないわけじゃない。さっきの小競り合いでわかったことが二つある。


    　一つは黒い少女が全身に歪曲した空間を張り巡らせるまでには時間がかかるということ。天守閣のような狭い場所では距離が近すぎて発動できるのは両手だけなのだ。そして、そのことを彼女自身が自覚している。だからこそ、この広い場所にわざわざ出てきた。


    　それは黒い少女にとって有利な展開だ。だが、彼女が自分の弱点をはっきりと意識していることの表われでもある。


    　なら、ましろは近接戦に持ち込めばいいだけだ。ましろの爪つめは黒い少女にも有効なのだ。そうでなければ、小競り合いのときに拳こぶしを止めはしない。爪が致命傷にならなければ、彼女はあのまま拳を繰り出していたはずだ。これが二つ目にわかったことだ。


    　あとは、状況を作り出すだけ。


    　ましろは屋根の上を跳ねながら、黒い少女の攻撃をかわしていく。


    　飛び込んできたあとに肉弾戦で牽けん制せいし、また距離をとる。黒い少女の呼吸を少しずつ読み取っていた。


    　今のところ、主導権はましろが握っている。相手の先を読んで迎撃し、少しずつ打撃を加えている。


    　なのに、勝てる気がまったくしない。


    　ちまちまとした攻撃を繰り返しても、それが蓄積されていない。即座に回復し、また突進してくる。むしろ、ましろはなまじ思考している分、焦り始めていた。


    「このっ！」


    　相手の突進をかわして、すれ違いざま、後頭部に蹴けりをくれてやる。が、黒い少女はふらつきもせずに拳こぶしを繰り出してくる。頭を思いっきり揺らしても黒い少女は倒せない。


    　殺すのが無理ならせめて倒す。それも無理なら、とりあえずは時間を稼いで様子を見よう。


    　ましろの目標は徐々に下がり始めている。そのことにましろは気づいていない。


    　無自覚のまま、勝つという意欲を失っていた。


    　それは明確な動きの違いに現れ始めていた。黒い少女は攻撃の手を緩めない。突進し拳を振るい、一撃必殺を狙ねらってくる。ましろはそれをかわすのに精一杯になっていた。


    「っ、っふぅ、はっはっはっはあぁ」


    　時に追い込まれ、時に距離を置きながら、ましろは即つかず離れずを繰り返す。そうしている間にも息は上がっていた。この程度の運動量、ましろにとっては大したことはない。


    　だというのに、追い詰められているという実感と打開策を見出だせない焦燥感が精神的な疲労を蓄積させる。


    　一方、黒い少女にそれはない。ただ純粋に殺害するという目標だけを持ち、それを確実に遂行するために常に最適の行動を取る。迷いも焦りも無いから疲れることがない。


    　なら、ましろもそうすればいい、と思った。


    　祖を同じくするのなら、黒い少女にできてましろにできないことはない。余計なことなど考えず、ただ破壊衝動に身を任せればいい。敵意を向けてくる存在を殺せばいいのだ。


    　ざわっと身体からだが波打つ。


    　どす黒い感情が渦巻いて、澱おりのように溜たまっていく。その度に確実に力が満ちてくる。あらゆる思考を超越し、殺害に至る行程を省略し、ただ、死という絶対の結果に事象を直結させる。それが今のましろにはできる。


    　金こん色じきの眼光が黒き犬神を射すくめる。視線の交錯は闘劇への前奏。二人の演者は定められたかのように直線上に並ぶ。そのあとは死地を舞台に踊るだけ。


    　けれど、直前で思いとどまった。


    　自分はあの黒い少女とは違うのだ。金きん眼げん白はく髪はつ双そう尾びの化ばけ猫ねこではない。ましろだ。化け物なんかじゃない。


    　だが、その否定は自身の生存すら否定する行為だ。


    　黒い少女は一投足で間合いを詰めると拳を振りぬいた。はっとして防御に回るが受けきれない。拳は周囲の空間すら捻ひねり潰つぶしながら突き進む。


    「かはぁっ……」


    　ましろはそのまま吹っ飛ばされた。瓦かわらを弾はじき飛ばしながら城じよう郭かくの端まで一直線に滑っていく。そこからぴくりとも動かない。


    　黒い少女はその軌跡をゆっくりと辿たどる。存在を、そして、存在した痕こん跡せきすら残さぬようにすべてを葬ほうむり去ろうとましろに近づく。


    　――ああ、死にたくないなぁ。


    　ましろは明滅する意識の中でその足音を聞く。それが止まった。


    　黒い少女は両腕の周囲に空間の歪ゆがみを作り出す。触れたものを押し潰つぶし、擦り切らせ、消去させるべく、打ち下ろす。


    　瞬間、金こん色じきの目が見開かれ、恐怖に猛たけり狂った獣が慟どう哭こくする。


    「ううあああぁあぁぁあぁあぁぁぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっ！」


    　ましろは首の力で跳ね起きると、最大限に伸ばされた爪つめで歪みを斬きり伏せた。


    　白い髪は膨ふくれ上がった妖よう気きで逆立ち、三日月のように細まった瞳どう孔こうは凍いてつくほどに冷たい。はあっはあっと肩で息をしながら、なお、目の前の敵を睨にらんで殺意を保っている。


    　その姿こそは金きん眼げん白はく髪はつ双そう尾びの化ばけ猫ねこの名にふさわしい。まぎれもない化け物であり、忌むべきあやかしの姿だった。


    「……殺してやる、殺してやるっ！」


    　呪じゆ詛その言葉を撒まき散らし、化猫は猛襲する。空間の断裂を幾重にも生み出し、叩たたきつける。右の五ご爪そう、左の五爪、都合十もの刃やいばを駆け巡らせ黒い少女を圧倒する。


    　黒い少女は歪ませた空間を盾にしながらひたすら防戦に回るしかない。


    　速度においては劣っている。勝っていたはずの攻撃力はここへ来て互角に並ばれてしまった。さらに、間断なく続く断裂のせいで容易に距離を取ることができない。


    　形勢は一気に逆転した。変へん貌ぼうを遂げた金眼白髪双尾化猫の前には為なす術すべがない。


    　が、それも術を考えるものが相手ならば、の話だ。


    　黒い少女は歪ませた空間を無理矢理に押し広げて、すべての断裂に干渉し一息に打ち消す。そして、息もつかずに全力で駆け抜けた。


    　空間の歪わい曲きよくも断裂も関係ない、純粋な肉弾戦。文字通り、身体からだすべてを弾丸にして黒い少女は化猫へと突撃した。だだだだだっと瓦かわらを蹴け散ちらせ、白壁に罅ひびを入れ、砂さ塵じんを巻き起こす。


    　そして、両者が触れ合った瞬間、がっと鈍い音が響いた。


    　二人の体重に大差はない。ならば、加速をつけている者が勝つに決まっている。


    　黒い闇やみに、鮮やかな白が舞った。


    　どさりと落ちたとき、その衝撃でましろは我に返った。ずきずきと身体に痛みが駆け巡る。白い素肌にはじんわりと真っ赤な血が滲にじんでいた。


    　――なんてかっこ悪いんだろう。


    　自分の無ぶ様ざまさに泣きたくなった。普通に戦ってもだめ、相手と同じように変へん化げしてもだめ。それじゃあ、自分はどうしたらいいのだろう。


    　どんなに願っても人間にはなれない。


    　どんなに呪のろっても化け物でしかない。


    　取り繕つくろった姿形も醜みにくい本性も役立たずで、なら、なぜ自分は存在してしまったのだろう。


    「うぐっ、……ふっ、ひっく……」


    　情けなくて涙が出た。そのことが情けなくてしゃくりあげた。


    　なんにもできなくて、誰だれの役にも立てなくて、死ぬのも痛いのも嫌だった。必要じゃないと結論付けられるのが怖かった。


    　そんなの変だ。だって、自分は怖がられる側の存在なのに。あやかしなのに。


    　あやかしがいるから人は恐れる。恐れるから、あやかしと関かかわる者を嫌う。だから、新しん之の助すけは傷ついた。なら、あやかしという存在が新之助を苦しめたんだ。だったら、あやかしは、ましろはその責任を取らなきゃいけない。罪を償つぐなわなきゃいけない。


    　でも、無理だった。ましろは役立たずだったんだから。


    　白い少女はごろんと仰あお向むけになった。自分の存在意義を疑ってしまった以上、あとは消え去るだけだ。


    　黒い少女の足音が聞こえる。自分を消してくれる死神、否、解放してくれる救世主はましろを見下ろして佇たたずんでいる。


    　でも、その冷たい眼めを見たときに、消えたくない、と思ってしまった。このまま、消えるのは嫌だ、と思った。


    　きっと恐怖からではない。痛みも苦しみもどうでもいい。死が怖いわけじゃない。じゃあ、何なに故ゆえ、死にたくないと思うのだろう。


    　ましろに語ご彙いがあれば、その感情をこう呼んだはずだ。未練、と。


    　月が銀色の瞳ひとみを照らす。黒い髪が風に靡なびいて、顔にかかった。表情は見えない。


    「……ねぇ、あなたはどうして戦ってるの？」


    　黒い少女は答えない。訊きくまでもない。黒い少女は括くくられ、使役されているのだ。感情を消され、契約によって縛られて義務を課されているにすぎない。


    　ましろは初めから答えなど期待していなかった。だから、言葉を続ける。


    「ましろは、ね。新之助のために戦ってたの。そのつもりだった。義務だと思ってた」


    　あなたと同じだね、と小さく付け加えてましろは微笑ほほえむ。


    「でも、ね。それだけじゃないかもしれない。ましろ、難しいことはよくわかんないけど、でも、」


    　でも、あの少年は言ってくれたのだ。


    　ましろはましろだと。ましろは家族だと。ましろは化け物なんかじゃないと。


    「だから、やっぱり負けられないや」


    　ましろは四肢に力を籠こめて立ち上がる。動かすたびにずきっと痛みが走るが、そんなことは気にしない。


    　ましろが、金きん眼げん白はく髪はつ双そう尾びの化ばけ猫ねこという化け物でなく、贖しよく罪ざいという義務に縛られておらず、ただ、大おお久く保ぼ新しん之の助すけの家族だというのなら、ここで倒れているわけにはいかない。


    　ましろには心の底から守りたいものがある。


    　ざっと両の足を踏みしめて、ましろは立ち上がる。そして、気力を振り絞って構えると、目の前の少女を見た。


    「さぁ、最後の勝負だよ」


    　黒白の少女は月を背にして対たい峙じした。互いに目を離すことなく、間合いを広げていく。その距離は黒い少女の得意とする距離だ。空間の歪ゆがみを生み出して、それを纏まとう。


    　ましろは空間の断裂を巻き起こす。動作を起こすたびにぎしっと身体からだが鳴る。今の状態では片手にしか爪つめは出せない。変化と先ほどの損傷の影響からか、手をだらりと下げて構えを取ろうとしない。


    　冷たい風が吹きぬけ、砕けた瓦かわらが屋根から転げ落ちた。


    　それをきっかけに黒い少女は突進した。旋風が城じよう郭かくの欠片かけらを巻き上げて後方へと吹っ飛ばしていく。


    　月まで届くかというほどに舞い上がった砂さ塵じんが煙り、空気は障壁となる。それでも、少女は突き進む。


    　ましろはそれを見ていた。
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    　濃密な死の気配、目に見えるほどの妖よう気きの胎動、迸ほとばしる暴ぼう虐ぎやくの力。それが距離を縮めるのと比例するように膨ふくれ上がる。


    　三間、二間、一間。


    　黒い少女は自分にとっての絶対の間合い、暴力の結界に入った。


    　いかな鬼神も一撃で屠ほふり、どんな悪魔も滅するであろう、まさしく必殺の攻撃。加速を最大限に生かした空間の歪ゆがみは、眼前の全すべてを貪むさぼり喰くらおうと口を開いた。


    　それをましろは待ち受ける。


    　振り下ろされた双打撃、その顎あぎとが噛かみ合い破壊力の集中する一点を見極める。


    　見えた、と思った瞬間には身体からだが動いていた。暴力の嵐あらしが集束するそのただ一点に爪つめを合わせる。


    「いっけえぇぇぇぇぇっ！」


    　右の爪が触れ、そこを起点として力は方向を反転する。


    　空間の歪みと断裂は混ざり合い、干渉しながらも力の向かうべき場所を同じくし、反発し合うことで破壊力を増大させた。


    　そして、轟ごう々ごうと渦を巻き、搦からめとりながら、ただ一つの出口を目指して殺到する。


    　刹せつ那な後には音が存在していなかった。その瞬間だけは、音を伝えるはずの空気すらその場には無かったのだ。


    　ましろの眼前には綺き麗れいな孔あながあった。城じよう郭かくは消し飛び、残されている壁や大地の表面は鏡のように均一に磨かれ、月光を眩まぶしく反射している。


    『龍尾』と名づけられたその技は、その名の示すとおり、神にも匹敵する力を顕けん現げんさせた。


    　黒い少女は、遥はるか遠くで倒れている。遠目に見てもかなりの出血で、生死は定かではない。それでも、完全に機能を停止しているようで、ぴくりとも動かない。


    　それを確認してから、ましろはその場にかくっと膝ひざをつく。が、すぐに立ち上がった。


    「新しん之の助すけのところに、いかなくちゃ」


    



    　天守には剣けん戟げきの音が反響している。


    　二人の達人によって奏でられる音律はこの世のものとは思えないほどに美しい。とはいっても、天上の音楽ではあるまい。その音色は狂気と暴力に満ち、聞くものを死へと誘いざなう地獄の旋せん律りつだ。


    　戦局は動いていない。


    　始まりの一太刀、開かい闢びやくを同時に同等の力で打ち合ってから、常に二人の剣は酷こく似じした形をとり続ける。


    　だが、時が経たつにつれ、新之助には疲労の色が出始める。単純に考えれば若い新之助のほうが遥かに体力で勝る。


    　だが、上うえ郷さとは既に人の身を捨て去ったことで、彼の若かりし頃ころよりもさらに、というよりは桁けた違ちがいの、ともすれば無尽蔵の体力を有していた。


    　それでも、新しん之の助すけは平静を保っている。相手が化け物と化していることはわかっているのだ。今更焦るようなことでもない。


    　ただ、身体からだはついてこない。徐々に足は鈍り始め、時に防戦に回ることもある。


    　余裕たっぷりに上郷は語りかけてくる。


    「なかなか面白い刀を持っているな。退たい魔ま霊れい装そうか……。それならば犬神とて屠ほふれるだろう。しかし、未熟者の手にあってはナマクラと変わらぬわっ！」


    　下段に構えたかと思いきや、すぐさま剣けん尖せんを上げて突きを繰り出してくる。


    　新之助はそれをわずかに刀を合わせて弾はじくと、そのまま籠こ手てを打ちにいく。が、上郷には読まれていて、すっと後ろに下がって軽々とかわされてしまう。


    「くっ……」


    　新之助もそれに乗じて距離を取った。打ち合い続けていては、いずれこちらの体力が尽きてしまう。


    　はっと肩で息をしてから新之助は上郷を見た。剣腕はまったく衰えていない。どころか、太刀捌さばきに老ろう獪かいさが加わったようでやりづらくて仕方がない。


    　若干の苛いら立だちを覚えながらも新之助は再び向き合う。


    　今度は居合いの構えではない。刀を抜いてまっすぐ中段に構えた。


    　それを見て、上郷は耳まで裂さけた口を大きく開いて笑った。


    「ははぁっ！　そうかっ！　夢む想そう流りゆうでは敵かなわぬと知って、ご自慢の竹刀しない剣術の構えかっ！　無駄な足あ掻がきよ、お前が何をしようと私には勝てぬ」


    　言ってから自らも同じような構えを取った。


    「そいつはどうかな？　俺おれの打ち込みのほうが速いぜ？」


    　大おお崎さき夢想流は竹刀を使わない。必然、型の稽けい古こが多くなる。まして、居合いであるため、迎撃を主とする。一方で竹刀剣術はその打ち込みの速さが特徴だ。先を取り、こちらから積極的に仕掛けることで上郷の態勢を崩すことができる。


    　新之助は自分の記憶にある中なか西にし派は一いつ刀とう流りゆうの技を思い描く。すべての技を伝えられたわけではないから、まったく知らないものや話に聞いただけのものもある。だが、いくつかはこの眼めにしっかりと焼き付け、その中の数種類に関しては体得していた。


    　風ふう揚よう、乱曲よれ、舞まい睦むつみ。


    　どれも上郷にとっては未見の技だ。ならば、必ずや対応が遅れ、隙すきを見出だすことができる。


    　正面に構えながら、じりじりと間合いを詰める。互いの剣先がわずかに触れ、かちりと冷たい音を立てた。


    　そこから、先を奪い合うように牽けん制せいする。時に弾はじき時に撫なでつしながら相手の正中線から外すまいと剣けん尖せんは絶えず動く。


    　その一定している流れを新しん之の助すけが変えた。剣先を鶺せき鴒れいの尾のように揺らめかせ、上うえ郷さとを幻惑し、僅わずかなぶれが生じた瞬間に思い切り踏み込んだ。


    　ダンッと板張りの床が踏み抜けるかというほどの轟ごう音おんを立てるや、刀を突き上げた。加速しながら風を巻き起こし、喉のど元もとを貫き穿うがつ。


    　が、上郷はそれに合わせて剣先を真正面から突き合わせる。カッと相克し二人は弾はじかれる。


    　それでも、新之助は止まらない。


    　やや右寄りに構えた上段から剣を振り下ろし、下段にかかるやキラリと刃やいばを返して天空を飛ぶ燕つばめを切るがごとく逆ぎやく袈け裟さ切ぎりにする。


    　さらに、伸びきった身体からだを一回転させ遠心力を加えた横よこ薙なぎ払いを一いつ閃せんした。瞬またたく間に三連撃放ったのだ。


    　だが、上郷には届かない。


    　上郷は右上段打ち下ろし、下段逆袈裟切り、回転しての横薙ぎと写し取ったように動く。両者の刀は拮きつ抗こうした。


    「なんなんだよっ！」


    　カッとなって新之助は声を荒らげた。


    　焦りや恐れ、そして怒りを綯ない交ぜにして感情を爆発させる。それは気迫を伴う斬ざん撃げきへと変わった。


    　大上段に構えて上郷の懐ふところに飛び込むが、すぐに半歩退ひくや、身体を捻ひねりながら小刻みに踏み込んでいく。裂れつ帛ぱくの気合と共に振り下ろすが、それを受けられてしまう。


    　しかし、そこから演舞でも舞うかのような細かい足あし捌さばきで翻ほん弄ろうすると、隙すきを突いて引き胴を打った。


    　決まったと確信した。


    「嘘うそだろ……」


    　それきり新之助は絶句する。


    　だが、手にはビリビリとした痺しびれが走っていて、今の衝撃が本物だと、目の前の光景が現実だと知らせてくる。上郷は新之助が体得した技、すべてを正確に模も倣ほうして見せた。それもまったく同じ速度で。最後の引き胴すら寸分違わず刀で弾き返した。


    　日ひ暮ぐれ上郷はくぱぁっと口を開き、目をぎょろぎょろさせている。身体のどこにも傷などなく、血は一滴も流れていない。


    　そして、新之助を鏡で映したようにまったく同じ体勢で立っていた。


    「うふ、ふふふっ、ふは、ふあはははははははははははははははははははあぁぁっ！」


    　怪鳥の様にけたたましい声で上郷は笑った。耳障ざわりな声は心にまできんきんと響いてくる。


    　上郷は遊んでいるのだ。あえて、新之助と同じ技を同程度の力で繰り出す。


    　それは、新しん之の助すけの初動を確実に見切り、行動を予見し、新之助の技よりも数瞬早く放っているということを示している。


    　反応速度はまさしく犬神。人智を超えた存在として日ひ暮ぐれ上うえ郷さとはいる。


    　新之助は初めて戦せん慄りつした。背中にじっとりと嫌な汗を掻かき、刀を握る手は震えている。


    「くくっ、今のがお前の取って置きだったのか？　くだらんな。実にくだらん。そこがお前の限界だったのか？　もう少し楽しめるかとも思ったが……」


    　上郷は事実、落胆していた。その才能に眼めをかけ、自ら剣を教えた男のあまりの弱さに失望していた。己が剣技のすべてを叩たたき込み、達人の域にまで育て上げたというのに、目の前の男は弱くなっているのだ。


    「何を迷っている？　以前のお前は技は未熟でも鬼迫があった。鬱うつ屈くつした思いがあった。ひたすらに強くなろうという意思があった。殺すことも厭いとわぬほどの、な。それだけで剣は完成しているのだ。今のお前の剣は児じ戯ぎにも等しい」


    　上郷ははっきりと断じる。剣術とは純粋に暴力を求め、殺さつ戮りくの限りを尽くすものだと。


    　技の優劣を競い、勝敗を争うために剣はあるのではない。暗い感情を伴わぬ剣術など剣術と呼べはしない。殺すという絶対的な目的を達成することに剣術の存在意義はあるのだ。


    　だからこそ、負の感情をぎらつかせていた新之助の剣は完成していた。


    「それは違うっ！　違うんだ……」


    「黙れ。どんなに言い繕つくろおうと真実は変わらん。どれだけ詭き弁べんを弄ろうそうとも、刀は人を斬きるためにあるのだ。私を止めたければ斬れっ！　殺したいと望めっ！」


    　上郷は刀の切っ先を新之助に突きつける。ぎらぎらと怪しく光る刃やいばには有無を言わさぬ迫力と殺しても殺しても飽き足りぬ貪どん欲よくな殺意があった。


    　新之助は動けない。


    　人を斬ることへの迷いもある。どれだけ理詰めで考えてみたところでその禁きん忌きに触れることへの葛かつ藤とうは消えるものではない。誰だれかにかけてもらった言葉で自分を正当化できるなど嘘うそだ。安い言葉一つで変われるものではない。


    　そして、新之助にとって上郷はとても大きな存在だった。自分に剣を教えてくれ、家族以外で初めて褒ほめ、認めてくれた人だった。それを心底憎むことなどできるはずもない。


    「お前にはほとほとあきれ果てた。ここへ来て未いまだ心が揺らぐとはな……。もうよい」


    　上郷は失望と怒り、哀れみの混じった目で新之助をひたと見た。そして、刀を上段に構えると静かに、しかし明めい瞭りような声で言い放つ。


    「死ね」


    　上郷の刀の周囲に妖よう気きが渦巻いた。周りの空気を醜しゆう悪あくなほどに飲み尽し、黒く塗り潰つぶしていく。


    　絵に描いたように絶対的な死。


    　ことここに至って初めて、日ひ暮ぐれ上うえ郷さとは全力を尽くそうとしていた。その事実に気づいて新しん之の助すけは総そう身みに滝のような汗を掻かく。身体からだ中の毛穴という毛穴から汗が噴出し、衣服をぐっしょりと湿らせる。その生暖かい感触がまるで血のように感じられた。不吉な予感しか頭には浮かばない。残されている選択肢は死以外にありえないのだ。


    　新之助は絶望していた。


    　もうだめだと思った。


    　打ち砕かれ、疲ひ弊へいし、叩たたきのめされていた。


    　これ以上はどうしようもないと諦あきらめていた。


    　きっと、これ以上はもう。


    　これ以上は、我慢ができない。


    「やってやるよ……」


    　新之助は新あら鷹たかを強く握り締める。上郷を睨にらみつけると、自分の身体の中で血がざわめくのを感じる。もはや迷う必要などない。眼めには殺気と狂気が渦巻いている。その眼光は上郷のものと変わらない。ただ殺すためだけに殺す、殺人鬼のものだ。


    「誰だれもあんたを殺さないというのなら、俺おれがあんたを殺してやる」


    　その声には、ただ真実があった。


    　荒涼たる北の大地。そこへ風を運ぶ寒冷の大海。そこに浮かぶ雄大なる氷山のごとく、ただ静かで優しくて、美しくて残酷な冷たさが、今の大おお久く保ぼ新之助にはある。


    　上郷は背中をぞくぞくさせるような快感に打ち震えていた。


    　これこそが自分の望んだもの、これこそが自分の求めたもの、これこそが自分の愛したもの。


    「そうだ、新之助、それなのだっ！　私がお前の中に見出だしていたものはそれなのだっ！　くふ、くふふふふふふっ！　ふはははははははははっははああぁぁ！」


    　上郷は脳を熱に焼かれたようにけたたましく哄こう笑しようを上げる。恋焦がれた千ち歳とせの恋人に巡り合ったかのような喜びを露あらわにしていた。


    　新之助は考えることをやめる。相手が本気で殺しにくるなら、それがどんな相手であっても殺すだけのことだ。


    　深く息を吐く。足は肩幅ほどに開く。両手はだらりと下げて力は入れない。目は相手から逸そらさずにその動きのすべてを見極めようと見開く。


    　構えるともなく構える。これこそが大おお崎さき夢む想そう流りゆう三の太刀・龍りゆう尾びの構え。


    　これなら殺せるはずだ、と新之助は歪いびつに笑う。


    　上郷の足が床を蹴けった。


    　板張りはめくれ上がり、細かな破片は後ろへと吹き飛ばされていく。凶悪な獣のごとき咆ほう哮こうを上げて、その実、獣よりも恐ろしいあやかしが襲い掛かってくる。


    　新之助はそれを見ていた。自らの何十倍という力の塊がひたすらに圧おしてくる。


    　剣に漲みなぎる力は既に天井まで届こうかというほどに猛たけっていた。


    　あれはかわすことも受けることも許されない純粋な暴力。だが、純粋であるがゆえに軌道は単純で一直線に振り下ろされてくる。


    　新しん之の助すけにはそれが見えていた。今の新之助は落ち着いている。いたって平静だ。


    　最後の一歩を上うえ郷さとが踏みしめた。


    　それを確実に見切って新之助の手は刀に触れる。


    　そして、一いつ閃せん。唸うなりを上げる剛剣に、柔らかな剣筋が触れた。力は互いを食い荒らしながら相克する。


    「つまらんな」


    　しかし、上郷は一瞬の鍔つば迫ぜり合いを無理やりに押し切ると、新之助の刀を弾はじき飛ばした。上郷は刀を翻ひるがえすとさらに勢いを増して横よこ薙なぎに払った。


    「っ！」


    　轟ごうぅと、ただ物が吹き飛ばされ、押しつぶされ、ひたすらに破壊される音が響く。板張りの床は粉々に砕け、竜巻が四方を巡り後ろの壁を根こそぎ取り払う。


    　骨組みが露あらわになった天守に一つの屍しかばねが転がっている。


    「期待はずれだ。そんな剣で私を討てるか、愚か者め」


    　上郷はその動かない物体に歩み寄り、蹴けりを入れた。赤く染まったソレは高く舞い上がってから地に叩たたきつけられた。


    「………っぁ」


    「ほう、まだ生きていたか」


    　新之助は朦もう朧ろうとする意識の中でその声を聞いている。何が起こったのかわからない。確実に迎撃したはずだった。上郷の剣を捉とらえた実感があった。そして、力の方向を完全に掌握し、散らした。避よけることも受けきることもできぬ剛剣を受け流したはずなのだ。


    　だが、それは予想をはるかに超えた力だった。逸そらしてもなお、振り切られた刀は力を持っていた。衝撃の余波だけで新之助の命を奪いにかかった。退魔の力を秘める新あら鷹たかの鍛え上げられた刀身でなければ刀ごと身体からだを断ち切られていた。


    　右半身がずきずきと痛む。それが今、新之助が生きている実感だ。


    　腕も足ももろに衝撃を受けた。たぶん、あばら骨は二、三本持って行かれているはずだ。これだけでも、脳のう髄ずいが焼き切れるかというほどの痛みだ。それに、さっきから血が止まらなくて寒い。右腕を浸す血の池がぬるぬるとしていて気持ち悪い。


    　でも、それはまだいい。


    　左腕には何も感じない。痛みも温度も。


    　狭まった視界で左腕を見た。動かないけれどもなんとか繋つながっている。弱々しいながらも握ることができる。少し安心した。ついでに左足に力を入れるとぴくっと動く。


    　満身創そう痍いながらも、身体からだはまだ動く。ただ、それも時間の問題かもしれない。今の状態でできるのは呼吸だけ。このまま一刻もすれば身体中から血が流れ出て死んでしまう。


    　だが、上うえ郷さとにその一刻を待つ気はない。


    「お前に剣を教えたのは我が人生の汚点だ。よもや、あのような腑ふ抜ぬけたものを大おお崎さき夢む想そう流りゆうと名乗るつもりではあるまいな？　あんなものは龍りゆう尾びもどきでしかない。私の剣をお前は汚したのだ。その罪、万死に値する」


    　上郷は刀を新しん之の助すけの喉のど下もとに突きつけて続けた。


    「お前を殺した後で、お前の家族を引き裂いてやろう。それから、あの男も、化け猫も、すべて纏まとめて臓ぞう腑ふを晒さらし、喰くろうてくれるわっ！」


    　上郷は狂騒的に笑う。その思い付きが愉快だと、その発想は愉悦だと、その考えは最高だと真実そう思ってひたすらに笑う。


    「特にあの化け猫はうまいだろうな。白い肌に刀を突き入れる瞬間などたまらんだろう。ああ……想像するだけでも昂たかぶって来るぞっ！　浅く切り傷を付けて血が滲にじむ鮮やかさを思うとそれだけで達しそうだ……。恐怖や苦痛、屈辱の入り混じった肉はどんな味がするのだろうなぁ……」


    　上郷は舌なめずりをし、視線を外に向ける。その先にはましろがいた。ぼろ雑ぞう巾きんのように倒れている新之助を見つけてこちらへ走ってくる。その姿を新之助は見ていた。


    「お前は冥めい土どで歯は噛がみしながら見物していろ」


    　上郷は愛まな弟で子しの最期にそんな言葉をかけた。振り上げられた上郷の刀はそのまままっすぐに新之助の頭ず蓋がいめがけて下ろされる。


    　瞬間、ガッと音がした。


    　目に飛び込んだ色は青。目ま映ばゆく闇やみを照らす青白い燐りん光こうだった。


    「……新あら鷹たか」


    　それは一振りの刀だった。新之助の手から離れ、床に斜めに刺さり、上郷の刀を受け止めていた。閃せん光こうを放ちながら、音おん叉さのように震えて新鷹は啼ないていた。


    「ふん、生き汚い奴やつだ。目め障ざわりな刀ごと砕いてやる」


    　上郷は舌打ちしてから、距離を取って刀を構えた。


    　刀の嘶いななきは声に非あらざる声となり、新之助の耳じ朶だを打つ。


    　この刀を、この藩の未来を新之助に託した人がいる。新之助の帰りを待ちわびている人がいる。新之助のもとへ必死に駆けてくる人がいる。


    　なら、大おお久く保ぼ新之助はまだ死ねない。死ぬわけにはいかない。


    　新之助は震える手で新鷹を掴つかむと、それを杖つえにするように立ち上がった。


    「俺おれはあんたの強さに憧あこがれてた。誰だれにも頼らず、自分の力だけで生きるあんたに。……でも、どうやら間違ってるらしい。俺は、あんたと違う道を行くよ」


    　新しん之の助すけはどうにか身体からだを動かす。左手には力が入らない。左足は動かせない。


    　刀を納めると、足を少し開いて僅わずかに腰を沈める。左手は鞘さやにそっと添えるだけで、右手はしっかりと柄つかを握り締める。呼吸は深く、そして、徐々に浅く。


    　上うえ郷さとは瞑めい目もくし、新之助の言葉を黙って聞いていた。


    「……戯ざれるな」


    　一言、吐き捨てるように口にすると、ゆっくりと身体を動かし、新之助の正面に立った。その姿は陽かげ炎ろうのように揺らめき怪しさを増していく。立ち上る埃ほこりも、差し込む月光もすべてが揺らいで見える。


    　周囲の空気が歪ゆがんでいるのだ。


    　気圧が絶えず変化し、上郷の周囲の空間を霞かすませている。


    　それは、黒い少女が扱っていた空間の歪わい曲きよくに似ている。だが、それよりも禍まが々まがしく不吉で残ざん虐ぎやくさに満ちている。


    　その空間には悪魔が宿っていた。


    　近づく者には災厄を与え、近づかぬ者には猜さい疑ぎを抱いだかせた。瞳ひとみに映せば嫌悪をくれてやり、目を逸そらせば罪悪を負わせた。触れる者には死を与え、触れない者には絶望をふるまった。


    　日ひ暮ぐれ上郷は既に人の身ではなく、魔に魅入られた人でもなく、それそのまま、魔であった。


    　新之助は静かに目を閉じた。


    　闇やみの底から声が響く。


    「新之助、私はな、絶対的な力が欲しかったのだ。その力ですべてを導く。私が山やま手てを、日本を導くのだ。私は、すべてを救って見せる」


    「無理だよ。あんたが救いたいのは国でも民でもない。あんたが救いたいのはかわいそうな自分、報われなかった自分だ。それを誰だれかのせいにして誤魔化しているだけだ。それじゃあ、誰も救われない。国も民も、それから、あんたも……」


    　新之助には日暮上郷の心など欠片かけらもわからない。


    　それでも、新之助は知っている。上郷と自分は少し似ている。もちろん、表層的な部分での類似にすぎない。だが、自分と同族であるだろうという推測に基づいた見解がある。共感する部分が確かに存在する。


    　だから、少しだけ彼の気持ちを想像するのだ。その激しい悲しみを。


    　二人の男は立ち合う。似ているけれども確実に違う二人。


    「いざ……」


    「尋常に」


    「勝負っ！」


    　上郷は一息で必殺の間合いに入る。


    　すべてを滅する空間の歪曲はひたすらに膨ふくれ上がり、大上段から雷のごとく落ちてくる。その速さ、読んで字のごとく電光石火。人の目が捉とらえることのできぬ一瞬の輝きだ。


    　瘴しよう気きも妖よう気きも闘気も空気もすべてを巻き込む。悪意と敵意と殺意を孕はらみ、それでもなお足りぬと咆ほう哮こうをあげて貪どん欲よくに醜しゆう悪あくに憎悪を叩たたきつける。


    　自分を呪のろい、他者を呪い、世界を呪った。


    　自らを認めぬ世界を認めるわけにはいかなかった。自らを求めぬ世界を求めるわけにはいかなかった。


    　ならば、自らの手で変えてみせると、そう信じてこの兇きよう刃じんを振り下ろす。


    　新しん之の助すけは何も見ていない。


    　周囲には何も無かった。あるのはただ無む明みようの闇やみだけ。いかなる光もどんな音も消えうせた。


    　すべてを断ち切り、自分と世界を隔絶する。新之助もまた、世界に受け入れられることのない存在だった。


    『どうして、自分を認めてくれないの？』


    　その言葉は憎悪ではない。その言葉は呪じゆ詛そではない。その言葉は怨えん嗟さではない。その言葉は憤ふん怒どではない。その言葉は殺意ではない。


    　その言葉は、ただ、願いだったのだ。自分を認めて欲しいと、ただひたすらに願う祈りの言葉だったのだ。


    　――ああ、そうか。
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    　新しん之の助すけはやっとわかった。


    「あんたは、この世界が好きなんだ」


    　新之助は鞘さやの内にすべてを込めた。刀の隅々に己が感情を託した。


    　新あら鷹たかは吼ほえる。主人の意思に応こたえ、刀身から青白い輝きを放ち、すべてを祓はらい清めんと唸うなりを上げる。それは上うえ郷さとの黒い闇やみと双極をなす、どこまでも果てのない光だった。


    「新之助っ！」


    　ましろは元は天守であった空間へ駆け込んでくる。


    　だが、その眼前、刀は振り下ろされようとしていた。犬神の力をはるかに超え、人もあやかしも滅ぼす一撃。


    「死ねぇっ！」


    「新之助ぇっ！」


    　一瞬、死の予感が、死そのものが新之助の身体からだを駆け抜ける。刹せつ那な後にはぼろ雑ぞう巾きんのようになっているだろう。じゅくじゅくと柘榴ざくろのような赤い紅あかい肉塊になる。否、肉も残らぬほどに弾はじけ飛び、血の一滴も残さずに蒸発する。後には何も残るまい。


    　瞬間、新之助はただ抜刀した。迷いもなく、未練もない。


    　――誰だれもあなたを救わないというのなら、俺おれがあなたを救ってみせる。


    　剣けん尖せんは蒼あおい光こう芒ぼうを放ち、神速で一いつ閃せんした。音も空気も妖気も断ち斬きり、空間すべてを光が飲み込んだ。


    　上郷の刀が打ち下ろされるよりも速く、空間の歪わい曲きよくが飲み込むよりも速く、空間の断裂を生むよりも速く、この地上の何者よりも速い、真実神速と名乗ることを許される一撃。


    「……………」


    「………………見事」


    　ずしゃっと上郷の上半身が滑り落ちた。腰から下は未いまだ踏み込みの姿勢のまま留とどまっている。そして、思い出したかのように血が噴き出し始めた。


    　月が雲間に隠れていた。壁が吹き飛び、瓦が礫れきが転がっているだけの場所は風が吹くたび埃ほこりを舞い上げる。


    「師匠……」


    　声をかけても返事はない。新之助はふらつきながら、上郷のもとへと歩く。


    　既にそれは日ひ暮ぐれ上郷ではなく、二つの肉片になっている。暗いせいで表情は見て取れない。だが、見る必要もないだろう。たとえ、それがどんな顔をしていようとも、彼がどんな思いだったのかはわからない。


    　新之助はただ殺しただけだ。別に救ってやったわけではない。手前勝手な理由を付けて、もっともらしい解釈を添えて、殺しただけだ。ただ、殺すためだけに殺した。さまざまな思いがあれど、それが真実だ。


    　きっと、これからも自分は人を斬きるだろうと、確信した。否、決心した。


    　かくっと、膝ひざが崩れた。激しい虚脱感が身体からだを包んでいる。もはや、この世界に用はなかったように思える。このまま、眠っても問題がない気がした。


    　それでも、目に映ったものがある。


    　一緒に帰ろうと約束した人。涙で顔をぐしゃぐしゃにして、けつまずきながらもこっちへ必死で走ってくる白い少女。


    　遠い昔、ある白い猫のおかげで立ち直ることができた。


    　割りと最近、ある白い少女のおかげで助けられたことがあった。


    　ついさっき、一人の家族のおかげで立ち上がることができた。


    　だから、今度も大丈夫。自分はきっと大丈夫だと思った。


    　なぜ、剣を握るのか。


    　それはきっと、強くなりたいから。誰だれかを犠牲にしないですむくらいに強くなりたいから。


    　綺き麗れい事ごとでは人は救えない、美しい死などありえない。いつも、死は残酷でみじめったらしくて陰湿で、涙を誘う闘病生活も血が沸わき立つような決闘劇も存在しない。斬られれば血が流れる。そんなことはみんな一緒だ。簡単に殺してしまえるから、簡単に死んでしまうから、だから、それをしないために、させないために、剣を握るんだ。


    「新しん之の助すけっ！」


    　ましろは新之助に飛びつく。血で服が汚れることも気にせず、ただぎゅっと強く抱きしめる。


    「ばかぁっ！　死んじゃうかと思った……死んじゃうかと思ったよ……」


    「死なねぇよ……。まだ、な」


    　新之助はましろの頭にぽんと手を置いて笑う。そこには暗い影も皮肉もなく、幼い子供の頃ころのような素直で明るく、誇らしげな笑顔だった。


    



    　城門ではふくろうが暇ひまそうに突っ立っていた。


    　二度の轟ごう音おんの後、山やま手て城下は眠ったように静かになっていた。この静けさの正体がなんなのかはわからない。


    　田た町まちが不安そうに話しかけてくる。


    「おい、だいじょうぶなんだろうな？」


    「ええ、たぶん」


    　ふくろうは適当に、かつ曖あい昧まいに答える。


    　一度目の轟音の正体はましろだった。ふくろう自身、ここでましろの戦いを見物している。そして、大地を穿うがったあのとんでもない技を見て、その勝利を確認した。


    　だが、二度目の轟音の正体は掴つかめていない。


    　正直に言って、新之助が上うえ郷さとに勝てる可能性は三割程度と見積もっていた。剣の腕と犬神の力、この二つの点を考慮して五分五分から七分三分。ことによっては新しん之の助すけの迷いを加算して勝率は二割、というのがふくろうの読みだ。


    「ま、新之助さんが負けたら、あっしが骨拾ってやりますかね」


    　ふくろうは田た町まちに聞こえないような声でぽつりと呟つぶやいてからぐっと拳こぶしを握る。


    　彼にとっては、何よりも任務の完かん遂すいが重要なのだ。たとえ、新之助が死んだとしてもそれはそれで仕方がないと考えていた。それでも、思う。


    　――敵かたき討うちなんてだせぇ理由で、あっしを戦わさねぇでくださいよ……。


    　あの少年に期待した。その勝利を祈った。根拠はない。冷静な分析の裏で、まったく当てにならない直感を信じた。この直感があるとき、ふくろうは賭と場ばでは負け知らずだ。


    　そして、連勝記録は伸びる。


    　門に一人の少年と一人の少女が現れた。既に体力の限界を迎えているのか、互いに肩を抱き合い、よろけてふらふらしながらも、歩いてくる。


    「き、きたっ！　帰ってきたぞっ！」


    　田町が大きく叫ぶ。すると、歓声が巻き起こった。篝かがり火びは勢いを増して燃え上がり、その場にいた人々は大きく松たい明まつを掲げる。


    「おかえんなさい。ご苦労さんでした」


    　ふくろうは二人の肩に手を置いて心から労ねぎらう。


    「どうにか生きて帰ってこれたぜ……」


    「新之助さん、あんたほんっと大したお人だ。あっしも十中八九、だめかと思ったんですがね。いやいや、なかなかどうして……」


    　新之助はむっとして何かを言おうとするが、動かした首に激痛が走ったのか、口をパクパクさせて無言で震えている。


    「し、新之助っ！　だいじょうぶ？」


    「あらら、こいつぁやべぇや。早いとこ家に運びましょ」


    　ふくろうはさっと新之助を担ぎ上げて歩き出す。ましろも心配そうにそのあとに続いた。


    　やっと、すべてが終わったのだ。だったら、あとは家に帰るだけ。約束したように一緒に家に帰るのだ。
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    捌　あやかしがたり　　storyteller_and_swindler


    



    　山やま手て城下に朝日が昇った。雲一つないすっきりとした秋晴れの空である。


    　が、それと対照的にましろの気分は晴れない。


    　昨夜の田た町まちの言葉が未いまだに不機嫌にさせている。田町は帰りがけに新しん之の助すけの処分の申し渡しのため、登城するように言った。処分というからには何かしらの罰があるのだろう。藩主弟殺害に見合う罰など、よくて切腹、悪ければ打ち首獄門お家断絶あたりだ。


    「にしゃーっ！　もう、なんなのよーっ！」


    　吼ほえながらも箸はしを動かし、健けん啖たんぶりを発揮している。一晩ぐっすり寝ると身体からだのほうも全快し、この間と変わらぬ健康体だ。


    「まぁ、しょうがねぇって」


    　新之助は身体をぎしぎしとぎこちなく動かしながら食事をしている。一応、新之助は人間の範はん疇ちゆうに入るので一晩やそこらで怪け我がは治らない。


    　それでも、ふくろうに言わせれば化け物並みの速度で回復しているのだという。血は止まったし、傷はふさがり、動かなかった左手もどうにか茶ちや碗わんを持てる程度にはなった。もう半分くらいは化け物なんじゃないかと疑われてもおかしくはない。


    　しかし、貴き恵えも元げん之の丞じようもそのあたりは気にしていないらしく、むしろ、元気でよかったと安心している節がある。


    「新之助。久ひさ磨まの裃かみしもがあるから、それを着ていけ」


    「はぁ？　別に普段着でいいだろ」


    「馬ば鹿か者もの。正式なお沙さ汰たを受けるのだ。その場にふさわしい格好をしなければならん」


    「そういうことでしたら、死に装束のほうがいいんじゃないですかね？」


    　ふくろうが冗談とも本気ともつかないことを言う。と、それにましろが過剰に反応する。


    「だめっ！　絶対だめだよっ！　白い服なんて縁起でもないっ！」


    「お前が言うな」


    　新之助はたくあんをかじりながら言った。


    「お父さん、裃なら久磨が着ていきましたけど？」


    　貴恵はましろの茶碗にお茶を注ぎながら言う。ちなみに、ましろ用のお茶は冷ましてある。


    「んじゃ、普段着で行くしかないな。ま、そんなに気にしなくてもだいじょうぶだろ」


    　新之助もお茶をずずーっとすすってから気楽に言う。元之丞は顔をしかめるが、無いものは無いのだから仕方ない。


    　それにしてもこの落ち着きぶりはどうだろうか、とましろは不思議に思う。これから自分の刑罰が決められるというのに、新之助は普段と変わらぬ様子で過ごしている。別に自分の生命を諦あきらめているわけではないのだろう。悟りでも開いたかのように清すが々すがしい顔をしている。


    　それに、元之丞と貴恵も変だ。これっぽっちも悲観しているようには見えない。


    「さて、そろそろ行くか」


    「うむ、行ってこい」


    　新しん之の助すけが立ち上がると、元げん之の丞じようが頷うなずく。そこには、悲哀も絶望も無く、ただ和なごやかな笑みが浮かんでいた。


    



    　城の中は存外綺き麗れいだった。大破しているのは城じよう郭かくの外側なので、内部に大きな損傷はない。


    　指示された部屋へ入ると、上座には田た町まちが待っていた。三人を見ると微笑ほほえむ。


    「来たか。そこへ座れ」


    　その偉そうな態度にましろはしゃーっと威い嚇かくし、敵意をむき出しにする。それを新之助とふくろうはどうどうと宥なだめつつ、田町の前に座った。


    「今回の件についてだが」


    　田町はすっと新之助に視線を向ける。そこには先刻までの微笑はなく、山やま手て藩筆頭家老にふさわしい気迫が籠こもっている。人の上に立つ威厳、そして、人々の命を預かる責任。


    「上意討ち、という形にしておこうと思う」


    　新之助はその言葉を聞いてはっと顔を上げた。上意討ちとは主君の命を受けて罪人を討つことだ。したがって、罪に問われることはない。おそらく、久ひさ磨まや元之丞が駆け回っていろいろと工作したのだろう。


    「ってことは……新之助はお咎とがめなし？」


    　ましろの隠してある耳がピコピコ動いているせいで髪の毛がもぞもぞ動いている。


    「ただし、お主らのおかげで城は半壊。幕府にもいろいろと言い訳するのに金がかかる。それについて処分せんといかん。ゆえに、しばらく大おお久く保ぼ家は減俸とする」


    「んなっ！　親父おやじと兄貴は関係ないだろっ！」


    　新之助は食って掛かる。が、田町はそれを制した。


    「まぁ、最後まで聞け。しかしながら、この度たびの上意討ちの褒ほう美びとして大久保家に加増してやる。これで差し引き無しでどうだ？」


    「……まぁ、そういうことなら」


    「決まりだな」


    　田町はにぃっと笑う。自然、新之助もましろも釣られて笑った。ふくろうは興味深そうに田町を見ている。


    「以上だ。お前は江え戸どで剣を磨け。それを生かしてくれれば文句はない。達者でな」


    「田町さんも」


    　新之助は立ち上がると、踵きびすを返す。


    「ああ、そうだ。江戸に戻るとき、もう一つ褒美をやろう。せいぜい楽しみにしておけ」


    　田町は新之助の背中に声をかけた。新之助は振り返って笑顔で一礼した。


    



    　事件から数日の後、旅支じ度たくを整えた一行は関所にいた。山やま手てと江え戸どを繋つなぐ街道には涼しい風が吹いていて、色づいた葉が舞っている。


    　関所まで久ひさ磨まと貴き恵えが見送りに出ていた。元げん之の丞じようは既に別れは済ませたと言って登城してしまった。今いま頃ごろ、城で壊れた箇所の復旧の采配を振るっているはずだ。私用よりも仕事を優先するのは元之丞らしいといえばらしい。


    　田た町まちは見送りではなく、仕事の一環としてこの場にいた。くいっと部下に顎あごで指示を出す。


    　すると、一台の駕か籠ご乗り物が運ばれてきた。中から一人の少女がゆっくりと出てくる。


    「あっ！」


    「こいつぁ……」


    「犬女っ！　何しに!!」


    　三人は驚きの声を上げる。と同時に身構えた。一瞬、緊張が走る。


    　しかし、黒い少女はそれに小首を傾かしげて新しん之の助すけをじっと見た。


    「………なんか、おかしいよ？」


    「いや、油断すると痛い目にあいやすぜ……」


    　黒い少女が一歩踏み出す。三人は警戒を緩めない。


    　だが、少女はとててっと新之助に歩み寄ってちんまりと新之助の袖そでを握った。不安げに顔を俯うつむかせ、それでも、頼れるのはここだけなのだと、自信なさげに掴つかんでいる。


    「な、なんだぁ？」


    　あっけにとられる新之助を見て、田町はくくっと皮肉げに笑いながら言った。


    「この間、言った褒ほう美びだ」


    「褒美っていうか、罰則だろ、これ……」


    　新之助は顔を引きつらせながらごちる。


    「お主たちも知っての通り、この女子おなごは厄介でな。下手をすればこちらにも死人が出るし、かといって野放しにするわけにもいかん。どうしたものかと思っていてな」


    　田町は諦あきらめろといった風情で首を振った。実際、山手藩では扱いかねる問題だった。黒い少女は異端の存在であり、強大な力を持っている。それを処分するなど人の手に余る。


    　だからこそ、この問題を解決できるのは大おお久く保ぼ新之助だけなのだ。あやかしを視み、また調ちよう伏ぶくする力を持ち、江戸に住む新之助に押し付ける。一石二鳥な究極の厄介払いといえる。


    「お主に任せるほかないのだ。頼めるか？」


    　新之助は目の前の少女を見る。


    　利用されて、捨てられて、人の都合に振り回される存在。その力だけが望まれて、その力以外は望まれなかった少女。忌いみ嫌われ遠ざけられ疎うとまれてどこにも行くあてなどないのだ。


    「新之助……」


    　ましろがちょんちょんと新之助の背中をつつく。上目遣いの表情だけで、彼女がなんと言いたいのか察することができる。


    「あーっ、わかったよっ！」


    　そう、言われずともわかっている。だって、それは新しん之の助すけも同じだから。望まぬ力のせいで疎うとまれる辛つらさも自分を受け入れてもらえない苦しさも、全部わかってしまっているから。


    　それでも、救われた。そんな自分でも認めてくれる人たちがいた。


    　なら、自分も誰だれかを救わなければ。


    「俺おれが面倒見てやるから心配すんな」


    　新之助は黒い少女に微笑ほほえむ。すると、彼女は顔を上げて新之助の目をぢっと見る。袖そでを握る力は決して離すまいといっそう強くなった。


    「そうそう、新之助は優しいからっ！」


    「そうですねぇ。あやかしも女の子も大好きですからきっと優しくしてくれやすよ」


    「殺すぞっ！」


    　わぁわぁと騒ぐ三人を黒い少女は見つめている。それから、頬ほおを緩めて口角をくいっと上げた。ここに、この人たちのところに自分はいていいのだと確認するかのように。


    「どうやら話はまとまったようだな。では、これを渡しておく」


    「これって……何？」


    　ましろが紙切れを手に取った。


    「ははぁ、こいつは手形ですね。ほら、ましろちゃん。こいつはましろちゃんのですよ」


    　ましろはその広げられた紙をまじまじと見る。そこには『大おお久く保ぼましろ』と達筆で書いてある。


    「おおくぼましろ？」


    　ほへぇと感心しながらその字を読んだ。


    「そうそう。だってましろちゃんは家族ですものっ！」


    　貴き恵えは笑いながらましろをひしっと抱きしめる。既に目には涙を浮かべている。よほど離れがたいらしい。実の息子むすこの新之助には目もくれずましろをかいぐりかいぐりしている。


    　それを軽やかに無視しながら久ひさ磨まがもう一枚の紙を新之助に見せる。


    「兄貴、これは？」


    「その子の分さ。一緒に江え戸どに行くんだからないと困るだろ？」


    　しかし、その紙は氏名を記入する部分が白紙だ。それを見て、新之助は合点がいった。


    「あ、そゆこと。お前、名前はなんて言うんだ？」


    　新之助は自分の袖そでに張り付いている少女に問う。


    「銀ぎん眼げん黒こく髪はつ一いち尾びの犬いぬ神がみ……」


    「そうじゃなくてだな。もっとこう簡単な、新之助とかましろとかそんな感じの名前だよ」


    　少女は少し考えてから、首をふるふると横に振った。


    「無いのか……」


    　彼女は犬神だ。人間らしい名前など持つ必要もない。それは機能としての存在だけが求められていて、個別の存在としては必要とされていなかったことを示している。


    　新しん之の助すけは頭をぽりぽりと掻かいてから言った。


    「じゃあ、くろえ。髪も黒いし服も黒いし。だから、くろえ」


    　ましろが貴き恵えの腕から逃れながら口を挟む。


    「し、新之助っ！　子供の頃ころと名づけ方が変わってないよっ！」


    「くろえ……」


    　黒い少女は噛かみ締めるようにその単語を口にする。それから、こくんと頷うなずいた。


    　それを見てふくろうは目を細める。


    「気に入ってもらえたみたいですねぇ」


    「では、くろえでいいのだな」


    　田た町まちは久ひさ磨まから手形を受け取ると、筆を取り出してさらさらと書く。力強く美しい書体で書かれた文字は、大おお久く保ぼくろえ。くろえはそれを眩しそうに見つめた。


    



    　最後にもう一度だけ、新之助たちは振り返り、大きく手を振ってから山やま手てを後にする。


    　新之助たちの姿が見えなくなってから田町は一言漏らした。


    「行ったか……」


    　事の顛てん末まつは山手藩の歴史に残ることはない。江え戸どに対しても、上うえ郷さとの死は病死で届けられる。また、渋しぶ谷やの死も病死として内々に処理される。真実は闇やみから闇へと葬ほうむられるのだ。それは闘争に勝利した者の特権だ。また、円滑に統治していくための義務でもある。


    　だが、それでも、田町意おき次つぐは後に語り残している。田町家に残された『田でん意い翁おう談だん遺い集しゆう』にこんな一説がある。


    『初秋、災禍あれども大久保某なにがし、これをたひらげ江戸へたつ。あやかしなるものたち、人の名を騙かたると翁おきな笑ひながらぞ語りける』


    　一方で、山手藩の正史には書き残されていない。第二のあやかし騒動ともいえるこの事件に関して藩側では完全に葬ったのだろう。しかし、田町はよほど新之助たちに恩義を感じていたのか、語らずにはいられなかったと考えられる。


    　こうして、山手のあやかし騒動は世間に知られること無く終息した。


    



    　秋晴れである。天は高く、空にはいわし雲がたなびいている。


    　江戸へ近づくにつれ、街道には行商人や旅人が多くなってきていた。四人はそれを眺めつつ、ゆっくりと歩いている。急ぐ旅でもないのだ。というよりは急ぐことができない。


    　くろえは山手の関所からずっと新之助の左ひだり袖そでをちんまりと握りっぱなしで非常に歩きづらい。それも横に並んでいるのではなく、新しん之の助すけのあとをついてくるのだ。自然、足は鈍り、後ろから来る旅人にひょいひょい追い抜かれている。


    「あの……くろえさん？　歩きづらいんだけど……」


    　これを言うのももう何度目かわからない。だが、言うたびにくろえはふるふると首を横に振るだけで改善は見られない。


    　それを見てましろがわなわなと肩を震わせた。この光景を見るのも何度目かわからない。


    「ちょっとっ！　くろえっ！　新之助が困ってるでしょっ！　離れなさいよっ！　はぁなぁれぇなさいぃっ！」


    　ぐいぐいと新之助とくろえの間に割って入り、ふしゃーっと威い嚇かくするましろ。


    　だが、くろえはそれを涼しげな眼めで見てから、またぷいと顔を背そむける。


    　その生意気な仕草にカチンと来たのかましろは眉まゆをひくっと動かした。


    「そう、何度言ってもわからないんだ……。あなたバカなの？　バカなんでしょ。わかった、バカなんだ」


    　さすがにバカと連呼されてむっとしたのかくろえは不機嫌そうな顔でましろをじっと見た。


    「バカっていうほうが、バカ……」


    「にしゃーっ！　こんの犬女っ！」


    　ましろは髪の毛を逆立てて怒りを爆発させる。くろえもそれに受けてたつのかぴりぴりとした空気を全身に纏まとった。バチバチと火花を散らしながら二人は睨にらみ合う。


    　剣けん呑のんな雰囲気に包まれて、間に挟まれる新之助は命の危険を感じていた。わたわたとしている新之助を見てふくろうが助け舟を出した。


    「新之助さんは両手に花が好みなんですよ」


    　その言葉が役に立ったのかどうかはわからない。けれど、ましろはぱぁっと顔を輝かせて新之助の右腕にがばぁっと飛びついた。


    「確かにっ！　これなら問題解決っ！」


    「してないっ！　解決してないからっ！」


    　急に右腕に重さを感じて新之助はぐらりと傾く。が、その平衡を取るように今度は左腕をぐいっと引かれた。


    「……むっ」


    　ぐっと左腕に体を押し付けてくろえが新之助を見る。


    「なんで対抗意識燃やしてんだよっ！」


    　両腕に重みを感じながら、新之助はさらに歩きづらくなる。それをふくろうがにまにましながら見ている。


    「あんだよ？」


    「いいえぇ、別にぃ？　……いやぁ、羨うらやましい限りですねぇ」


    　微妙に語尾を伸ばした話し方が無性に癇かんに障さわる。


    　新しん之の助すけは顔を真っ赤にしていきり立つ。が、両腕をふさがれているせいで刀を抜くことができない。


    　その姿にふくろうは腹を抱えてひーひー笑っている。天下無双の剣豪も女の子に腕をとられていては刀が抜けないものらしい。


    　ふくろうは目じりに浮かんだ笑い涙を拭ぬぐってから言った。


    「いやぁ、新之助さん。やっぱりあんたつかれやすいんですかねぇ」


    「誰だれのせいだこの野郎」


    　さっきから全然前に進んでいる気がしない。それに、腕の位置にも気を配らなければ精神衛生上いろいろとまずいのでやけに気を使っているのだ。これで疲れないわけがない。


    　そうじゃあねぇんだが――とぽりぽり頬ほおをかいてからふくろうは言う。


    「いやいや、なかなかの憑つかれっぷりで」


    　小さな呟つぶやきは、穏やかな秋晴れの空に吸い込まれていった。街道から見下ろす水田を涼しい風が吹き抜け、実みのり始めた稲穂を揺らしていた。


    
      了

    

  



  
    あとがき


    



    　はじめまして。渡航です。ワタリワタルと読んでもらいたいところですが、面倒ならトコウで結構です。ぼくも変換するときはトコウで変換してます。


    　この名前でわかるようにぼくはネーミングセンスがかなりアレなので、タイトルもキャラクターも名前がかなりアレな感じになっています。そうしたところも楽しんでいただければこれ幸い、まさしく勿もつ怪けの幸いというやつですね。


    　この作品はあえてジャンルわけするならば「時代劇ライトノベル」という括くくりになると思うのですが、そもそも時代劇を書くことにしたのは、ぼくがあまりにもつまらない人生を送ってきたからです。ＳＦや推理モノを書くには知識が足りず、学園モノを書くには友達が足りず、ラブコメを書くには圧倒的に経験が足りません。訂正。ラブコメに関して経験がないわけではないです。むしろ、豊富です。苦にがい経験が。だから、時代劇なのです。


    　以下、謝辞を。


    　担当の星野さん。プロットの書き方を質問してしまうようなド素人に、根気よく付き合っていただいて本当にありがとうございます。イラストを描いてくださった夏なつ目め義よし徳のり先生。エスパーかと疑ってしまうほどイメージぴったりの素敵なイラストをありがとうございます。選考に関わっていただいた方々、特に田中ロミオ先生。田中ロミオ先生のお名前を出しただけでこの本が売れてしまう気がします。ありがとうございます。ワードのヘルプを押すと出てくるイルカちゃん。ルビの振り方を教えてくれてありがとう。友人数名。この作品を書く上ではまったくお世話になってませんが、とりあえず、ありがとう。


    　そして、誰よりも何よりも、この本を手にしてくださった皆様。拙つたない作品ですが、手にとってもらえたという事実だけで嬉しいです。この作品を皆様の本棚に、そして、心に残していただけたらこれ以上の喜びはございません。


    　もう行数がありません。それと、書く内容が思いつきません。


    　こんなあとがきでいいんでしょうか。さらに言えば、こんな小説でいいんでしょうか。もっと言えば、ぼくが大賞でよかったんでしょうか。ちゃんと書店に並ぶか不安です。


    　このお話の続きが書けるように、書店で見かけたらその度たびに買おうと思います。総武線沿線の書店でだけ異常に売れていたら、それはきっとぼくの功績です。


    　というわけで、再びお目にかかれる日を心から祈りつつ、今回はこのあたりで筆をおかせていただきます。次にお会いできるときは、もっとまともなあとがきが書けていますように。


    



    
      二〇〇九年四月某日　　　千葉県某所にて　　　渡 航

    

  



  
    渡航


    Wataru Watari


    



    １９８７年生まれ。Ａ型水瓶座。


    好きな街は京都、鎌倉。でも、詳しいわけではない。犬派か猫派かと聞かれたら無派閥と答える。剣道は三級の腕前。

  



  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    あやかしがたり


    



    ２０１２年12月１日　電子書籍版発行


    著　者　渡航


    発行人　佐上靖之


    編集人　野村敦司


    編　集　星野博規


    発行所　株式会社　小学館


    　　　　〒１０１‐８００１


    　　　　東京都千代田区一ツ橋２‐３‐１


    　　　　s-ebook@shogakukan.co.jp


    



    底　本　２００９年５月24日　初版第１刷発行


    



    ⒸWATARU WATARI 2012　ISBN978-4-09-451133-8


    



    



    ※ご注意


    本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。


    個人利用の目的以外での複製など違法行為、もしくは第三者への譲渡をしますと著作権法、その他関連法によって処罰されます。
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